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富 士

重箱のやうに

狭つくるしいこの日本。

すみからすみまでみみつちく

俺達は数へあげられてゐるのだ。

そして、失礼千万にも

俺達を召集しやがるんだ。

戸籍簿よ。早く焼けてしまへ。

誰も。俺の息子をおぼえてるな。

息子よ。

この手のひらにもみこまれてゐろ。

帽子のうらヘー時、消えてゐろ。

父と母とは、裾野の宿で
一晩ぢゆう、そのことを話した。

金子光晴

裾野の枯林をぬらして

小枝をピシピシ折るやうな音を立てて

夜どほし、雨がふつてゐた。

息子よ。ずぶぬれになつたお前が

重たい銃を曳きずりながら、喘ぎながら

自失したやうにあるいてゐる。それはどこだ?

どこだかわからない。が、そのお前を

父と母とがあてどなくさがしに出る

そんな夢ばかりのいやな一夜が

長い、不安な夜がやつと明ける。

雨はやんでゐる。

息子のゐないうつろな空に

なんだ。糞面白くもない

あらひざらした浴衣のやうな

富士。

(英訳 :アーサー ・ビナー ド)

Mollllt Ftti
Kaneko lVIitsuham

This archipelago is as cramped

as a set oflacquer―ware lunchboxes.

Japan,every comer con廿 olled by the greedy―

They've got us all counted and tagged.

What's rnore,they have the gall

to call us up for rnllitary service.

Hey9 you,Family Regist中 らdo us a favoL

go torch yourseli And everyone who knowsl■ e,

you can alljust forget my son was ever bom.

Son,shrink down,

hide betwcen the pallns ofthesc hands l wring.

Or better yet,lie low inside lny hat for a while.

At an inn nearthe mountain's fbot,we,

father and inotheL spent most ofthe night

町 ing to nguar Out whatto do.

Rain poured down incessantly,soaking the hllls,

hitting the dead trees with crackhng splashes,

as ifbreaking ortheir slender limbs.

Sο″,ノθ″
'7で

虎 ″C乃タチ

アク盟′牲α乃夕αッ即″,ο7rゲb″α筋,わざち

rr7を 力gれ α ttαz夕.″物¢″ α″ノοク?

助 ″θ″夕筋 θ閉 ,う″ゥ οク/初 ο筋夕/α″冴ヵ ″乃夕/

ざ″θ冴″″0炉″冴ノθ%W″ 乃ο″″αcルター

That's what we dreamed the shorttime we slcpt

this long,anxious night.By daybreak

the rain has let up.  Overhead

the sky is emptt ollr sOn nowhere in sight.

This is shit,and on top ofit all,

there'sF可1,loOking like a Faded

old bathrobe.

(tranSlated by Arthur Binard)
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■金子光晴 「富士」について アーサー ・ビナード

2005年のノーベル文学賞に輝いたハロルド・ピンターは、劇作家として有名だが、詩人

でもある。その詩作品はウイットに富み、ときには辛辣だ。この前、湾岸戦争を題材にした
“
American Football(A Renection upon the Gulf War)"という一篇に、アンソロジー集の中で

出会い、意表をつかれて日本語に翻訳しようと取りかかってみた。が、うまくいかなかった。

原因は
“
shit"だ。

英語で、敵軍を銃だのミサイルだのでやっつけることを
“
blow the shit out of them"という。

ピンターはその表現を使い、変化させながら執勘なまでに繰り返し、それによって
“
shit"は

ただの比喩としてではなく、だんだんと具体性を帯び、戦争の汚らしさ、その下品さを読者に

伝える。

ぼくは日本語でも同様の効果を生み出そうと試みて、行き詰まった。もしかしたら 「糞」は

詩に向かない言葉なのかと一瞬思い、次の瞬間に金子光晴の 「富士」が頭に浮かんだ。「なんだ。

糞面白くもない/あ らひざらした浴衣のやうな/富 士。」―一この作品では 「糞」が実に効果

的に使われ、作者は富士山に向かって大胆に悪態をつく。日本が 「すみからすみまでみみつち

く」「狭つくるしい」軍国と化してしまったのは、もちろん、富士山のせいではないが。

金子光晴とその妻、作家の森三千代は、なんとしても息子を軍隊に取られまいと、さまざま

に苦心して、医師に診断書を一度ならず書いてもらった。「それは、ただ、肉親愛のエゴイズ

ムとだけは言えない僕らの気持ちだった。戦争に対して、もう一銭も支払いたくないというの

が本心」と戦後、光晴は振り返った。

「富士」の糞度胸を少し借りて、ぼくは今、ピンターの詩の和訳に再挑戦している。

(あ一さ― ・びな一ど、詩人、エッセイスト。)

[みすず書房刊アーサー・ビナード 『日本の名詩、英語でおどる』より転載]

■作者について

かねこ 。みつはる (1895～1975)

愛知県海東郡に生まれる。本名大鹿安和。

2歳 のとき金子家の養子となり、養父の転

勤で京都、東京に移 り住む。早稲田大学英文

科予科、東京美術学校 日本画科、慶応大学文

学部予科などに学び、すべて中退。

1919年、美術商鈴木幸次郎に連れられて

渡欧、ロンドン、ブリュッセル、パリに滞在。

23年詩集 『こがね虫』で注目を集める。24年、

森三千代 と結婚、息子乾をもうけるが、28

年、息子を実家に預け2人 で東南アジアから

ヨーロッパにかけて4年 間の旅に出る。帰国

後、国家主義体制と日本人の精神構造を鋭 く

批判した詩集 『鮫』を発表。戦時中は疎開先

の山中湖畔などでひそかに戦争を批判する詩

を書き溜め、戦後 『落下傘』『蛾』『人間の悲濠J』

などの詩集として発表した。
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一

（そ
み
や

。
と
し
い
ち
）

１
９
２
１
年

（大
正
１０
年
）
３
月
２‐
日
、

東
京

・
淀
橋
下
落
合
に
生
ま
れ

る
。

父
は
画
家

・
一
念
。

写
生
す
る
父
に
運
れ
ら
れ
、

幼
少
期
よ
り
絵
に
親
し

む
。
１
９
４
３
年

（昭
和
１８
年
）
１１
月
、

東
京
美
術
学
校
建
築
科
を
繰
り
上
げ

卒
業
。

在
学
中
に
、

父
の
希
望
も
あ

っ
て
建
築
設
計
を
学
ぶ
か
た
わ
ら
油
彩
画

を
描
く
。

卒
業
後
出
征
、

北
海
道
、

名
古
屋
運
隊
を
経
て
騎
砲
兵
第
４
連
隊
に

配
属
。

北
支
派
遣
成
第
五
三
五
六
部
隊
所
属
。
１
９
４
５
年

（昭
和
２０
年
）
３

月
２５
日
、

湖
北
省
光
化
県
老
河
口
で
戦
死
。

享
年
２４
歳
。
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米
国
オ
バ
マ
新
政
権
を

ど
う
見
る
か

ダ
グ

ラ

ス

・
ラ
ミ
ス

①
オ
パ

マ
と
米
国
の
自
人
た
ち

ち
ょ

つゝ
ど
２
年
前
、

オ
バ
マ
人
気
が
始
ま

っ
た

ば
か
り

の
頃
、

『ザ

・
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
誌
に
載

っ

た
あ
る
ア
フ
リ
カ
系
イ
ギ
リ
ス
人
の
面
白

い
記
事

を
読
ん
だ
。

彼
は
数
年
前
に
サ
ウ
ス

・
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
で
、
卜つ
っ
か
り
し
て
白
人
ば
か
り
の
教
会
に

足
を
踏
み
入
れ
て
し
ま

っ
た
経
験
を
書

い
て
い
た
。

「
１
時
間
以
上
も
座

っ
て
い
る
間
に
、

私

自
身
が
感
じ
て
い
る
不
安
よ
り
私
の
周
り
の

礼
拝
者
た
ち
の
そ
れ
の
方
が
大
き

い
こ
と
が
、

次
第

に
わ
か

つ
て
き
た
。

私

へ
の
凝
視
は
、

敵
意

で
は
な
く
、

彼
ら
が
本
当
に
混
乱
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

私
に
据
え
ら
れ

た
視
線

は
、

必
死
に
答
え
を
求
め
て
い
た
。

『お
前
は
こ
こ
で
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

ん
だ
？
世
の
中
に
は
ル
ー
ル
と

い
う
も
の
が

あ
る
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
お
前
た
ち
の
教

会
に
行
か
な
い
し
、

お
前
た
ち
も
わ
れ
わ
れ

の
教
会
に
は
来
な
い
。

な
の
に
、

な
ぜ
こ
ん

な
こ
と
を
す
る
？
　
何
が
望
み
な
ん
だ
？
と

礼
拝
が
終
る
と
す
ぐ
、

彼
は
立
ち
去
ろ
う
と
し

た
。

す
る
と

一
人
の
女
性
が
彼
の
肩
に
手
を
や
つ

て
、

歓
迎
の
意
を
表
し
た
。

彼
が
礼
を
言
う
と
、

彼
女
は
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
と
ら
え
て
言

っ
た
。

ヨ
貴
方
は
こ
の
土
地
の
方
じ

ゃ
な

い
わ

ね
？
』

『え
え
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
ま
し
た
』

そ
の
言
葉
は
、

私
の
周
り
に
で
き
た
小
さ

な
人
垣
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
た
。

『イ
ギ
リ

ス
か
ら
来
た
ん
だ

っ
て
』
『英
国
人
な
の
よ
』

私
に
握
手
し
、

挨
拶
し
よ
う
と
押
し
か
け
る

人
び
と
が
、

そ
う

つ
ぶ
や
く
の
が
聞
こ
え
た
。

私
は
英
国
人
、

彼
ら
の
問
題
に
な
る
存
在
で

は
な
い
の
だ
」
。

筆
者
の
ゲ
イ
リ
ー

・
ヤ
ン
ジ
は
、

米
国
の
白
人

の
間
に
お
け
る
バ
ラ
ク

・
オ
バ
マ
の
途
方
も
な

い
人
気
を
説
明
す
る
た
め
に
、

こ
う
し
た
経
験

を
語

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

と
ヤ
ン
ジ
は
言

う
、

オ
バ
マ
が
好
か
れ
る
の
に
は
多
く
の
も

っ
と

も
な
理
由
が
あ
る
。

「彼
は
上
院
で
最
も
頭
が
よ

く
、

実
務
に
た
け
、

ハ
ン
サ
ム
で
、

カ
リ
ス
マ
的

な
男
だ
」。
だ
が
、

無
視
し
て
は
な
ら
な

い
ほ
か

の
理
由
も
あ
る
。

「
オ
バ
マ
は
白
人
た
ち
に
恐
怖

を
感
じ
さ
せ
な
い
黒
人
だ
」
。

彼
は
背
中
に
、

ア

メ
リ
カ
の
奴
隷
制
４
０
０
年
の
歴
史
の
恐
ろ
し
い

重
荷
を
背
負

っ
て
は
い
な
い
。

彼
は
そ
の
怒
り
を

背
負

っ
て
い
な
い
。

彼
の
祖
先
は
、

鎖
に
繋
が
れ
て
米
大
陸
に
運
れ

て
来
ら
れ
た
の
で
は
な
か

っ
た
。

彼
の
父
親
は
、

自
分
の
意
志
で
ケ
ニ
ア
か
ら
来
た
の
だ
。

そ
し
て

米
国
の
白
人
は
、

私
も
含
め
て
、

そ
の
違

い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

顔

の
違

い
で
区
別
で
き
、

言
葉
づ
か
い
で
聞
き
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

オ

バ
マ
は
、

米
国
の
黒
人
教
会
で
発
達
し
た
リ
ズ
ム
、

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー

・
キ
ン
グ
、

マ
ル
コ
ム
・

Ｘ
、

ジ

エ
シ
ー

・
ジ
ヤ
ク
ス
ン
、

ジ

エ
レ
ミ
ア

・

ラ
イ
ト
の
リ
ズ
ム
で
は
し
ゃ
べ
ら
な
い
。

そ
し
て

最
も
重
要
な
の
は
―
―
こ
の
数
力
月
の
問
繰
り
返

し
試
さ
れ
た
の
だ
が
―
―
彼
は
白
人
の
評
論
家
た

ち
に
ど
ん
な
に
弄

（な
ぶ
）
ら
れ
て
も
、

決
し
て

怒
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

米
国
の
白
人
は
、

い
つ
の
日
か
彼
ら
に
向
か

っ

て
、

最
終
的
か
つ
決
定
的
に

「貴
方
た
ち
は
赦
さ

れ
た
」
と
宣
言
で
き
る
だ
け
の
権
威
を
備
え
た
黒

人
指
導
者
が
現
れ
る
こ
と
を
、

無
意
識
の
う
ち
に

切
望
し
て
い
る
。

そ
し
て
白
人
た
ち
の
メ
デ
ィ
ア

は
バ
ラ
ク

・
オ
バ
マ
を
そ
の
よ
う
な
指
導
者
に
仕

立
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

彼
ら
は
繰
り
返
し

書
く
。

オ
バ
マ
が
大
統
領
に
な
れ
ば
、

あ
る
い
は

大
統
領
候
補
に
な
る
だ
け
で
も
、

米
国
の
人
種
問

題
は

「超
越
さ
れ
る
」
、

と
。

彼
ら
が
怒
れ
る
黒

人
の
主
流
に
属
す
る
オ
バ
マ
の
妻
ミ
シ
ェ
ル
や
彼
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の
導
師

で
あ
る
ラ
イ
ト
師

の
こ
と
を
あ
れ
ほ
ど
気

に
か
け
る
の
も
、

同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
オ
バ

マ
は
違
う
。

オ
バ
マ
と
な
ら
、

白
人
た
ち

は
安
心
し
て
や

っ
て
行
け
る
の
だ
。

だ
が
、

大
き
な
疑
間
が
持
ち
上
が
る
。

ケ

エ
ア

か
ら
や

つ
て
来
た
父
親
を
持

つ
男
が
、

白
人
の
ア

メ
リ
カ
に
赦
免
を
告
げ
る
権
威
を
持
ち
得
る
だ
ろ

つヽ
か
？

（
い
う
ま
で
も
な
く
、

米
国
に
は
時
代
遅
れ
の

人
種
差
別
主
義
者
の
白
人
が
依
然
と
し
て
数
多
く
存
在

し
、

ア
フ
リ
カ
か
ら
来
た
黒
人
に
も
、

米
国
の
奴
隷
制
度

の
伝
統
の
中
で
生
ま
れ
た
黒
人
に
も
同
様
の
疑
い
の
眼

を
向
け
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
グ

ル
ー
プ
が
、

選
挙
で
オ
バ
マ
打
倒
を
叫
ん
で
出
て
来
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
）。

②
オ
パ

マ
と
米
国
の
黒
人
た
ち

世
論
調
査
は
、

黒
人
の
９４
％
が
オ
バ
マ
に
投
票

す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
は
彼

が
自
人
か
ら
得
る
よ
り
か
な
り
高
い
得
票
率
だ
。

だ
が
同
時
に
黒
人
社
会
で
は
、

白
人
の
支
持
者
た

ち
の
間
に
あ
る
の
と
同
様
な
オ
バ
マ
ヘ
の
熱
狂
が

見
ら
れ
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、

ど
う
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

一
方
、

米
国
の
黒
人
社
会
は
つ
ね
に
、

圧
倒
的

に
民
主
党
を
支
持
し
て
い
る
事
実
を
理
解
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。

（公
民
権
法
案
を
成
立
さ
せ
た
の

は
民
主
党
だ
っ
た
。
そ
の
経
済
政
策
が
―
―
少
な
く
と
も

い
く
ら
か
は
―
―
貧
困
層
を
潤
し
て
い
る
の
も
、

民
主

党
で
あ
る
）。
２
０
０
０
年
、

黒
人
有
権
者
の
９０
％

が
ア
ル

・
ゴ
ア
に
投
票
し
た
。
２
０
０
４
年
に
は

８８
％
が
ジ
ヨ
ン

・
ケ
リ
ー
を
支
持
し
た
。

だ
か
ら

オ
バ
マ
支
持
が
９４
％
に
な

っ
て
も
、

大
き
な
変
化

と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
に
い
う
ま
で
も
な
く
、

黒

人
大
統
領
の
選
出
が
米
国
社
会
の
人
極
的
階
層
秩

序
に
変
化
を
も
た
ら
し
、

黒
人
民
衆
に
か
つ
て
持

ち
得
な
か

っ
た
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
信
じ
、

あ

る
い
は
希
望
す
る
黒
人
た
ち
が
数
多
く
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

オ
バ
マ
は
破
る
こ

と
が
不
可
能
に
見
え
た
障
壁
を
突

破
し

つ
つ
あ
る
の
だ
。

Ｔ
」
の
よ

う
な
こ
と
が
私
の
存
命
中
に
起
こ

る
と
は
思

い
も
よ
ら
な
か

っ
た
」

と

い
う
言
葉
が
、

繰
り
返
し
語
ら

れ
た
。

あ
る
老
女
は
言

っ
た
、

「
い

ま
や
私
た
ち
は
、

ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ

ス
で
は
な
く
、

ブ
ラ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

を
持

つ
こ
と
に
な
る
」
。

私
は
黒

入
社
会
の
中
で
、

オ
バ
マ
が
や

っ

て
い
る
こ
と
に
熱
狂
し
て
い
る
人

の
多
く
は
、

ま
ず
オ
バ
マ
と
い
う
人
物
に
熱
狂
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、

彼
は
彼
ら
の
文
化
の
中
で
成
長
し
た
の
で
は
な
く
、

彼
ら
の
言
語
を
し
ゃ
べ
る
わ
け
で
も
な
い
。

大
統

領
と
し
て
彼
が
彼
ら
の
利
益
を
代
表
す
る
か
ど
う

か
は
、

未
知
数
で
あ
る
。

実
際
、

私
の
米
国
に
お
け
る
左
翼
の
友
人
の
中

で
オ
バ
マ
を
最
も
嫌

っ
て
い
る
の
は
、

サ
ウ
ス

・

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
ジ

ェ
シ
ー

・
ジ
ャ
ク
ス
ン
の
大

統
領
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
に
働

い
て
い
る
ケ

ヴ
イ
ン

・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

・
グ
レ
イ
と
い
う
黒

人
男
性
だ
。

ケ
ヴ
ィ
ン
は
、

オ
バ
マ
が
自
人
票
を

獲
得
す
る
た
め
に
黒
人
社
会
を
利
用
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

彼
は
数
力
月
前
オ
バ
マ
が
あ
る
黒

人
教
会
で
行
な

っ
た
演
説
に
ひ
ど
く
腹
を
立
て
た
。

オ
バ
マ
は
黒
人
聴
衆
に
対
し
て
、

彼
ら
は
も

つ
と

働
く
べ
き
で
あ
り
、
も

っ
と
家
族
の
世
話
を
し
て
、

子
ど
も
の
教
育
に
も

っ
と
時
間
を
か
け
る
べ
き
だ
、

な
ど
な
ど
と
説
教
し
た
。

そ
の
さ
い
彼
は
、

歴
史

的
要
因
―
―
奴
隷
制
度
、

職
業
差
別
、貧

困
と
い
っ

た
黒
人
の
家
族
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
し
て
き
た
事
柄

に
つ
い
て
は
、　

三
言
も
触
れ
な
か

っ
た
。

い
っ
た

い
彼
は
、

と
ケ
ヴ
イ
ン
は
問
う
、

誰
に
向
か

っ
て

発
言
し
て
い
た
の
か
？
　
黒
人
教
会
で
話
し
て
い

た
に
も
拘
ら
ず
、

明
ら
か
に
彼
は
外
に
い
る
白
人

有
権
者
に
対
し
て
、

彼
ら
が
聞
き
た
が

っ
て
い
る

言
葉
を
語

っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、

黒
人
家
庭
が
こ

ん
な
に
問
題
が
多

い
の
は
、

貴
方
た
ち
の
せ
い
で

は
な
い
、

彼
ら
自
身
の
せ
い
な
の
だ
、

と
。

黒
人
社
会
が
こ
の
男
を
愛
さ
な
い
理
由
を
挙
げ
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る
こ
と
は
容
易
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

彼
が
大
統

領
に
選
出
さ
れ
れ
ば
、

米
国
社
会
内
部
の
人
極
的

諸
関
係
に
多
大
な
望
ま
し
い
変
化
が
も
た
ら
さ
れ

る
だ
ろ
う
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。

米
国
の
黒
人
社

会
に
は
彼
ら
の
利
益
に
従

っ
て
投
票
す
る
と
い
う

強
い
伝
統
が
あ
り
、

そ
の
大
多
数
は
、

オ
バ
マ
選

出
を
彼
ら
の
利
益
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
オ
パ

マ
と
帝
国

私
が
バ
ラ
ク

・
オ
バ
マ
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
論

じ
て
い
る
の
は
、

来
年
１
月
以
降
、

世
界
が
つ
き

あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
米
国
大
統
領
に
彼
が
就

任
す
る
と
思
う
か
ら
だ
。

マ
ケ
イ
ン
と
の
相
違
点
、

経
済
、

環
境
、

妊
娠
中
絶
、

最
高
裁
、

拷
間
、

健

康
保
険
等
に
つ
い
て
オ
バ
マ
が
提
議
し
た
諸
政
策

の
す
べ
て
を
要
約
す
る
の
は
避
け
よ
う
。

そ
れ
ら

は
国
内
問
題
で
あ
り
、

新
聞
を
読
め
ば
書
い
て
あ

る
。

だ
が
こ
こ
で
は
、

「帝
国
」
に
お
け
る
彼
の

位
置
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、

こ
の
点
こ
そ
は
日
本
の
読
者
に
直
接
影
響
を
与
え

る
政
策
で
あ
り
、
し
か
も
オ
バ
マ
が
最
も
誤
解
さ

れ
て
い
る
点
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
か
ら
だ
。

オ
バ
マ
が
最
初
か
ら
イ
ラ
ク
侵
攻
に
反
対
し
て

い
た
こ
と
、

い
ま
で
は
米
軍
の
イ
ラ
ク
撤
退
を
主

張
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の

理
由
は
？
　
彼
は
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

そ
れ

は

「
対

テ
ロ
戦
争
」
で
の
米
国
を
弱
め
る
、

と

り
わ
け
最
も
重
要
な
戦
場
で
あ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
の
米
国
を
弱
め
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け

で
は
な

い
、

そ
れ
は
全
世
界
で
米
国
の
立
場
を
弱

め
る
。

マ
ケ
イ
ン
と
の
最
初
の
討
論
で
、

彼
は
中

国
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
で

積
極
的
に
進
出
し
て
い
る
と
主
張
、

さ
ら
に
こ
う

述
べ
た
。

「
中
国
の
存
在
が
目
立

つ
の
は
、

わ
れ

わ
れ
が
イ
ラ
ク
に
か
ま
け
て
き
た
ゆ
え
に
不
在
に

な

っ
た
こ
と
と
見
合

っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、

単
眼
レ
ン
ズ
を
通
し
て
物
事
を
見
て
来
た
た
め
に
、

世
界
に
力
を
投
入
す
る
能
力
を
弱
め
て
し
ま

っ
た

の
だ
」
。

バ
ラ
ク

・
オ
バ
マ
は
、

米
世
界
帝
国
の
反
対
者

で
は
な
い
。

彼
は
、

そ
の
運
営
方
法
の
批
判
者
に

過
ぎ
な
い
。

彼
の
主
張
は
、

自
分
な
ら
も

つ
と
う

ま
く
や
る
、

と

い
う
も
の
だ
。

ジ
ョ
ー
ジ

・
ブ

ツ
シ
ユ
は
大
統
領
就
任
中
、

米

国
外
交
政
策

の
、

ひ
い
て
は
全
世
界
の
根
本
的

な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。

彼
は

「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」

に
対
し
て

（法
の
強
制
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
先
頭
に
立

つ
の
で
は
な
く
）
戦
争
を
し
か
け
る
、

と
宣
言
し

た
。

多
く
の
人
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
１
国
あ
る

い
は
特
定
の
組
織
に
対
す
る
戦
争
で
は
な
く
、

あ

る
戦
術
に
対
す
る
戦
争
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ

っ

て
、

彼
は
戦
争
と

い
う
も
の
の
性
格
を
変
え
、

ど

う
す
れ
ば
終
り
に
で
き
る
の
か
誰
も
知
ら
な
い
戦

争
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

ブ
ッ
シ
ュ
は
ま
た
、

米

国
が
長
き
に
わ
た

っ
て
採
用
し
て
き
た
封
じ
込
め

政
策
を
放
菜
し
、

以
後
米
国
は
、

（他
の
い
か
な
る

国
も
持
！
」と
の
な
じ

先
制
的
侵
入
を
行
使
す
る

権
利
を
持

つ
、

と
公
言
し
た
。

彼
は
い
ま
や
米
国

は
、

武
力
を
行
使
し
て
他
国
の
政
権
を
取
り
替
え

る
権
利
、

他
国
の
人
民
を
逮
捕

・
監
禁
す
る
権
利

を
有
す
る
、

と
も
発
表
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

帝
国
の
政
治
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

オ
バ
マ
は
こ
う
し
た

一
連
の
政
策
の
、

ど
の
ひ

と

つ
も
放
棄
し
て
い
な
い
。

彼
は
、

イ
ラ
ク
戦
争

で
の
大
き
な
問
題
は
そ
れ
が
対
テ
ロ
戦
争

へ
の
注

意
を
そ
ら
す
こ
と
だ
、
と
言
う
。

彼
は
、

も
し
米

軍
が
パ
キ
ス
タ
ン
の
ど
こ
に
ア
ル
カ
イ
ダ
が
隠
れ

て
い
る
か
の
情
報
を
掴
ん
だ
な
ら
、

パ
キ
ス
タ
ン

政
府
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
直
ち
に
攻
撃
し
、

「ビ

ン
・
ラ
デ
ィ
ン
を
捕
ら
え
、殺

す
べ
き
だ
」
と
言

っ

た

（そ
う
、

彼
は
実
際
そ
う
言
っ
た
の
だ
。

「彼
を
捕
ら

え
て
裁
判
に
か
け
る
べ
き
だ
」
で
は
な
く
、

「彼
を
殺
す

べ
き
だ
」
と
）。
イ
ラ
ン
と
の
戦
争
開
始
に
つ
い
て

も
、

マ
ケ
イ
ン
よ
リ
オ
バ
マ
の
方
が
や
り
か
ね
な

い
の
で
は
な
い
か
、

と
心
配
す
る
観
測
筋
も
い
る
。

こ
れ
は
中
東
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
と
い
う
の

も
、先

に
引
用
し
た
声
明
の
中
で
、

オ
バ
マ
は

「世

界
中
に
力
を
投
入
す
る
能
力
を
米
国
は
維
持
す
べ

き
だ
」
と
言

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

平
た
く
言

え
ば
、

米
国
は
世
界
規
模
の
帝
国
を
維
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
だ
。

そ
し
て
こ
の

こ
と
は
、

彼
の
側
近
た
ち
が
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

オ
バ
マ
政
権
の
下
で
も
日
本
お
よ
び
沖
縄
に
お
け

る
米
軍
の
存
在
を
少
な
く
と
も
現
状
維
持
、

お
そ

ら
く
は
強
化
す
る
の
が
米
国
の
方
針
と
な
る
こ
と

を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

世
論
調
査

（も
ち
ろ
ん
、

間
違
え
る
テ」と
も
あ
る
が
）

か
ら
判
断
す
る
と
、

オ
バ
マ
は
大
統
領
選
挙
で
地

滑
り
的
勝
利
を
収
め
る
勢

い
の
よ
う
だ
。

世
論
調
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査
は
ま
た
、

民
主
党
が
上
下
両
院
で
大
多
数
を
獲

得
す
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る

（１０
月
末
現
在
）。

同
時
に
、

Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
世
界
２２
カ
国
で
行
な

っ
た
調

査
に
よ
る
と
、

オ
バ
マ
は
４
対
１
の
割
合
で
支
持

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、

選

挙
後
の
彼
は
、

空
前
の
権
力
を
手
に
す
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

現
代
史
上
最
も
強
力
な
米
国
大
統

領
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
、

世
界
史
上
最
強
の
政

治
的
人
物
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

あ
る
い

は
そ
れ
が
誇
張
だ
と
し
て
も
、

彼
が
巨
大
な
変
化

を
実
現
で
き
る
位
置
に
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

彼

は
米
国
に
新
た
な

ニ
ュ
ー

・
デ
ィ
ー
ル
を
も
た
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。

彼
は
米
帝
国
の
目
標
を
再
定

義
し
、

造
り
替
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
と
は

い

え
、

彼

の
政
策
声
明
の
多
く
は
か
な
り
漠
然
と
し

て
い
る
の
で

（「変
革
」
ほ
ど
漠
然
と
し
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
な
じ

、
彼
が
実
際
に
何
を
す
る
の
か
は
ま

っ

た
く
不
明
で
あ
る
。

だ
が
、
日
本
を
米
国
の
帝
国
的
事
業
か
ら
切
り

離
し
た

い
と
願
う
人
び
と
は
、

バ
ラ
ク

・
オ
バ
マ

に
助
力
を
期
待
し
な
い
方
が
賢
明
だ
ろ
う
。

逆
に
、

オ
バ
マ
帝
国
は
、

ブ
ッ
シ
ユ
帝
国
よ
り
ず

っ
と
抵

抗
す
る
の
が
難
し
い
存
在
に
な
る
か
も
知
れ
な
い

の
だ
。

［付
記
Ｔ
」
の
原
稿
は
、

大
統
領
選
挙
の
８
日
前
に
脱
稿

し
た
。
１１
月
１５
日
現
在
ま
で
の
推
移
を
見
る
限
り
、

書
き

加
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

【本
野
義
雄
訳
】

（だ
ぐ
ら
す

ｏ
ら
み
す
、

政
治
学
者
、

沖
縄
在
住
）

低
所
得
者
向
け

（サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
）
住
宅

ロ
ー
ン

問
題
に
端
を
発
し
た
ア
メ
リ
カ
の
金
融
不
安
は
、

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
を
ま
き
こ
み
、

世
界
大

の
金
融
パ
ニ
ッ
ク
に
拡
大
し
た
。
日
本
も
、

円
高
・

株
安
の
基
調
で
追

い
込
ま
れ
、

輸
出
産
業
が
自
動

車
を
中
心
に

一
気
に
減
収
。

大
倒
産

。
大
量
首
切

り
が
始
ま
り

つ
つ
あ
る
。

他
方
、

「規
制
緩
和
」
「自
由
化
・グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

と
い
う
口
あ
た
り
の
い
で
言
葉
を
か
ぶ
せ
、

人
び
と

の
現
状
不
満
の
キ
不
ル
ギ
ー
を

「構
造
改
革
」
と
い

う
革
新
ム
ー
ド
で
吸
い
上
げ
た
小
泉
政
権
の
、

弱

肉
強
食
の
超
国
籍
化
を
進
め
る
大
企
業
を
保
護
し
、

貧
困
を
う
み
だ
す
政
策
。
こ
れ
が
つ
く
り
だ
し
た
社

会
生
活
の
徹
底
的
破
壊
へ
の
怒
り
が
、

こ
の
間
、
日

本
社
会
の
内
側
か
ら
や
つ
と
噴
出
し
は
じ
め
、

自
公

政
権
は
ゆ
ら
ぎ
だ
し
て
い
る
。

こ
の
危
機
的
状
況
下
、

政
局
よ
り
経
済
政
策
と

い
う
口
実
を
見
つ
け
た
麻
生
太
郎
新
首
相
は
、

「解

散
―
総
選
挙
」
を
先
延
ば
し
し
続
け
て
い
る
。
し

か
し
、

あ
て
に
し
た
麻
生
人
気
は
た
い
し
た
こ
と
は

な
く
、

解
散
に
う

っ
て
出
る
勇
気
を
な
く
し
た
こ
の

男
は

「経
済
政
策
」
に
逃
げ
こ
ん
だ
。
し
か
し
、日

々
、

麻
生

（自
民
党
）
人
気
は
ダ
ウ
ン
し
続
け
て
い
る
の

だ
。

選
挙
に
勝
つ
こ
と
だ
け
が
自
己
目
的
化
さ
れ
た

麻
生
政
権
は
、

出
口
を
失
い
つ
つ
あ
る
か
に
見
え
る
。

民
主
党
は
、

「解
散
」
を
早
め
る
た
め
、

な
ん
と

麻
生
政
権
に
協
力
す
る
姿
勢
を
示
し
、

法
案
そ
の

も
の
に
は
反
対
し
つ
つ
、

「洋
上
給
油
作
戦
延
長
法

案
」
（新
テ
ロ
特
措
法
改
正
案
）
の
衆
院
で
の
ス
ピ
ー
ド

成
立
に
協
力
し
た
。
し
か
し
、

解
散
を
先
延
ば
し

し
続
け
て
権
力
に
す
が
っ
て
い
る
麻
生
に
怒
り
、

ほ

か
の
野
党
の
つ
き
あ
げ
も
あ
つ
て
、

や
っ
と
参
院
審

議
の
段
階
で
対
決
姿
勢
を
回
復
し
だ
し
た
。

●
田
母
神
事
件
と
深
ま
る
癒
者
疑
惑

そ
の
状
況
下
で
の
航
空
自
衛
隊
ト
ッ
プ
田
母
神

ぞ
も
が
み
）俊
雄
の
論
文
が
公
然
化
。

空
幕
長
が
「我

が
国
が
侵
略
国
家
だ
っ
た
と
い
う
の
は
ぬ
れ
ぎ
ぬ
」

だ
と
い
う
立
場
か
ら
、

あ
れ
こ
れ
事
実
誤
認
を
動
員

し
た
歴
史
論
文
を
投
稿
し
、

賞
を
取
っ
た
の
だ
。

麻

生
政
権

（浜
田
靖
一防
衛
相
）
は
、

す
ぐ
更
迭
。

退
職

金
６
０
０
０
万
円
が
支
払
わ
れ
て
の

「退
職
」
を
早

め
る
と
い
う
、

ふ
ざ
け
た
処
置
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、

空
自
の
自
衛
官
が
７８
人
も
論
文
応
募

し
て
い
る
と
い
う
事
実

（全
体
の
応
募
の
約
３
分
の
１
）、

そ
れ
は
航
空
幕
僚
監
部
教
育
課
が
応
募
を
全
国
に

呼
び
か
け
、

か
つ
て
田
母
神
が
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
小

松
基
地

（石
川
県
）
の
メ
ン
バ
ー
が
大
量
に
応
募
し

た
結
果
で
あ
っ
た
と
の
事
実
も
判
明
。

防
衛
省
の
責

任
問
題
と
な
り
、

給
油
の
延
長
を
め
ざ
す
法
案
の

軍
事
予
算
を
聖
域
化
す
る
な

―
―
格
差
拡
大
社
会
か
ら
転
換
す
る
財
源
は
そ
こ
に
あ
る
―
―
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採
決
は
ス
ト
ッ
プ
。

今
、国

会
内
外
で
の
自
衛
隊

（防

衛
省
▼

麻
生
政
権
批
判
の
声
を
大
き
く
し
て
い
く

運
動
づ
く
り
こ
そ
が
、

私
た
ち
の
急
務
で
あ
る
。

こ
の
運
動
の
な
か
で
、

こ
の
間
の
民
主
党
の
動
き
、

平
然
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争

へ
の
加
担
の
持
続
で

あ
る
給
油
延
長
法
案
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
成
立
に
、

一
時
的
に
で
は
あ
れ
協
力
を
示
し
た
事
実
を
忘
れ
る

わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
恒
久
派
兵

法
づ
く
り
で
合
意
し
、

失
敗
し
た
小
沢
民
主
党
と

自
民
党
の

「大
連
立
」
の
政
治
が
一異
で
は
ま
だ
生
き

て
い
る
と
い
う
室
ザ実
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「田
母
神
事
件
」
に
も
ど
ろ
う
。

「昨
年
８
月
１１
日
午
前
、

航
空
幕
僚
監
部
が
あ
る

市
ケ
谷
か
ら
遠
く
離
れ
た
石
川
県
の
航
空
自
衛
隊

基
地
に
、
２
人
の
男
性
が
姿
を
見
せ
た
。
１
人
は
懸

賞
論
文
を
主
催
し
た
都
市
総
合
開
発

『ア
パ
グ
ル
ー

プ
』
代
表
で

『小
松
基
地
金
沢
友
の
会
』
会
長
で

も
あ
る
元
谷
外
志
雄
氏
、

も
う
１
人
は
同
事
務
局

長
の
Ｍ
氏
で
あ
る
。

基
地
関
係
者
の
話
／

コ
死
谷

氏
ら
は
時
間
に
し
て
全
体
で
４０
分
～
５０
分
間
、

Ｆ

Ｉ

‐５
と
い
う
戦
闘
機
に
体
験
搭
乗
し
ま
し
た
。

そ

の
う
ち
の
２０
分
～
３０
分
間
は
、

実
際
に
上
空
を
飛

ん
で
い
ま
す
』
／
Ｆ
１
１５
は
全
幅
１３

。
１
メ
ー
ト
ル
、

全
長
１９

・
４
メ
ー
ト
ル
、

最
大
速
度
は
マ
ッ
ハ
約
２
・

５
で
航
空
距
離
は
約
４
６
０
０
キ
ロ
。

世
界
有
数
の

戦
闘
能
力
を
持

つ
名
戦
闘
機
で
、

全
国
の
８
飛
行

隊
な
ど
に
約
２
０
０
機
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。

米
空

軍
や
空
自
で
は

『イ
ー
グ
ル

（鷲
こ

の
愛
称
で
親
し

ま
れ
、

搭
乗
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
は

『イ
ー
グ
ル
ド
ラ

イ
バ
ー
』
と
呼
ば
れ
る
。

だ
が
、

元
谷
氏
ら
の
体
験

搭
乗
に
は
、

あ
る
種
の
不
自
然
さ
が
ぬ
ぐ
え
な
い
」

翁
前
空
幕
長
と
ア
パ
グ
ル
ー
プ
代
表
の

『イ
ー
グ
ル
疑
惑
』

癒
着
の
点
と
線
」
『サ
ン
デ
ー
毎
日
』
１１
月
２３
日
号
）。

な
に
が

「不
自
然
」
か
と
で
つ
と
、民

間
人
の
イ
ー

グ
ル
搭
乗
は
そ
れ
ま
で
前
例
が
な
く
、

例
外
中
の
例

外
と
し
て

「
習
不
」
で
乗

っ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
莫

大
な
飛
行
の
燃
料
費
は
タ
ダ
、

そ
し
て
許
可
の
最
終

決
済
は
田
母
神
で
あ
っ
た
と
で
つ
の
だ
。

そ
の
回
母

神
が
最
優
秀
賞
を
取
り
、
３
０
０
万
円
の
賞
金
を

手
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
記
事
は
、

さ
ら
に
こ
う
論
じ
て
い
る
。

「公
務
員
が
第
三
者
に
便
宜
を
図
る

一
方
で
、

懸

賞
金
と
い
う
名
の
現
金
を
受
け
取
る
―
―
そ
の
カ

ネ
の
趣
旨
が

『見
返
り
』
な
ら
ば
、

『贈
収
賄
』
と

い
う
言
葉
が
浮
か
ん
で
く
る
構
図
な
の
だ
」。

名
古
屋
高
裁
の
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
判
決
に
対
し

て

「そ
ん
な
の
関
係
ね
え
」
と
発
言
し
た
こ
の
男
は
、

彼
を
空
幕
長
に
抜
擢
し
た
元
防
衛
省
事
務
次
官
守

屋
武
昌
同
様
に
、

民
間
業
者
と
の

「癒
着
」
が
疑
わ

れ
て
お
り
、

だ
か
ら
麻
生
政
権
は
素
早
い
処
置
に
ふ

み
き
っ
た
の
だ
と
、

こ
の
記
事
は
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

●

『防
衛
疑
獄
』
の
重
大
肛
言

守
屋
疑
惑
を
め
ぐ
っ
て
は
、

政
治
家
と
日
米
の

軍
需
産
業
と
の
間
を
つ
な
い
で
金
を
こ
ろ
が
し
て

い
る
フ
ィ
ク
サ
ー
、

金
丸
信
の
人
脈
で
の
し
あ
が
っ

た
秋
山
直
紀
が
逮
捕
前
に
ま
と
め
た

『防
衛
疑
獄
』

（講
談
社
）
の
な
か
に
重
大
な
証
言
が
あ
る
。

山
田

洋
行
か
ら
６
０
０
万
の
政
治
献
金
を
受
け
て
い
た

民
主
党
の
小
沢

一
郎
に
関
し
て
で
あ
る
。

守
屋
が

名
前
を
伏
せ
て
ガ
ー
ド
し
た
の
は
小
沢
だ
、

そ
う

述
べ
た
後
、

彼
は
こ
う
語
る
。

「
９３
年
６
月
、

野
党
が
提
出
し
た
宮
沢
内
閣
不

信
任
案
に
同
調
し
て
、

こ
の

『改
革
フ
オ
ー
ラ
ム

２‐
』
の
小
沢
ら
２５
名
の
代
議
士
が
造
反
し
、

自
民

党
を
離
脱
し
て
新
生
党
を
結
成
す
る
。
こ
れ
だ
け

大
が
か
り
な
新
党
結
成
の
た
め
に
は
、

相
当
な
資

金
が
必
要
だ
。

そ
の
資
金
は
ど
こ
か
ら
調
達
さ
れ

た
の
か
。

／
小
沢

一
郎
ら
の
新
派
閥

『改
革
フ
オ
ー

ラ
ム
拠
』
結
成

の
際
、

金
丸
信
は

『小
沢
の
た

め
に
８０
億
』
の
資
金
を
用
意
す
る
と
言

っ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
噂
に
す
ぎ
な
い
。

だ
が
私
自
身
は
そ
の

時
の
金
丸
に
は
資
金
の
あ
て
が
あ
り
、

そ
の
財
源

が
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ

兌
工飛
ぶ
要
塞
と
呼
ば
れ
た
空
中
給
油

機
）
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。

／
な
ぜ
な

ら
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
調
達
で
動
い
た
田
村
秀
昭
は
８９

年
に
金
丸
信
の
力
添
え
に
よ
っ
て
国
会
議
員
と
な

り
、

そ
の
意
向
で
日
本
戦
略
セ
ン
タ
ー
副
理
事
と

な
り
、

防
衛
関
連
業
界
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
裏

金
を
掻
き
集
め
て
金
丸
に
用
立
て
て
い
た
パ
イ
プ

役
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

／
こ
の
よ
う
な
大

胆
な
裏
金
作
り
は
１
回
生
議
員
だ

っ
た
田
村
の
一

存
で
は
で
き
な
い
。

伊
藤
忠
の
瀬
島
龍
三
の
影
響

力
、

そ
し
て
瀬
島
と
金
丸
の
関
係
が
あ

っ
て
こ
そ

可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
」。

こ
の
後
秋
山
は
、

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
導
入
に
か
ら
ん

で
、

伊
藤
忠
を
代
理
店
と
し
た
上
で
の
ボ
ー
イ
ン

グ
社

へ
の
決
定
に
政
治
家
の
口
き
き

（利
権
の
た
め

の
介
入
）
が
あ
っ
た
こ
と
の
目
撃
証
言
を
し
て
い
る
。

一
方
、

小
沢
が
新
生
党
に
運
れ
出
し
た
田
村
議
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員
は
、

小
沢
ら
に
と

っ
て
は
と
て
も
都
合
よ
く
、

守
屋
ス
キ
ャ
ン
グ
ル
が
問
題
に
さ
れ
だ
し
た
状
況

下
で
亡
く
な

っ
て
い
る

（秋
山
は
そ
の
死
因
を
疑
っ

て
み
せ
て
い
る
）。

こ

つヽ
し
た

一
連
の
疑
惑
の
ど
こ
ま
で
が
正
確
な

話
か
判
断

の
し
よ
う
が
な
い
が
、

山
田
洋
行
の
献

金
問
題
の
時
点
で
も
、

週
刊
誌
レ
ベ
ル
で
は
金
丸

か
ら
小
沢

へ
の
利
権
の
流
れ
は
記
事
に
な

っ
て
い

た
。

小
沢
が
防
衛
族
の
利
権
を
独
占
し
て
い
た
金

丸
の
後
継
者
で
あ

っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
だ

ろ

つヽ
。

民
主
党

の
元
代
表
前
原
誠
司
は
、

フ
ィ
ク
サ
ー

秋
山
が
仕
切
る

「
日
本
安
全
保
障
戦
略
会
議
」
の

メ
ン
バ
ー
で
、

秋
山
人
脈
の
政
治
家
と
し
て
つ
ね

に
名
前
が
あ
が

っ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。

だ
か
ら
、

小
沢
民
主
党
が
防
衛
族
の
間
の
利
権
に
メ
ス
を
入

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
大
ま
ち
が
い
で
あ
る

こ
と
を
、

私
た
ち
は
肝
に
銘
じ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
る
ま

い
。

小
沢
民
主
党
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

軍
事
協
力
に
熱
心
だ

っ
た
り
、

恒
久
派
兵
法
づ
く

り
を
急

い
で
い
る
の
も
、

Ｍ
Ｄ

（ミ
サ
イ
ル
防
衛
）

と
い
つヽ
巨
額
の
軍
事
予
算
が
必
要
な
宇
宙
軍
拡
を

自
民
党
と
共
に
促
進
し
て
い
る
理
由
も
、

わ
か
ろ

う
と

い
つヽ
も

の
で
あ
る
。

田
母
神
発
言
を
め
ぐ
る
件
で
も
、

民
主
党
の
態

度
は
か
な
り
あ
や
し
い
。

田
母
神
を
国
会
に
引
っ
ぱ

り
だ
し
た
も
の
の
、

与
野
党

一
致
で
テ
レ
ビ
中
継
を

見
送

っ
た
。

鳩
山
由
紀
夫
幹
事
長
、

羽
田
孜
元
首

相
と
ア
パ
グ
ル
ー
プ
代
表
と
の
親
密
な
関
係
が
そ
の

裏
に
あ
る
よ
う
だ
。

●
軍
事
費
削
減
を
要
求
す
る
の
は
わ
れ
わ
れ
だ

元
仙
台
防
衛
施
設
局
長
だ
っ
た
太
田
述
正
の
防

一御
利
一権

（軍
需
産
業
へ
の

「天
下
り
」
シ
ス
テ
ム
が
生
み

だ
す
そ
れ
）
の
内
部
告
発
本
で
あ
る

『実
名
告
発
防

衛
省
』
（金
曜
日
）
は
、

米
海
軍
の
揚
陸
強
襲
船
ベ

ロ
ー
ウ
ッ
ド
の
５２
億
円
と
い
う
巨
額
な
修
理
代
の

請
求

（Ｉ
Ｈ
Ｉ

〈旧
石
川
島
播
磨
重
工
〉
が
提
出
し
た
）

を
１８
億
円
に
ま
で
下
げ
さ
せ
た
体
験
か
ら
書
き
出

し
て
い
る
。

そ
し
て
、

巨
額
の
水
増
し
さ
れ
た
請

求
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
通

っ
て
し
ま
う
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
す
で
に
成
立
し
続
け
て
き
た
実
態
を
リ

ア
ル
に
示
し
て
い
る
の
だ
。

そ
こ
で
は
、

田
村
秀

昭
議
員
に
つ
い
て
は
、

こ
の
よ
う
に
ふ
れ
て
い
る
。

「あ
る
関
係
者
に
よ
れ
ば
、

元
自
民
党
副
総
裁
で

防
衛
庁
長
官
も
務
め
た
金
丸
信

（故
人
）
が
、

田
村

の
政
界
転
出
を
強
く
後
押
し
し
た
と
で
つ
。

／
ま
た

守
屋
武
昌
事
件
で
問
題
に
な
っ
た
山
田
洋
行
は
、

田

村
の
政
界
進
出
に
際
し
、

ほ
か
の
防
衛
メ
ー
カ
ー
と

と
も
に
２
億
円
も
の
選
挙
資
金
を
提
供
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

／

『山
田
洋
行
の
防
衛
庁
で
の
躍
進
は

田
村
抜
き
で
は
考
え
ら
れ
な
い
』
こ
れ
は
守
屋
事
件

発
覚
後
に
山
田
洋
行
の
元
幹
部
が
発
し
た

一
言
だ
」。

軍
需
産
業
と
政
治
家
や
防
衛
省
の
ト
ッ
プ
た
ち
、

そ
れ
を
繋
ぐ
フ
ィ
ク
サ
ー
の
間
に
流
れ
る
巨
額
の
間

の
金
は
、

あ
ら
か
た
私
た
ち
の
払
っ
た
税
金
で
あ
る
。

防
衛
省
が
省
内
に
グ
ア
ム
移
転
事
業
室
を
新
設

し
、

総
額
１
兆
円
以
上
の
沖
縄
か
ら
の
米
海
兵
隊

の
移
転
事
業
が
本
格
化
し
だ
し
た
こ
と
を
伝
え
る

新
聞
記
事
に
は
、

こ
う
あ
る
。

「
日
米

は
移
転
費
用
を

１
０
３
億
ド

ル

（約

１
兆
８
１
５
億
円
）
と
見
込
み
、
日
本
側
は
５９
％
に

あ
た
る
６‐
億
ド
ル

（約
６
４
０
０
億
円
）
を
負
担
す
る
。

／
と
こ
ろ
が
、

米
政
府
監
査
院

（Ｇ
Ａ
Ｏ
）
は
先
月
、

グ
ア
ム
移
転
費
用
を
当
初
見
込
み
を
大
幅
に
上
回

る

『１
５
０
億
ド
ル

（１
兆
５
７
５
０
億
円
）
以
上
』

と
公
表
し
た
。

／
追
加
負
担
に
つ
い
て
浜
田
靖

一

防
衛
相
は

『当
然
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
』
と
含
み
を
残
す
が
、

Ｇ
Ａ
Ｏ
が
示
し
た
移
転

費
用
も
５９
％
負
担
と
し
て
計
算
す
る
と
、
日
本
側

の
負
担
は
約
９
３
０
０
億
円
に
は
ね
上
が
る
。

／

米
軍
再
編
費
用
の
日
本
側
負
担
額
に
つ
い
て
、

０６

年
４
月
、

米
高
官
は

『３
兆
円
』
と
の
見
通
し
を

示
し
た

（審
企
示
新
聞
』
１０
月
１９
日
と
。

ど
う
し
て
国
外
の
米
軍
基
地
づ
く
り
に
、

こ
ん

な
に
金
を
出
す
の
か
、

財
政
は
パ
ン
ク
し
て
い
る

と
い
う
の
に
。

「米
軍
再
編
」
も
、

や
つ
ら
に
と

っ

て
は
大
き
な

「
利
権
」
だ
か
ら
か
。

財
政
難
を
理

由
に
福
祉

・
医
療
を
削
減
し
、

「弱
者
」
を
切
り
捨

て
て
き
た
政
府
は
、

軍
事
費
だ
け
は

「
聖
域
」
化

し
て
き
た

（年
度
の
予
算
で
は
５
兆
円
に
の
ぼ
っ
て
い

る
）。
こ
の
大
不
況
下
、麻

生
政
権
も
民
主
党
も
、「庶

民
の
生
活
重
視
」
の
政
治

へ
の
転
換
を
強
調
し
だ

し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
政
策
に
軍
事
費
を
全

面
的
に
削
減
し
て
使
用
す
る
と
は
言
わ
な
い
。

私

た
ち
こ
そ
が
、

そ
う
主
張
す
べ
き
で
あ
る
。

軍
隊

を
持
た
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
憲
法
の
下
で
生
き

る
私
た
ち
が
、

そ
の
声
を
あ
げ
る
の
は
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
で
は
な
い
か
。

（あ
ま
の
。や
す
か
ず
、

本
誌
編
集
委
員
）
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難
産
だ
っ
た
日
韓
共
通
の
歴
史
教
材

■
は
じ
め

に

１
９
７
６
年
、

旧
西
ド
イ
ツ

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間

で
進
め
ら
れ
た
歴
史
教
科
書
改
善
の
た
め
の
勧
告

案
が
発
表
さ
れ
た
。

侵
略
し
た
国
と
侵
略
さ
れ
た

国
と
の
間
で
の
、

歴
史
認
識
を
通
じ
た
和
解
の
促

進
で
あ
り
、
日
本
に
も
画
期
的
な
事
業
と
し
て
伝

え
ら
れ
た
。
と
り
わ
け

「
教
科
書
検
定
」
が
国

際
問
題
化
し
た
１
９
８
２
年
以
降
に
は
、

周
辺

諸
国
と

の
関
係
改
善

の

一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て

紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

周
知

の
よ
う
に
、

１
９
８
２
年
問
題
は
、

中
学
校
の
教
科
書
検
定
の

な
か
で
、

戦
前
期
日
本
の
朝
鮮
半
島
や
大
陸

へ
の

戦
略
を

『侵
略
↓
進
出
』
に
記
述
の
変
更
を
強
要

さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
内

容
で
あ

っ
た
が
、

以
来

ア
ジ
ア
諸
国
の
日
本
の

歴
史
教
科
書
に
対
す
る

関
心
が
極
度
に
高
ま
り
、

歴
史
認
識
を
巡
る
諸
問

坂
井

俊
樹

題
が
先
鋭
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
国
内
で
は
歴
史
家
や
教
師
、

市
民

運
動
家
ら
が
教
科
書
問
題
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に

な
り
、

ま
た
南
京
虐
殺
な
ど
の
争
点
的
歴
史
学
研

究
も
深
化
し
て
い
く
よ
う
に
な

っ
た
。

当
然
、

歴

史
教
科
書
執
筆
者
も
、

教
科
書
検
定
の
場
で
文
部

省
と
激
し
く
対
立
す
る
局
面
も
多
く
な

っ
た
が
、

そ
の
対
立
を
克
服
す
る
道
筋
を
、

日
本
と
韓
国
の

「
歴
史
認
識
の
満
」
を
埋
め
る
方
向
に
求
め
る
こ

と
に
よ

っ
て
、

そ
の
解
決
の
糸
口
を
見

い
だ
そ
う

と
し
た
。

結
果
と
し
て
、

日
韓
や
日
中
間
の
歴
史

対
話
を
始
め
る
気
運
が
芽
生
え
て
き
た
。

‐
日

歴
史
教
科
書
を
め
ぐ
る
初
期
の
対
話

１
９
９
０
年
８
月
に
藤
沢
法
咲
氏

（現
代
ド
イ

ツ
教
育
史
）
と
韓
国
の
李
泰
永
氏

（ド
イ
ツ
哲
学
）

が
中
心
と
な
り
、

民
間
レ
ベ
ル
で
の
日
韓
両
国
を

ま
た
ぐ

「
日
韓
合
同
歴
史
教
科
書
研
究
会
」
が
組

織
さ
れ
た
。

教
科
書

（近
現
代
史
部
分
）
と
い
つヽ
具

体
的
な
教
材
に
つ
い
て
の
初
め
て
の
共
同
研
究
で

あ
り
、

そ
こ
に
は
加
藤
章
、

君
島
和
彦
、

鄭
在
貞
、

李
元
淳
、

そ
れ
に
筆
者
ら
が
参
加
し
、

活
発
な
議

論
を
展
開
し
た
。

近
現
代
史
を
巡
る
日
韓
間
の
議

論
の
中
で
、

改
め
て
日
本
人
の
歴
史
認
識
の
枠
組

に
疑
問
符
が
出
さ
れ
た
り
、

そ
れ
を
相
対
化
さ
せ

る
よ
う
な
韓
国
史
、

韓
国
歴
史
教
育
の
発
想
が
あ

り
、

驚
き
と
な
る
場
面
も
し
ば
し
ば
で
あ

つ
た
。

例
え
ば
、

「
戦
争
責
任
」
と
は
、

単
に
１５
年
戦
争

期
で
は
な
く
、
１
９
１
０
年
、

あ
る
い
は
そ
れ
以

前
か
ら
の

「侵
略

・
植
民
地
支
配
責
任
」
も
含
む

概
念
で
あ
る
こ
と
が
韓
国
側
か
ら
提
起
さ
れ
た

り
、

「
‐５
年
戦
争
」
と

い
う
用
語
自
体
、

中
国
だ

け
を
意
識
し
た
概
念
で
あ
る
こ
と

（韓
国
側
に
と
っ

て
は
‐９
世
紀
末
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
が
戦
争
状
態
＝

抗
日
武
装
問
争
期
だ
と
で
２
、
日
本
の
中
の
少
数
だ

が
朝
鮮
側
に
心
を
寄
せ
た
人
び
と

（幸
徳
秋
水
や

柳
宗
悦
）
に
対
す
る
理
解
を
求
め
た
こ
と
に
対
す

る
、

韓
国
側
か
ら
の
厳
し
い
批
判
等
が
展
開
さ
れ

た
。

私
達
の
韓
国
の
歴
史
学
や
歴
史
教
育
に
対
す

る
理
解
不
足
、

勉
強
不
足
が
あ
り
、

ま
た
韓
国
側

も
日
本
の
歴
史
教
科
書
の
執
筆
者
の
努
力
に
対
す

る
認
識
不
足
も
あ

っ
た
。

そ
れ
で
も
日
本
人
が
真

摯
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
日
本

の
教
科
書
の
構
成
原
理
自
体
に
対
す
る
問
題
提
起

「日
本
が
ア
ジ
ア
諸
国
を
侵
略
し
た
と
い
う
の
は
ぬ
れ
ぎ
ぬ
」
と
す
る
自
衛
隊
前
航
空
幕
僚
長
の
主
張
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

歴
史
を
歪
出
し
、

戦
前

・
戦
中
の
軍
国
主
義
体
制
と
そ
の
行
為
を
肯
定

・
美
化
す
る
言
説
が
、

い
ぜ
ん
と
し
て
日
本
社
会
の
各
層
に
根
強
く
横
行
し
て
い
る
。

そ

の

一
方
で
、

か
つ
て
侵
略

・
被
侵
略
の
関
係
に
あ

っ
た
２
国
の
次
の
世
代
が
祖
父
た
ち
の
悲
惨
な
経
験
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

共
通
し
た

歴
史
観
に
も
と
づ
く
近
現
代
史
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
人
び
と
が
多
大
な
時
間
と
労
力
を
積
み
重
ね
た
結
果
と
し
て
、

い
く
つ
も
の

２
国
間
共
通
教
科
書
が
生
ま
れ
て
い
る
。
日
韓
、
日
中
、

独
仏
の
場
合
を
報
告
す
る
。
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で
あ
り
、

そ
の
点
は
重
要
で
あ

っ
た
。

当
然
、

和
解
と
い
っ
て
も
侵
略
責
任
に
対
す
る

日
本
側
の

「贖
罪
意
識
」
だ
け
で
は
問
題
接
近
は

不
可
能
な
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

多
く
の
日
本
人

に
内
在
す
る
戦
前
以
来
の
歴
史
観
の
残
存
が
明
ら

か
に
な
り
、
日
本
史
自
体
の
検
証
が
不
可
避
の
作

業
と
し
て
示
さ
れ
た
。

２
口

全
時
代
を
対
象
と
し
た
共
同
研
究

そ
の
後
、

君
島
氏
と
筆
者
が
韓
国
の
大
学
に
在

外
派
遣
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

鄭
在
貞
氏
ら
と
相

談
の
結
果
、

教
科
書
共
同
研
究
の
再
開
を
企
画
し

た
。
１
９
９
７
年
１２
月
に
第
１
回
研
究
会
を
ソ
ウ

ル
市
立
大
学
校
を
会
場
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
場
で
方
針
と
し
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
次
の

点
で
あ

っ
た
。

①
前
近
代
史
を
含
む
全
時
代
を
研
究
対
象
と
す
る
。

②
両
国
の
教
科
書
の
学
問
的

・
教
育
実
践
的
検
証

を
丁
寧
に
進
め
る

（韓
国
の
教
科
書
に
つ
い
て
も

問
題
点
や
課
題
を
追
究
す
る
こ
と
に
し
た
）。

③
東
京
学
芸
大
学
を
中
心
と
し
た

「
歴
史
教
育

研
究
△
こ

（会
長
＝
加
藤
章
）、
韓
国
側
に
ソ
ウ
ル

市
立
大
学
校
国
史
学
科
を
中
心
と
し
た

「歴
史

教
科
書
研
究
会
」
（会
長
Ｈ
李
存
配
ｃ
を
結
成
し
、

両
大
学

の
教
員
や
卒
業
生

（主
に
中
。一向
校
教
師
）、

大
学
院
生
を
中
心
に
組
織
し
た

（結
果
的
に
両
国

で
５０
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
）。

以
後
、

日
本
と
韓
国
で
共
同
研
究
会
を
そ
れ
ぞ

れ
年
１
回
ず

つ
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
共

同
研
究
会
に
合
わ
せ
、

両
国
内
の
研
究
会
は
、

準

備
の
た
め
の
具
体
的
な
テ
ー
マ
ご
と
の
研
究
を
進

め
た
。
１
９
９
８
年
か
ら
本
格
化
し
た
共
同
研
究

は
、

三
つ
の
段
階
で
推
移
し
て
い
っ
た
。

【第

一
段
階
】
両
国
の
教
科
書
記
述
に
つ
い
て
、

全
時
代
を
通
し
て
具
体
的
に
分
析
を
し
た
。

そ
の

際
、

研
究
者
は
歴
史
研
究
状
況
の
視
点
か
ら
、

教

育
学
者
や
教
師
達
は
教
育
実
践
の
視
点
か
ら
、

詳

細
に
分
析
し
、
日
韓
共
通
の
テ
ー
マ
・
事
象
に
つ

い
て
報
告
し
合

っ
た
。

そ
の
上
で
、

両
方
の
観
点

か
ら
歴
史
テ
ー
マ
・
事
象
を
複
眼
的
に
捉
え
、

現

状
の
教
科
書
記
述
の
在
り
方
を
問
題
と
し
て
い
っ

た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、

韓

国
側
の
教
科
書
の
問
題
点
や
改
善
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
た

（１
９
９
８
～
１
９
９
９
）。

【第
二
段
階
】
第

一
段
階
の
成
果
を
踏
ま
え
、

限
定
さ
れ
た
範
囲
で
は
あ
る
が
両
国
の
教
科
書
に

共
通
す
る
題
材
や
テ
ー

マ
に
対
し
て
、

い
わ
ば

「
理
想
的

・
試
案
的
文
案
」
（批
判
に
対
す
る
代
案
）

を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
日
韓
の
両
研
究
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
教
科
書
の
修
正

「文
案
」
を
作

成
し
報
告
し
、

討
論
し
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
方
法
は
有
意
義
で
、

よ
り
複
限
的
な
視
点

（例

え
ば
日
韓
双
方
の
歴
史
認
識
の
視
点
や
、

歴
史
学
と
歴

史
教
育
の
両
立
場
か
ら
の
往
還
的
発
想
）
で
具
体
的
記

述
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た

（２
０
０
０
～
２
０
０
１
）。

【第
三
段
階
】
当
初
、

共
同
研
究
は
第
二
段
階

ま
で
で
終
了
す
る
計
画
で
あ

っ
た
が
、

「
日
韓
歴

史
共
通
教
材
は
可
能
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
共

同
研
究
会
を
開
催
し
討
議
が
な
さ
れ
、

そ
の
中
か

ら
何
ら
か
の
具
体
的
成
果
を
提
示
し
て
み
よ
う
と

い
う
動
向
に
な

っ
た
。

具
体
的
成
果
を
出
す
こ
と

に
は
批
判
も
多
く
、

拙
速
で
は
な
い
か
と
の
危
惧

も
囁
か
れ
た
が
、

そ
れ
で
も
歴
史
共
通
教
材
を
目

標
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

賛
否
両
論
が
あ
る
中
で

私
た
ち
の
研
究
は
、

「歴
史
認
識
の
共
有
」
と
い
っ

た
抽
象
的
な
成
果
を
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、

具

体
的
な
教
育
現
場
の
改
善
に
つ
な
が
る
成
果
を
め

ざ
し
た
。

第
二
段
階
に
お
け
る
具
体
的
修
正
文
案

の
作
成
が
、

共
通
教
材
作
成
も
可
能
だ
と
い
う
見

通
し
に
つ
な
が
り
、

判
断
の
基
盤
に
な

っ
た
こ
と

は
間
違

い
な
い
。

そ
の
結
果
が

『日
韓
交
流
の
歴

史
』
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
私
達
の
場
合
、

内
的

な
議
論
の
延
長
線
上
に
共
通
教
材
作
成
の
話
が
決

定
さ
れ
た
の
で
あ
る

（２
０
０
２
～
２
０
０
７
）。

し
か
し
な
が
ら
共
通
教
材
は
、

当
初
想
定
さ
れ

た
以
上
に
激
し
い
議
論
と
対
立
を
引
き
起
こ
し
た

り
、

ま
た
教
材
と
し
て
の
「質
」
保
証
の
観
点
か
ら

も
、

予
想
を
上
回
る
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な

っ

た
。

議
論
は
、

時
に
は
感
情
的
に
な
る
場
合
も
あ

り
、

出
席
者
が
涙
す
る
場
面
さ
え
あ

っ
た
。

最
終

段
階
で
は
、

本
と
し
て
の
体
裁
や
文
章
全
体
の
調

整
な
ど
、

特
に
編
集
委
員
に
な

っ
た
メ
ン
バ
ー

（廉

仁
錦
、

李
益
柱
、

君
島
、

木
村
茂
光
）
は
、

相
当
な
自

己
犠
牲
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

（＊

『日

韓
交
流
の
歴
史
』
明
石
書
店
刊
、

二
人
○
○
円
十
税
）。

な
お
第

一
段
階
に
お
け
る
研
究
成
果
は
、

歴
史

教
育
研
究
会
編

『日
本
と
韓
国

の
歴
史
教
科
書

を
読
む
視
点
』
（梨
の
木
舎
、
２
０
０
０
年
）
に
、

第

二
段
階
に
お
け
る
成
果
は
、

同
編

『
日
本
と
韓
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国
の
歴
史
共
通
教
材
を

つ
く
る
視
点
』
（梨
の
木
全
ス

２
０
０
３
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

３
口

『日
韓
交
流
の
歴
史
』
で
の
争
点

【原
稿
執
筆
の
方
式
】

日
韓
の
メ
ン
バ
ー
を
、

「先
史
・古
代
」
「中
世
」

「近
世
岩
近
代
与
現
代
」
の
各
時
代
別
小
研
究
チ
ー

ム

（日
韓
併
せ
て
８
人
程
度
）
に
編
成
し
た
。

始
め

の
段
階
は
、

各
時
代
別
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
事
前
に

具
体
的
文
案
を
作
成
し
、
日
韓
両
研
究
会
の
共
同

研
究
会
の
場

（基
本
は
年
間
２
回
、

必
要
に
よ
っ
て
更

に
増
や
す
方
式
）
で
報
告

・
検
討

・
修
正
を
進
め

て
き
た
。

そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、

時

に
は
相
手
国
側
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が
次
回
ま
で
に

文
案
を
練
り
上
げ
て
く
る
こ
と
も
し
た
。

つ
ま
り
、

日
本
側
で
提
出
し
た
原
稿

（例
えヽ
ば

「朝
鮮
戦
争
」

「
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
略
と
高
麗

。
日
本
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
）

に
日
韓
共
同
で
検
討
を
加
え
、

そ
れ
を
更
に
韓
国

側
メ
ン
バ
ー
が
次
回
ま
で
に
修
正

・
完
成
し
て
く

る
と

い
つヽ
具
合
に
、
日
韓
両
研
究
会
で
複
雑
に
何

回
も
修
正
議
論
を
重
ね
た
の
で
あ
る
。

当
然
、

当

初
の
原
稿
は
跡
形
も
な
く
な
り
、

執
筆
者
が
特
定

不
可
能
な
ほ
ど
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
つ
た
の

で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
じ
め
に
書

い
た
執
筆
者

の
プ
ラ
イ
ド
さ
え
無
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
そ
う
し
た
各
時
代
別
に
作
成
し
た
原
稿
を
、

今
度
は
何
回
か
の
全
体
会
で
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
。

近
現
代
部
分
の
各
原
稿
は
、

前
近
代
グ
ル
ー

プ
が
行
な

い
、

反
対
に
前
近
代
部
分
の
各
原
稿
は

近
現
代
グ
ル
ー
プ
が
批
評
し
て
修
正
を
加
え
て

い
っ
た
。

以
上
の
作
成
経
緯
が
本
書
の
も

っ
と
も

大
き
な
特
長
と
い
え
る
。

【争
点
と
課
題
】

全
時
代
を
検
討
対
象
と
す
る
意
味
は
大
き
か

っ

た
。

私
達
日
本
人
が
抱
え
て
い
る
歴
史
認
識
の
問

題
点
が
鮮
明
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、

用
語
の
問
題
―
―

「縄
文

・
弥
生
」
と

い
う
日
本
固
有

の
時
代
呼
称
に
秘
め
ら
れ
る
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
、

古
代
の

「帰
化
」
は
も

と
よ
り

「渡
来
人
」
な
ど
の
呼
称
が
持

つ
認
識
の

限
界
、

つ
ま
り
国
境
や
地
域
的
分
断
の
無
意
識
な

前
提
に
あ
る
用
語
概
念
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
日

本
列
島
と
朝
鮮
半
島
を

一
体

の
地
域
圏
と
し
て

理
解
す
る
視
点

の
重
要
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、

古
代

（９
世
紀
）
の
畿
内
に
お
け
る
半
島
系

の
諸
豪
族
の
多
さ
と
多
文
化
国
家
と
し
て
の
捉
え

直
し
、

ア
ジ
ア
的
視
野
か
ら
の

「家
古
襲
来
」
の

理
解
、

高
麗
と
家
古
の
関
係
、

日
本
史
に
と

っ
て

は
重
要
な

「秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
」
は
韓
国
側
か
ら

見
た
場
合
、

韓
国
社
会
に
影
響
の
少
な
い
事
象
と

し
て
理
解
す
る
方
向
、

な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

争

点
と
な

っ
た
の
は
倭
寇
、

と
く
に
後
期
倭
寇
に
関

し
て
の
評
価

（倭
寇
に
朝
鮮
人
も
含
ま
れ
て
い
た
か
の

問
題
等
）、
近
世
朝
鮮
の
小
中
華
思
想
と
朝
鮮
通
信

使
の
評
価
な
ど
で
あ
る
。

近
現
代
史
は
、

そ
れ
ま

で
の
日
韓
歴
史
教
科
書
研
究
会
な
ど
の
研
究
成
果

を
踏
ま
え
、

単
な
る

「侵
略
―
―
抵
抗
」
だ
け
の

枠
組
を
脱
却
す
る
方
向
を
模
索
し
た
。

現
代
史
に

関
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
新
植
民
地
主
義
政
策
の

視
点
の
導
入
を
巡
る
議
論
や
、

「在
日
朝
鮮
人

（コ

リ
ア
ン
）」
の
歴
史
を
重
視
し
た
構
成
を
た
て
た
。

こ

つヽ
し
た
論
点
を
整
理
す
る
と
、

そ
こ
に
見
え

て
く
る
の
は
、

第

一
に
、

抽
象
的
な
存
在
と
し
て

の

「国
家
」
の
姿
が
、

古
代
以
来
の
国
際
社
会
の

も
と
で
具
体
的

・
歴
史
的
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

く
る
こ
と
で
あ
る
。
自
国
史
だ
け
で
は
見
え
な

い

「国
家
」
と
い
う
実
態
、

国
際
関
係
の
も
と
で

の
共
存
や
対
立
、

駆
け
引
き
、

国
家
問
連
合
な
ど
、

国
家
支
配
層
の
利
益
と
い
う
立
脚
点
に
基
づ
く
国

家
問
利
害
が
明
瞭
に
な
り
、

そ
の
問
題
点
も
理
解

で
き
る
。

そ
れ
ら
を
正
当
化
す
る
た
め
の

「国
家

史
」
を
脱
却
す
る
と
い
う
課
題
が
、
日
韓
歴
史
教

材
作
成
に
突
き

つ
け
ら
れ
た
大
き
な
テ
ー

マ
で

あ

っ
た
。

第
二
に
、

教
育
実
践
的
に
は
、

「教
材
」

と
し
て
の
観
点
か
ら
の
接
近
が
十
分
で
は
な
い
点

が
指
摘
で
き
る
。

内
容
の
難
し
さ
や
生
徒
の
思
考

過
程
と
の
ズ
レ
が
指
摘
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
、

よ

り
本
質
的
に

「教
材
と
は
何
か
？
」
と
い
う
点
が

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。

■
ま
と
め

現
在
、

日
中
韓
、
日
韓
の
共
通
歴
史
教
材
が
５

種
類
ほ
ど
が
出
版
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な

接
近
を
試
み
て
い
る
。

高
校
生
向
け
と
は
い
え
な

い
が

『ジ

エ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
た
日
韓
関
係

史
』
（梨
の
木
舎
、
２
０
０
６
年
）
は
、

日
韓
の
市
民

連
帯
運
動
の
成
果
と
し
て
、

徹
底
し
て
天
皇
制
や

女
性
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
い
ず
れ
の
共
通
教
材
も
教
育
実

践
現
場
か
ら
の
活
用
と
支
持
と
い
う
点
で
は
、

十
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分
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
は
い
い
難

い
。

通
常

の
授
業
で
活
用
さ
れ
る
た
め
の
制
度
的
な
障
害
と

政
策
担
当
者
側
の
無
理
解
、

他
方
で
は
共
通
教
材

自
体
の

「教
材
」
と
し
て
の
成
熟
度
の
問
題
が
あ

ろ
う
。

「
読
み
物
」
と
し
て
は

一
定

の
成
果
を
あ

げ
な
が
ら
も
、

教
育
観
点
を
加
味
し
た

「教
材
」

と
し
て
は
、

さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
に
は

「侵
略
―

―
抵
抗
」
の
枠
組
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

学
び
手
側
か
ら
の
視
点
と
興
味
を
持

っ
て

も
ら
う
工
夫
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

そ
の
点
で
私

た
ち
の
教
材
も
、

発
刊
が
目
的
で
は
な
く
、

今
後
、

教
育
実
践
を
め
ざ
し
た
研
究
が
進
め
ら
れ
る
必
要

が
あ
る
。

授
業
用
資
料
集
の
作
成
、

ワ
ー
ク
シ
ー

ト
や
地
図
帳
の
作
成
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た

教
師
用
の
手
引
書
と

い
っ
た
も
の
も
必
要
に
な
ろ

■ヽノ。

（さ
か
い
。
と
し
き
、

東
京
学
芸
大
学
教
授
）

宙
中
共
同
研
墓
冨
満
州
国
」と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
の
執
筆
に
加
わ
っ
て

日
本
側
責
任
者

の
西
田
勝
さ
ん
は

「
は
じ
め

に
」
で
、

こ
の
研
究

・
出
版
が
企
画
さ
れ
た
の
は

‐６
年
前

の
１
９
９
２
年
夏
、

長
春
で
の
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

（日
中
交
互
で
催
さ
れ
た
５
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
初
回
）
の
席
だ

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

他
方
、

日
韓
間
の
共
通
歴
史
教
材
の
模
索
は
坂
井
論
文
に

も
あ
る
通
り
９０
年
夏
に
始
ま

っ
た
。
ど
ち
ら
が
早

か

っ
た
と

い
つヽ
問
題
で
は
な
く
、

ほ
ぼ
時
を
同
じ

く
し
て
、

近
隣
諸
国
と
歴
史
観
を
共
有
し
よ
う
と

い
つゝ
企
て
が
始
ま

っ
た
こ
と
が
重
要
だ
。

お
そ
ら

く
、

冷
戦

の
呪
縛
が
解
け
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な

可
能
性
を
開

い
た
の
だ
ろ
う
。

日
本
版

が
先
行
し
た
が
、

中
国
版
は

『偽
満

洲
国
的
実
像
』
（偽
満
州
国
の
実
像
）
の
タ
イ
ト
ル
で
、

本
年
１２
月
に
も
北
京
の
社
会
科
学
文
献
出
版
社
か

ら
刊
行
さ
れ
る
予
定
だ
。

呼
称
の
違

い
に
注
意
願

い
た

い
。

関
東
軍
に
よ
る
柳
条
湖
事
件

（３‐
年
９
月

！　

！　
　
　
　
　
・

高
補

武
智

‐８
日

）
で
始
ま

っ
た
満
洲
事
変

（中
国
で
は

「九

・

一
人
事
変
し
の
約
半
年
後
に
日
本
は
満
洲
国
を
「建

国
」
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
中
国
人
に
と

っ

て
挽
編
政
権
に
ほ
か
な
ら
ず
、

何
ら
の
正
当
性
も

な
い
。

つ
ま
り

「偽
満
洲
国
」
と
い
う
言

い
方
し

か
な
い
の
だ
。
も
と
よ
り
こ
れ
が
、

当
時
の
リ
ッ

ト
ン
報
告
書
も
認
め
た
歴
史
的
事
実
で
あ
り
、
日

本
側
は
暫
定
的
に
、

括
弧

つ
き
の

「満
洲
国
」
と

い
う
表
記
を
採
用
し
た
。

日
本
側
の
主
体
は
最
初
、

社
会
文
学
会
地
球
局

だ

っ
た
が
、

そ
の
後
変
動
が
あ
り
、

最
終
的
に
植

民
地
文
化
学
会
が
編
者
と
な

つ
た
。
こ
れ
に
た
い

し
、

中
国
側
は
終
始

一
貫
、

東
北
補
陥

一
四
年
史

総
編
室
と
い
う
中
国
東
北
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
歴

史
研
究
団
体
だ

っ
た
。

「
冷
陥
」
と

い
う
表
現
も

要
注
意
だ
。

冷
は

「沈
む
、

落
ち
こ
む
、

減
び
る
」

の
意
で
、

中
国
人
が
東
北
で
の
事
態
を
恥
ず
べ
き

も
の
と
見
て
い
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
。

３‐
年
か

ら
４５
年
ま
で
を
正
味
１４
年
と
し
た
期
間
は
、

足
か

け
で
数
え
る
１５
年
戦
争
に
相
当
す
る
が
、

こ
の
厳

密
さ
に
は
、

短
く
抑
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
働

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
も
そ
も
日
本
で

「先
の
大
戦
」
と
は
い
つ
か

ら
い
つ
ま
で
か
。

東
京
裁
判
で
は
、

起
訴
は
２８
年

か
ら
４５
年
に
ま
で
及
ん
だ
が
、

う
ち
有
罪
と
さ
れ

た
の
は
、

３‐
年
～
４５
年
ま
で
の
行
為
に
つ
い
て
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

細
川
元
首
相
は
国
会
で
、

戦

争
の
正
確
な
期
間
を
容
弁
す
る
の
を
拒
否
し
つ
づ

け
た
。

現
実
に
は
戦
没
者
追
悼
式
な
ど
で
は
、

３７

年
の
日
中
戦
争
以
後
の
死
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。

要
す
る
に

「満
洲
事
変
」
は
、
日
本
の
公
式
史
観

か
ら
、

彼
我
の
死
者
と
も
ど
も
、

排
除
抹
殺
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

道
の
り
は
遠
か

っ
た
。
こ
の

間
、

企
画
の
提
案
者
は
じ
め
亡
く
な

っ
た
関
係
者

も
あ
り
、

日
本
側
で
は
、

歴
史
学
者
の
協
力
を
仰

ぐ
な
ど
の
異
同
も
あ

っ
た
。

相
手
言
語

へ
の
翻
訳
、

そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、

そ
れ
に
伴
う
書
き
直
し

―
―
苦
労
は
尽
き
な
か

っ
た
が
、

仕
上
げ
段
階
で

は
、

大
部
な
学
術
論
文
集
よ
り
も
、

高
校
生
に
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
平
易
な
文
体
を
心
が
け
た
。

日
中
間
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
摩
擦
が
高
ま

っ
た

た
め
、

体
験
を
も
た
な
い
世
代

へ
の
事
実
の
伝
承

を
優
先
さ
せ
よ
う
と
い
う
態
度
の
表
わ
れ
だ

っ
た
。

両
国
政
府
間
で
、

専
門
家
に
よ
る
共
同
歴
史
研
究

↓
共
通
の
歴
史
教
科
書
編
集
の
努
力
が
始
ま

っ
た

今
、

そ
れ
に
先
だ

つ
民
間
レ
ベ
ル
の
共
同
研
究
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だ

っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。

内
容
的
に
は
、

こ
れ
ま
で
採
り
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
の
少
な
か

っ
た
反
満
抗
日
運
動
と
日
本
人
の
反

戦
運
動
を
重
視
し
た
の
は
当
然
と
し
て
、

令
満
洲

国
」
と
は
何
だ

っ
た
の
か
〉
の
章
に
、

日
本
側
の

ま
と
め
と
、

中
国
側
の
ま
と
め
が
並
記
さ
れ
て
い

る
の
も
、

と
り
あ
え
ず
こ
の
種
の
試
み
で
は
大
事

な
こ
と
だ
ろ
う
。

筆
者
自
身

は
、

ハ
ル
ビ

ン
近
郊
が
本
拠
だ

っ

た
七
三

一
部
隊

の
戦
後

に
お
け
る
隠
蔽

の
歴
史

と
、

細
菌
戦
裁
判
そ
の
他
を
と
お
し
真
実
に
追
ろ

う
と
す
る
日
本
市
民

の
運
動
を
と
り
あ
げ
、

「
満

洲
」
の
問
題
が
ま
だ
終
わ

っ
て
い
な

い
こ
と
を
示

唆
す
る
短

い
文
章
を
寄
稿
し
た
。

（小
学
館

・
本
体

３
４
０
０
円
）（た

か
は
し

。
た
け
と
も
、

本
誌
編
集
委
員
）

独
仏
共
通
教
科
書
が
生
ま
れ
る
ま
で

■
は
じ
め

に

「
ド
イ

ツ
人
で
あ
る
こ
と
の
良

い
面
は
な
ん
で

あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
ド
イ
ツ
人
が
自
ら
の
歴
史
か

ら
学
ん
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
過
去
か
ら

学
び
う
る
能
力
は
、

今
や
我
わ
れ
の
文
化
と
な
り

我
わ
れ
の
特
性
と
な

っ
た
。

」

今
年
１０
月
３
日
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
か
れ
た
統

一
１８
周
年
を
祝
う
公
式
記
念
式
典
で
、
ド
イ
ツ
の

ケ
ー
ラ
ー
大
統
領
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

大
統
領

の
言
う

「自
ら
の
歴
史
」
が
、

ナ
チ
時

代
の
負

の
歴
史
を
意

味
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
、

反
射
的

に
日
本
の
現
状
を
思

い
浮
か
べ
た
私
に
は

耳
の
痛

い
言
葉
で
も

！　

　

　

　

　

　

Ｐ

永

井

網

子

　

「

あ

っ
た
。

か
つ
て
の
西
ド
イ
ツ
が
第
二
次
大
戦
直

後
か
ら
、

近
隣
諸
国

（特
に
Ｚ
フ
ン
ス
）
と
の
和
解

に
努
め
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
お
り
、

共
通
の

歴
史
認
識
を
め
ざ
す
努
力
も
、

早
く
か
ら
は
じ
め

ら
れ
て
い
る
。

６０
年
代
以
降
の
ド
イ
ツ
人
た
ち
は

紆
余
出
折
を
経
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、

「
過
去
の

克
服
」
、

ユ
ダ
ヤ
人
絶
減
と
い
う
人
道
的
な
罪
や

戦
争
責
任
と
い
う
重
苦
し
い
問
題
と
も
真
摯
に
向

き
合

っ
て
き
た
。

隣
り
同
士
で
あ
り
な
が
ら
、

使
う
言
葉
も
違
え

ば
メ
ン
タ
リ
テ
イ
ー
も
違
う
ゲ
ル
マ
ン
系
の
ド
イ

ツ
と
ラ
テ
ン
系
の
フ
ラ
ン
ス
。

両
国
は
何
百
年
に

も
わ
た
り
犬
猿
の
仲
で
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ド
イ
ツ

支
配
、

普
仏
戦
争
な
ど
に
は
じ
ま
り
、

２０
世
紀
の

２
回
の
世
界
大
戦
も
敵
味
方
と
し
て
戦
う
な
ど
未

来
永
劫
の

「宿
敵
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
。

そ

の
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
が
第
二
次
大
戦
後
は
和
解

に
つ
と
め
、

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
統
合
の
推
進
力
と
な

っ

て
き
た
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
を
破
壊
し
尽
く
し
た

第
二
次
大
戦

へ
の
反
省
か
ら
だ

つ
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
平
和
の
た
め
に
は
何
百
年
に
も
及
ん
だ
ド
イ

ツ
と

フ
ラ
ン
ス
の
敵
対
関
係
を
解
消
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
統
合
の
第

一
歩

は
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
」
と
両
国
の
指
導
者
が
考
え
る
よ
う
に

な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

■
高
校
生
の
提
案
か
ら
生
ま
れ
た
共
通
教
科
書

こ
の
独
仏
両
国
の
関
係
改
善
と
協
力
の
本
格
的

な
出
発
点
は
、
１
９
６
３
年
に
西
ド
イ
ツ
の
ア
デ

ナ
ウ
ア
ー
初
代
首
相
と
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ゴ
ー
ル
大

統
領

の
間
で
結
ば
れ
た
独
仏
友
好

・
協
力
条
約
、

通
称

エ
リ
ゼ
条
約
だ

っ
た
。
こ
の
条
約
の
目
的
は

三
つ
あ

っ
た
。

独
仏
両
国
の
和
解
を
揺
る
ぎ
な
い

形
に
す
る
こ
と
、

両
国
民
の
間
、

特
に
若
者
の
間

に
真
の
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
、

統

一
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
創
設
を
促
進
す
る
こ
と
の
三
つ
で
あ
る
。

以
来

両
国
の
首
脳
会
議
、

閣
僚
会
議
な
ど
が
定
期
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

だ
が
、

条
約
締
結
を

基
盤
に
教
育
、

学
術
、

文
化
、

青
少
年
交
流
な
ど

民
間
レ
ベ
ル
で
の
幅
広

い
交
流
が
盛
ん
に
な

っ
た

こ
と
こ
そ
特
筆
に
値
す
る
。

同
条
約
に
基
づ
い
て

つ
く
ら
れ
た
独
仏
青
少
年
局
を
通
じ
て
、

こ
れ
ま

で
に
お
よ
そ
７
５
０
万
人
の
青
少
年
が
相
互
に
交

流
、

訪
問
し
合

っ
た
と
い
う
。

２
０
０
３
年
、

エ
リ
ゼ
条
約
は
調
印
４０
周
年
を

迎
え
、

こ
れ
を
祝
う
各
種
の
記
念
行
事
が
両
国
で
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行
な
わ
れ
た
。

そ
の

一
つ
に
両
国
か
ら
５
５
０
人

が
参
加
し
て
ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
た
青
少
年
議
会

（模
擬
議
会
）
が
あ

っ
た
。

実
は
独
仏
共
通
教
科
書
は
、

こ
の
青
少
年
議
会

に
参
加
し
た
高
校
生
た
ち
の
提
案
か
ら
生
ま
れ
た

の
で
あ
る
。

高
校
生
た
ち
は

「独
仏
関
係
の
未
来

に
つ
い
て
の
最
終
宣
言
」
を
発
表
し
た
中
で

「相

互
の
無
知
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
偏
見
を
な
く

す
た
め
、

両
国
向
け
の
同

一
内
容
の
歴
史
教
科
書

を
作
成
す
る
よ
う
」
提
案
し
た
。
こ
の
高
校
生
た

ち
の
イ

エ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
両
国
首
脳
は
真
剣
に
受

け
止
め
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
を

約
束
し
た
。

そ
の
後
両
国

の
議
会
も
支
援
し
た

が
、

中
央
集
権
的
な
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
教
育
に
お

け
る
各
州
政
府
の
権
限
の
強

い
ド
イ
ツ
で
は
、

す

べ
て
の
州

の
同
意
を
取
り
付
け
る
の
は
大
変
だ

っ

た
。
し
か
し
、

フ
ラ
ン
ス
と
境
を
接
す
る
小
さ
な

州
、

ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
の
首
相
が
各
州
の
説
得
に

奔
走
し
、

異
例
の
短
期
間
で
１６
州
の
意
見
を
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
は
、

三
度

の
世
界
大
戦
で
繰
り
返
し
ド
イ
ツ
か
ら
切
り
離
さ
れ
た

が
、

二
度
と
も
住
民
投
票
で
ド
イ
ツ
ヘ
の
復
帰
を
決
め
て

い
る
。
こ
の
住
民
投
票
の
結
果
を
受
け
入
れ
た
フ
ラ
ン
ス

の
態
度
は
独
仏
友
好
関
係
の
歴
史
に
新
境
地
を
開
い
た

と
言
わ
れ
、

ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
は
独
仏
協
力
の
モ
デ
ル
州

と
な
っ
て
い
る
。）
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
セ
ス
を
経
て

同
年
６
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
１０
人
ず

つ
か
ら
な
る
独

仏
教
科
書
合
同
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、

翌
年
１
月

に
は
独
仏
の
教
科
書
出
版
社
が
決
ま
り
、

そ
れ
ぞ

れ
５
人
ず

つ
の
執
筆
ス
タ
ッ
フ
が
決
定
す
る
。
ド

イ
ツ
側
の
執
筆
責
任
者
は
ボ
ン
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

（中
・
高
校
）
の
歴
史
教
師
、

ペ
ー
タ
ー

・
ガ
イ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
側
の
そ
れ
は
パ
リ
の
リ
セ

（高
校
）
の

教
員
、

ギ
ヨ
ー
ム

・
ル
＝
カ
ン
ト
レ
ツ
ク
。

共
通
歴
史
教
科
書
は
全
３
巻
だ
が
、

最
初
に

完
成
し
た
の
は
、
日
本

の
高
校
３
年

に
相
当
す

る
上
級
生
向
け

の
現
代
史

『第
二
次
大
戦
後

の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
世
界
』
で
、

フ
ラ
ン
ス
語
版
は

２
０
０
６
年
５
月
に
、
ド
イ
ツ
語
版
は
同
７
月
に

完
成
、

同
年
秋
の
新
学
期
か
ら
実
際
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。

高
校
生
た
ち
の
提
案
か
ら
完
成
ま
で
３

年
あ
ま
り
と
い
う
早
さ
だ

っ
た
。

今
年
春
に
は
高

校
２
年
生
向
け
の

『変
革
の
１９
世
紀
か
ら
第
二
次

世
界
大
戦
ま
で
』
が
完
成
し
た
。　

未
刊
は
高
校

１
年
生
向
け
の

『古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
民
主
主
義
か

ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
』
で
、
２
０
０
９
年
ま
で

に
は
出
版
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

最
新
の
現
代

史
か
ら
逆
に
過
去

へ
と
さ
か
の
ぼ
る
順
序
で
完
成

し
た
が
、

こ
れ
は
現
代
か
ら
過
去
の
歴
史
を
眺
め

る
と
い
う
姿
勢
が
反
映
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

■
共
通
歴
史
教
科
書
の
情
微

こ
の
歴
史
教
科
書
の
特
徴
は
、

ま
ず
、
ド
イ
ツ

語
版
と
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
内
容
が
ま

っ
た
く
同
じ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同

一
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
き
、

同

一
の
資
料
、

地
図
、

写
真
、

図

を
使
用
し
て
い
る
。

同

一
の
割
り
付
け
で
、

テ
キ

ス
ト
も
専
門
用
語
索
引
も
内
容
は
同
じ
、

書
か
れ

て
い
る
言
葉
が
違
う
だ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
、

国

家
や
国
民
と
い
２ヽ
言
葉
が
ド
イ
ツ
語
と
フ
ラ
ン
ス

語
で
は
異
な

っ
て
解
釈
さ
れ
る
と
い
っ
た
問
題
は

避
け
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。

実
際
の
授
業
で
は

こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
も
議
論
す
る
べ
き
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

教
科
書
の
説
明
部
分

の
文
章
は
簡
潔
で
、

短
く
、

必
要
最
低
限
に
抑
え

ら
れ
て
お
り
、

統
計
や
図
表
、

歴
史
的
な
地
図
、

カ
ラ
フ
ル
な
写
真
や
絵
な
ど
が
沢
山
使
わ
れ
て
い

て
魅
力
的
な
教
科
書
に
な

っ
て
い
る
。

私
が
特
に

興
味
深
い
と
思
う
の
は
、

政
治
家
な
ど
歴
史
上
の

重
要
人
物
の
手
紙
と
か
手
記
、

あ
る
い
は
条
約
の

文
書
の

一
部
な
ど
、

第

一
級
の
歴
史
資
料
が
引
用

さ
れ
て
い
た
り
、

昔
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
ー
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
敵
対
感
情
が

一
日
で
分
か
る
よ
う
な
絵

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。

共
通

教
科
書
作
成
に
あ
た

っ
て
の
困
難
の
ひ
と

つ
は
、

両
国
で
異
な
る
教
え
方
、

学
び
方
に
い
か
に
配
慮

す
る
か
と
い
う
点
だ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、

典
型
的
な
ケ
ー
ス
に
即

し
て
生
徒
自
身
が
問
題
点
を
考
え
る
と
い
う
学
習

者
主
体
の
学
習
法
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、

フ
ラ
ン

ス
で
は
大
学
資
格
試
験
に
出
や
す
い
知
識
や
情
報

を
伝
授
す
る
授
業
形
式
が
好
ま
れ
て
い
る
と
い
う

（日
本
と
似
て
い
る
？
↓
。

結
果
的
に
は
各
【章

の
終
わ

り
に
必
ず

「問
題
点
と
提
案
事
項
」
が
つ
け
ら
れ

て
、

生
徒
の
学
習
を
助
け
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い

る
。
も
う
ひ
と

つ
の
大
き
な
特
徴
は
、

こ
の
教
科

書
が
独
仏
間
の
和
解
、

共
通
の
歴
史
認
識
の
醸
成

と
い
う
政
治
的
な
目
的
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

教
科
書
の
冒
頭
に
も
、

共
通
教
科

書
の
目
的
は

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
過
程
の
な
か
に
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あ
る
独
仏

の
若
者
た
ち
に
共
通
の
歴
史
意
識
を
育

て
る
こ
と
に
あ
る
」
と
、

明
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
れ
は
政
治
的
な
目
的
の
た
め
に
歴

史
事
実
が
ゆ
が
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
、

決

し
て
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
教
科
書
で
は
自
国
中
心

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
が
強
調
さ
れ
が
ち
だ

っ
た

が
、

今
回
の
共
通
教
科
書
は
そ
の
狭
い
価
値
観
を

超
え
る
も

の
を
め
ざ
し
て
両
国
の
担
当
者
の
間
で

議
論
が
続
け
ら
れ
た
。

注
目
す
べ
き
点
は
、

両
国

の
歴
史
観
に
共
通
点
が
見
出
せ
な
い
部
分
、

つ
ま

り
独
仏

の
視
点
が
異
な
る
場
合
に
は
、

そ
れ
を
あ

り
の
ま
ま
に
併
記
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て

い
る
点

で
あ
る
。

「歴
史
に
対
す
る
異
な

っ
た
視

点
を
記
す
こ
と
に
よ

っ
て
、

歴
史
を
複
眼
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
、

生
徒
の
理
解
を
助
け
る
」
と
ド

イ
ツ
の
執
筆
責
任
者
ガ
イ
ス
氏
は
言
う
。

第
三
巻

に
例
を
と
る
と
、

「第
二
次
世
界
大
戦
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
」
と
い
う
第

一
部
第
一
一章
が
こ

れ
に
相
当
す
る
。
こ
の
章
で
ド
イ
ツ
２
向
校
３
年

生
は
、

な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
が
第
二
次
大
戦
中
の
対
独

協
力
政
府
だ

っ
た
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
の
記
憶
を
長
年

受
け
入
れ
よ
う
と
は
せ
ず
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
間

士
の
英
雄
的
行
為
ば
か
り
に
目
を
向
け
て
き
た
か

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。　

一
方
、

フ
ラ
ン
ス
の
生

徒
は
、

戦
後

の

（西
）
ド
イ
ツ
人
が
、

ナ
チ
時
代

の
自
分
た
ち
の
犯
罪
行
為
に
口
を

つ
ぐ
ん
だ
時
代

を
経
て
、

や
が
て
具
体
的
な
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

社
会
全
体
が
い
か
に
そ
の
過
去
と
真
摯
に
向
き
合

う
よ

つゝ
に
な

っ
て
き
た
か
と

い
う
「過
去
の
克
服
」

の
長

い
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
巻
は
７
部
１９
章
、

第
三
巻
は
５
部
１７
章
か

ら
成

っ
て
い
る
が
、

第

一
次
と
第
二
次
の
世
界
大

戦
に
関
し
て
は
、
ド
イ
ツ
側
が
ナ
チ
ス
独
裁
体
制

の
記
憶
や
犠
牲
者
の
多
さ
か
ら
第
二
次
大
戦
の
影

響
を
重
視
し
て
き
た
の
に
対
し
、

フ
ラ
ン
ス
側
は

自
分
の
国
が
戦
場
と
な

っ
た
経
験
か
ら
第

一
次
大

戦
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と

い
う
。
フ
ラ

ン
ス
人
に
と

っ
て
は
第
二
次
大
戦
は
植
民
地
主
義

の
終
焉
を
意
味
し
た
。

第
二
次
大
戦
後
に
独
仏
両

国
の
間
で
共
通
の
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
努
力
が
進

ん
だ
関
係
か
ら
、

戦
後
を
扱

っ
た
第
三
巻
の
方
が

執
筆
が
速
や
か
に
進
ん
だ
の
に
対
し
、

ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
世
紀
と
言
わ
れ
た
１９
世
紀
か
ら
第
二
次

大
戦
ま
で
を
扱

っ
た
第
二
巻
の
方
が
、

対
立
点
が

多
か

っ
た
と

い
う
。

例
え
ば
最
初
の
ド
イ
ツ
統

一
に
成
功
し
た
鉄
血

宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
見
れ
ば
、

ア
ル
ザ
ス

・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
を
奪
う
な
ど
フ
ラ
ン

ス
の
犠
牲
の
上
に
ド
イ
ツ
統

一
を
呆
た
し
た
好
ま

し
く
な
い
人
物
と
な
る
し
、

第

一
次
大
戦
後
の
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
条
約
や
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
評
価
に

関
し
て
も
両
国
の
視
点
に
は
相
違
が
あ

っ
た
。
し

か
し
、

結
果
と
し
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
は
あ
り

の
ま
ま
の
姿
に
描
か
れ
た
。

つ
ま
り
、

戦
勝
国
フ

ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
近
視
眼

的
な
過
酷
な
賠
償
を
要
求
し
た
こ
と
が
、

そ
の
後

の
ナ
チ
の
台
頭
、

そ
し
て
戦
争

へ
の
道
を
開
い
た

と
い
う
風
に
。
ま
た
、

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
つ

い
て
フ
ラ
ン
ス
の
教
科
書
で
は

「
ナ
チ
体
制
の
前

史
」
と
し
て
過
小
評
価
す
る
傾
向
が
あ

っ
た
と
い

う
が
、

共
通
教
科
書
で
は

「
１９
世
紀
の
民
主
主
義

の
流
れ
を
踏
ま
え
た
ド
イ
ツ
最
初
の
共
和
国
で
あ

り
、

そ
の
流
れ
は
第
二
次
大
戦
後
の
連
邦
共
和
国

に
も
引
き
継
が
れ
た
」
と
い
つゝ
風
に
書
か
れ
て
い
る
。

独
仏
で
視
点
の
違
う
問
題
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

「独
仏
間
の
視
点

の
交
差
」
と

い
う
特
別

コ
ラ
ム

で
別
途
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
コ
ラ
ム

の
数
は
第
二
巻
が
六
つ
、

第
三
巻
は
五
つ
あ
る
。

■
メ
デ

ィ
ア
も
高
く
評
価

独
仏
共
通
歴
史
教
科
書
が
完
成
し
、

実
際
に
両

国
の
高
校
で
正
規
の
教
科
書
と
し
て
導
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、

独
仏
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
多
く
は

「画
期
的
な
こ
と
」
と
し
て
高
く
評
価

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
よ
リ
ド
イ
ツ
の
メ
デ
ィ
ア
の
方

が
大
騒
ぎ
し
た
よ
う
で
、

最
初
の
教
科
書
が
出
来

上
が
っ
た
と
き
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
発
行
さ
れ
て
い
る

甲
ン
ュ
ー
ト
ド
イ
チ
エ
・ツ
ア
イ
ト
ゥ
ン
グ
』
は
、

「ほ

と
ん
ど
奇
跡
だ
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
、

フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
全
国
新
聞
『フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・

ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
』
も

「歴
史
家
と
学
校
教
育
者
の

作
業
グ
ル
ー
プ
が
は
じ
め
て
、

国
民
の
間
の
先
入

観
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
歴
史
の
歪
出
と
い

う
壁
を
う
ち
破
っ
た
」
と
書
い
た
。

ベ
ル
リ
ン
の

日
刊
新
聞

『タ
ー
ゲ
ス
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
』
の
記
者

も
、

「歴
史
に
つ
い
て
目
を
開
か
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
す
ば
ら
し
い
教
科
書
」
と
高
く
評
価
し
、

「
テ

キ
ス
ト
も
簡
潔
で
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
、

生
徒
た
ち

に
こ
れ
で
現
代
史
が
良
く
分
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
気
持
ち
を
抱
か
せ
る
も
の
だ
」
と
書
い
た
。

歴
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【神奈川・川崎】012/8(月 )長 谷川停児摘朗読会 ,第3部 「東京の

空の下秋|よ流れる」☆開場13i30,14:00～18:00☆会場 :アートスク
エア木月(東急東横線元住吉駅西□徒歩3分 □&□044-433-4010☆間
い合わせ :長谷川修児〒115-0032東京都世日谷区代沢2-41-13

【東京】●12/6(土 )ビルマ入門籍座 鷲演 「ビルマ民主化運動を振り
返る1988～ 2008J根本 敬 (上智大学外国語学部教授・ビルマ市民
フォーラム運営委員)18:30～ 20:45☆会場 !文京シビックセンター

4Fシ ルバーホール (東京メトロ丸の内線 ・南北線後楽園駅、都営地下

鉄三日線 。大江戸線春日駅徒歩 1分、□&圃03-3812-7111☆資料代 :

500円 ☆問い合わせ iビルマ市民フォーラム事務局 (03-5312-4817)

012/6(土 )[12月一―心に刻む不戦の暫い〕「本音で話そう !自衛隊

はイラクで何をしたか !海外派兵は国際貢献か?J18:30～ 21:00 ☆

会場 :立川柴崎学習館会議室 (1日中央公民館、」R立川駅南□徒歩7分)

☆参力B費 100円  ☆ 主催 :市民の広場憲法の会 (□&□0425-24-9863

かとう)

●12/10(水 )ア ムネスティ世界人権貫言60周年83念コンサート『鬼

太鼓座×OK,一 一利太鼓とアイヌ音楽一一』☆開場 18:00,19:00～

21:00☆会場 :新宿文化センター大ホール (□03-3350-1141)☆ 出演 :

鬼太鼓座 (和太鼓 )・OKI(ア イヌ弦楽器 トンコリ)・古澤良治郎 (ド

ラム)。Marewrew(ア イヌ伝統歌ウポポ)☆ 料金 i一般4500円 /小
～大学生2000円 ☆チケット申し込み :アムネスティ東京事務所 (□03-

3518-6777)☆ 主催 :アムネスティ・インターナショナル日本

012/23(火 、休 )〔討論集会 〕「象徴天皇制と 『格差』・『貧□』一一

雲工船プームと在位 20年 率祝一一J☆ 発言 :なすび/野 崎六助/平 井

玄/天 野恵― ☆ 開場 i13:30☆ 開演 :13:45☆会場 |千駄ヶ谷区民

会館 (」R原宿駅徒歩 10分 )☆ 参力B費500円 ☆主催 :反天皇制運動連

絡会 (日&□03-5275-5989)

●ピープルズ ・プラン研究所 。オルタキャンパス 『正義と公正と社会変

革」☆ 12/19(金 )第 6□ /齋 藤純一 「デモクラシーの理論と分類」

☆ 1/30(金 )第 7□ /川 本隆史 「デモクラティックな平等とは何か」

☆2/20(金 )第 8□ /金 井淑子 「女の経験を語る」☆毎□ 19:00～

21:00☆ 会場 :ピープルズ ・プラン研究所☆参力B費 1会員 1000円 、非

会員 1200円 、自己申告貧乏人800円 ☆間しヽ合わせ ・連絡先 :ピープル

ズ ・プラン研究所 (□03-6424‐5748、□03-6424-5749)

02009/1/17(土 )～ 18(日 )☆ (人権をテーマにした)ア ムネス

ティ。フィルム ・フェスティパル 2009☆ 開場 i10:30☆ 開映 :11:00

☆会場 !ヤクル トホール (」R新 橋駅徒歩5分 、日03-3574-7255)☆

入場料 :前売り2日 券一般4000円 、同 1日券一般2800円 (学生|よ各

500円 引き)、当日券一般 3000円 、学生 2500円 ☆主催 ・問い合わせ :

アムネスティ ・インターナシコナル日本 (□03-3518‐6777)

【京都】● 12/6(土 )公開シンポジウム 「竹内好の残したものJ☆ 講

演 :中島岳志☆コーディネーター :鶴見俊輔 ☆発言 :大澤真幸/山 日慶

兒/井 波律子/山 日稔/黒 川創 ☆ 開場 10:00,開会 10i30～ 16:00☆

会場 :京大会館 (」R京都駅より市バスD2乗 り場 206京 大正門前下車

日075-751-8311)☆参力B費i前売り券2000円 /当 日券2500円 ☆共催i

編集グループSURE/思 想の科学研究会☆問しヽ合わせ :編集グループ

SURE ([□ 8t□075-761-2391)

【民庫 ・芦座】012/13(土 )山 村サロン文芸鷲座 「小日実さんの

涙J語 り手 i澤地久枝 13i30～☆会場 :声屋 ・山村サロン (」R芦屋駅、

□0797-38-2585)主催 :山村サロン/協 賛 :市民の意見30・関西

史
の
専
門
家
た
ち
の
間
で
は
批
判
も
あ
る
よ
う
だ

が
、

そ
の
批
判
は
主
と
し
て
テ
キ
ス
ト
の
簡
略
化

に
よ

つ
て
不
正
確
な
表
現
や
単
純
化
が
生
じ
た
こ

と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
運

合
は
独
仏
共
通
教
科
書
を
モ
デ
ル
に
、

将
来
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
共
通
の
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
て
い
る
が
、

歴
史
家
の
間
で
は
、
２
国

間
の
共
通
教
科
書
は
可
能
で
も
加
盟
２７
カ
国
共
通

の
教
科
書
は
無
理
と
い
う
意
見
が
強
い
よ
う
だ
。

■
終
わ
り
に

独
仏
間
の
教
科
書
を
め
ぐ
る
対
話
は
実
は

１
９
３
０
年
代
に
は
じ
ま

つ
て
い
た
と

い
う
が
、

第
二
次
大
戦
で
中
断
、

戦
後
復
活
す
る
に
あ
た

っ

て
ド
イ
ツ
の
ゲ
オ
ル
ク

・
エ
ッ
カ
ー
ト
国
際
教
科

書
研
究
所
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

歴

史
家

で
北
ド
イ

ツ

・
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ

ア
イ
ク

大
学

の
エ
ッ
カ
ー
ト
教
授

の
創
設
し
た
こ
の
研

一究
所

（教
授
の
没
後
は
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
立
と
な

り
、

連
邦
政
府
の
支
援
も
受
け
て
き
た
）
は
、

特

に

１
９
７
０
年
代
に
は
じ
ま

つ
た
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
教
科
書
対
話
の
推
進
力
と
な

っ
た
。

独
仏

の
対
話
が
西
側
諸
国
と
の
接
近
を
め
ざ
し
た
ア
デ

ナ
ウ
ア
ー
保
守
政
権
に
よ

っ
て
す
す
め
ら
れ
た
の

に
対
し
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
対
話
は
東
西
両
陣
営

の
緊
張
緩
和
を
め
ざ
し
た
社
会
民
主
党
の
ブ
ラ
ン

ト
政
権
の
東
方
外
交
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
可
能
に

な

っ
た
と
言
え
る
が
、

そ
の
中
心
と
な

っ
た
の
が

こ
の
研
究
所
だ

っ
た
。

エ
ッ
カ
ー
ト
研
究
所
は
、

現
在
で
は
世
界
各
地
の
紛
争
地
域
で
の
教
科
書
対

話
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
世
界
で
唯

一
の
研
究
機

関
と
な

っ
て
い
る
。
日
本
と
中
国
、

韓
国
の
教
科

書
を
め
ぐ
る
対
立
も
と
り
あ
げ
て
、

関
係
各
国
の

専
門
家
に
よ
る
研
究
集
会
を
日
本
や
ド
イ
ツ
で
開

催
し
て
い
る
。

（な
が
い
。
じ
ゅ
ん
こ
、

在
独
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
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非
武
装
２７
力
国
を
訪
ね
て話

し
手
　
単刊
田
　
朗

こ
の
地
球
上
に
は
、

軍
隊
を
持
た
な
い
国
家
が
２７
カ
国
存
在
す
る
。
３
年
を
か
け
て
そ
の
す
べ
て

を
見
て
回
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
成
り
立
ち
や
制
度
を
調
査
し
て
１
冊
の
本

（『軍
隊
の
な
い
国
家

‐
‐

２７
の
国
々
と
人
び
と
』
日
本
評
論
社
、
１
９
９
５
円
）
に
ま
と
め
た
前
田
朗
さ
ん
に
話
を
き

い
た
。

（聞
き
手
／
編
集
部
　
本
野
義
雄
）

国
追
加
盟
１
９
２
カ
国
の
う
ち
２５
カ
国

（本
書
で

国
家
と
し
て
扱
っ
て
い
る
ク
ッ
ク
諸
島
と
ニ
ウ
エ
は
未

加
盟
）
に
達
し
て
い
る
と

い
う
事
実
は
大
き

い
と

思
い
ま
す
。
日
本
政
府
は
公
式
見
解
と
し
て
、

国

家
は
固
有
の
自
衛
権
を
持

つ
、

国
家
は
自
衛
力
と

し
て
の
軍
隊
を
持

つ
の
は
当
然
、

と
い
う
前
提
に

立

っ
て
い
る
。

軍
隊
が
な
い
の
は
国
家
で
は
な
い

と
い
う
通
念
で
す
ね
。

民
主
党
の
小
沢

一
郎
氏
も

か
つ
て

「普
通
の
国
」
と
い
う
言
葉
で
同
じ
こ
と

を
言

っ
た
。

で
も
そ
れ
は
明
ら
か
に
間
違

い
で
あ

る
こ
と
を
、

現
に
２５
の
国
が
軍
隊
を
持
た
ず
に
存

続
し
て
い
る
事
実
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

●
し
た
た
か
に
い
き
の
び
た
小
国
群

―
―
た
だ
、

こ
れ
ら
の
小
国
も
、

非
武
装
と
い
う

理
想
を
掲
げ
た
と
い
う
よ
り
は
、

現
実
的
な
諸
事

情
か
ら
、

賢
明
に
も
軍
隊
を
持
た
な
い
選
択
を
し

た
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
。

そ
も
そ
も
経
済
力
が
な
く
て
軍
隊
を
持
て
な

い

と
か
、

こ
れ
と

い
う
資
源
も
な
く
国
際
的
に
大
国

と
深

い
関
係
を
持
た
ず
に
す
む
と
か
、

地
政
的
に

重
要
な
戦
略
拠
点
で
な
い
と
か
、

国
に
よ

っ
て
様

ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
。

中
に
は
太

平
洋
の
島
国
ト
ウ
ヴ
ア
ル
の
よ
う
に
、

地
球
温
暖

化
の
影
響
で
国
土
が
沈
み
か
け
て
い
て
、

軍
隊
ど

こ
ろ
で
は
な
い
国
も
あ
る
。
し
か
し
別
の
見
方
を

す
れ
ば
、

た
と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
国
は
諸
大

国
の
は
ざ
ま
に
あ

っ
て
、

軍
事
力
も
経
済
力
も
な

し
に
外
交
能
力
だ
け
で
し
た
た
か
に
生
き
の
び
て

き
た
わ
け
だ
し
、

カ
リ
ブ
海
の
島
国
は
、

自
力
で

‐
‐

２７
カ
国
全
部
を
見
よ
う
と
決
意
さ
れ
た
き

っ

か
け
は
？

２
０
０
５
年
に
ス
イ
ス
の
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、

世
界
に
非
武
装
国
家
が
２７
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

自
分
で
数
え
て
み
る
と
、

七

つ
し
か
知
ら
な
か

っ

た
。

憲
法
９
条
の
重
要
性
を
唱
え
て
き
た
私
た
ち

が
、

そ

つヽ
い
つヽ
国
ぐ
に
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら

な

い
で
よ

い
の
か
、

と
思

っ
た
。
も
う
ひ
と

つ
、

私
た
ち
は
日
本
の
憲
法
９
条
を
国
外
に
向
け
て
ど

れ
だ
け
説
明
し
宣
伝
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、

そ

れ
は
不
十
分
だ

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
９
条
が
外
国
に
少
し
で
も
影
響
を
与

え
て
い
る
と
し
た
ら
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
か
、

調
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
と
い
っ
て
も
１
カ
国
に

つ
き
４
～
５
日
の
短

い
旅
で
す
か
ら
、

大
し
た
こ

と
は
調
べ
ら
れ
な
か

っ
た
ん
で
す
が
、

結
論
か
ら

い
う
と
、
９
条
が
外
国
に
影
響
を
与
え
て
い
る
点

は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
私
は
、

戦
後
私
た
ち
が
憲
法
９
条
の
意
義
を
も

っ
と
強
く

世
界
に
訴
え
て
い
た
ら
、

軍
隊
の
な
い
国
が
５０
ゃ

１
０
０
は
で
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
想
像

せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
国
家
と
軍
隊
の
通
念
を
打
ち
破
る

‐
‐
２７
カ
国
は
い
ず
れ
も
小
国
で
、
日
本
の
よ
う

な
経
済
大
国
に
は
関
係
な
い
と
い
う
批
判
は
？

も
う
何
十
回
も
聞
か
さ
れ
ま
し
た

（笑
）。
そ

の
度
に

「
は

い
、

そ
の
と
お
り
で
す
」
と
言
う
ん

で
す
。
ま
あ

い
ろ
ん
な
議
論
が
成
り
立
ち
得
る
と

思

い
ま
す
が
、

戦
後
非
武
装
国
が
次
第
に
増
え

て
、

ミクロネシア ナ ンマ ドール遺跡にて
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植
民
地
か
ら
の
離
脱
、

奴
隷
解
放
を
闘

っ
て
か
ち

と

っ
た
ん
で
す
ね
。

グ
レ
ナ
ダ
や
セ
ン
ト
ル
シ
ア

の
博
物
館
に
行
く
と
、

自
由
と
民
主
主
義
、

奴
隷

解
放
と
独
立
を
求
め
る
間

い
の
歴
史
が

一
つ
に

な

っ
て
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
を
形
成
し
て

い
る
こ
と
が
、

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

そ
う
し
た
歴

史
を
小
学
校
３
年
生
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
に
先

生
が
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

セ
ン
ト
ル
シ
ア
の

博
物
館
で
見
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
日
本
で
は
奴

隷
制
廃
止
と

い
う
と
リ
ン
カ
ー
ン
の
功
績
ば
か
り

強
調
す
る
誤

っ
た
認
識
が
流
布
し
て
い
ま
す
が
、

世
界
で
最
初
に
奴
隷
解
放
を
か
ち
と

っ
た
の
は
カ

リ
ブ
海
諸
国
で
あ

っ
て
、

た
と
え
ば
グ
レ
ナ
ダ
の

奴
隷
解
放
は
１
８
３
８
年
で
す
。
リ
ン
カ
ー
ン
は

ず

っ
と
後
に
な

っ
て
、

こ
う
し
た
動
き
を
追

い
か

け
た
に
過
ぎ
な
い
ん
で
す
。

●

ユ
ダ
ヤ
人
を
目
ぐ
る
み
で
保
離

自
由
と
独
立
の
た
め
に
闘

っ
た
歴
史
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
小
国
に
も
あ
り
ま
す
。

サ
ン
マ
リ
ノ
は

イ
タ
リ
ア
の
ど
ま
ん
中
に
あ
る
僅
か
６‐
平
方
キ
ロ

の
豆
粒
の
よ
う
な
国
で
す
が
、

ム
ッ
ソ
リ
ー
エ
の

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
時
代
、

国
内
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
台
頭
を
抑
え
、

迫
害
さ
れ
て
逃
げ
て
き
た
ユ
ダ

ヤ
人
を
国
ぐ
る
み
で
か
く
ま
う
。

当
時
１
万
５
千

人
の
人
口
に
対
し
て
１
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
保
護

し
た
。

当
時
の
記
録
に
よ
る
と
、

ホ
テ
ル
な
ん
か

で
は
と
て
も
収
容
し
き
れ
な
く
て
、

教
会
、

学
校
、

お
役
所
、

各
家
庭
に
ま
で
住
ま
わ
せ
た
そ
う
で
す
。

食
糧
供
給
な
ど
、

想
像
を
絶
す
る
苦
労
が
あ

っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
ス
イ
ス
に
挟
ま
れ
た
１
６
０
平
方
キ
ロ
、

小

豆
島
ぐ
ら
い
の
広
さ
で
す
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
が

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
併
合
さ
れ
た
後
も
、
ド
イ
ツ
と

の
外
交
交
渉
に
よ

っ
て
独
立
を
維
持
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
も

ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を
保
護
し
、

そ
の
多
く

は
ス
イ
ス
ヘ
逃
れ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
マ
リ
ノ
と
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、

こ

う
し
た
実
績
が
あ
る
の
で
、

戦
後
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
国
際
的
に
大
き
な
発
言
力
を

持

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
彼
ら
の
財
産
な

ん
で
す
。

９０
年
代
に
国
際
刑
事
裁
判
所
を

創
設
す
る
さ
い
に
も
、

侵
略
の
罪
、

人
道

に
対
す
る
罪
を
ど
う
規
定
す
る
か
を
め

ぐ

っ
て
、

こ
の
両
国
が
先
頭
を
切

っ
て
発

言
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
＞」う
し
た
小
国

に
と

っ
て
、

人
権
尊
重
と
か
平
和
主
義
と

か
は
単
な
る
理
念
で
は
な
く
、

生
き
延
び

て
行
く
た
め
の
現
実
的
選
択
な
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

●
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
米
軍
基
地
撤
退

―
―
も
う

一
つ
の
小
国
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、

２
０
０
６
年
に
米
軍
基
地
の
完
全
撤
退
を
実

現
し
ま
し
た
ね
。

■軍隊のない27の 国々

(前田朗 『軍隊のない国家一-27の国 と々人びと』を参考に作成)

国 名
人 口  国 土面積
(1000人) (1011平方キロ)

<太 平洋>

ミクロネシア連邦 114.00 7.00

パラオ共和国 19.00 4.90

マーシャル諸島共和国 60.00 1.80

ナウル共和国 11.00 0。24

キリバス共和国 94,00 7.28

クック諸島 15.00 2.40

ニウエ 2.20 2.60

サモア独立国 174.00 28.42

トゥヴァル 11.00 1.58

ソロモン諸島 417.00     284.46

ヴアヌアツ共和国 182.50     121.89

<イ ンド洋>

モーリシャス共和国 1141900 20。45

モルディヴ共和国 271.00 2.98

<ヨ ーロ ッパ >

アンドラ公国 72.00 4.68

サンマリノ共和国 26.00 0.61

モナコ公国 33.00     0.0181

ルクセンブルク大公国  422.00 26.00

リヒテンシュタイン侯国 32.00 1.57

ヴァチカン市国 0.86 0.0044

アイスランド共和国 276.00 103.00

<中 米 ・カリブ海>

ドミニカ国 71.00 7.50

グレナダ 93.00 3.44

セントルシア 150。00 6.20

セントヴィンセント・グレナデインズ   112.00 3.88

セントクリストファー・ネヴィス 43.00 2.67

パナマ共和国 2767.00     770.80

コスタリカ共和国 3841.00     507.00
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第
二
次
大
戦
中
、

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ

て
は
ま
ず

い
と
英
軍
が
上
陸
、

続

い
て
米
軍
が
駐

留
し
て
、

戦
後
も
ず

っ
と
居
座

っ
た
。

そ
の
後
政

府
が
米
国
と
正
式
に
基
地
協
定
を
結
ぶ
ん
で
す
が
、

こ
の
協
定

の
文
章
は
日
米
安
保
条
約
と
そ

っ
く
り

だ
と
い
う

こ
と
を
、

あ
る
研
究
者
に
教
わ
り
ま
し

た
。

冷
戦
時
代
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ヘ
の
給
油
基
地
の

役
割
を
果
た
し
ま
す
が
、

冷
戦
終
結
後
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
戦
乱

の
可
能
性
が
低
く
な
り
、

給
油
基
地
の

必
要
性
も
低
下
し
ま
す
。

米
軍
の
主
力
は
中
東
か

ら
ア
ジ
ア
に
か
け
て
再
編
さ
れ
る
。

不
要
な
基
地

は
お
金
が
か
か
る
の
で
減
ら
し
た

い
わ
け
。
こ
こ

が
沖
縄
と
違
う
点
で
、

「
思

い
や
り
予
算
」
な
ん

て
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
政
府
は

基
地
労
働
者

の
雇
用
問
題
が
あ
る
か
ら
引
き
と
め

た
ん
で
す
が
、

米
軍
は

一
方
的
に
撤
退
し
た
の
で
、

２
年
前
か
ら
完
全
に
非
武
装
国
に
な

っ
た
ん
で
す
。

●
９
条
を
世
界
に
広
げ
よ
う

―
―
本
来
な
ら
、

憲
法
９
条
を
持
つ
日
本
が
こ
う

し
た
国
ぐ
に
の
先
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
し
か
る
べ
き

で
す
よ
ね
。

残
念
な
こ
と
で
す
が
、

最
初
に
言

っ
た
よ
う
に

い
ま
の
非
武
装
国
家
は
９
条
ど
何
の
関
係
も
な
し

に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
の
中
で
非
武
装
を
選
ん
で

き
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
、

憲
法
９
条
を
世
界
に

輸
出
し
て
こ
な
か

っ
た
不
作
為
は
も
ち
ろ
ん
、

「憲

法
に
軍
隊
を
持
た
な
い
と
書

い
て
あ
る
の
に
軍
隊

を
持

っ
て
い
る
世
界
で
唯

一
の
国
」
と
い
う
恥
ず

べ
き
状
態
を
作
り
出
し
て
き
た
責
任
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

怠
慢
な
の
は
政
府
だ
け
で
は
な
く
、

平

和
運
動
を
や
つ
て
き
た
私
た
ち
も
、
９
条
の
実
践

的
意
義
を
十
分
に
活
用
し
て
き
た
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

憲
法
９
条
は
、

単
に
戦
争
放
棄
や
軍
備
放
菜

を
誓
う
だ
け
で
は
な
く
、

人
類
社
会
の
あ
り
方
そ

の
も
の
の
変
革
を
課
題
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。

平
和
な
暮
ら
し
を
願
う
世
界
の
人
び
と
に
９

条
を
届
け
れ
ば
、

多
く
の
人
が
選
ん
で
く
れ
る
は

ず
だ
と
確
信
し
ま
す
。

（ま
え
だ

・
あ
き
ら
　
東
京
造
形
大
学
教
授
、

刑
事
人
権

論
専
攻
）

☆

‐２
月
の
読
者
懇
談
会

筆
者
前
田
朗
さ
ん
を
囲
ん
で

▼
日
　
時

”
１２
月
１６
日

（火
）

１８
時
半
～

▼
参
加
費

”
５
０
０
円

▼
会
　
場

”
た
ん
ぽ
ぽ
舎

（Ｊ
Ｒ
水
道
橋
駅
５
分
　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ビ
ル
５
Ｆ
）

ａ
０
３
ｉ
３
２
３
８
１
９
０
３
５

軍
隊
を
持
た
な
い
２７
カ
国
を
訪
れ
研
究
さ
れ
て
い
る
前
田
朗
さ
ん
を

囲
ん
で
、
日
本
の
非
武
装
化
へ
の
構
想
や
可
能
性
を
話
し
合
い
ま
す
。

盟

☆
無
言
館
見
学
プ

ラ

ス
懇
親
会
の
お
知
ら
せ

前
号
の

「事
務
局
だ
よ
り
」
で
ご
報
告
し
た
と
お
り
、

無
言
館
見
学

旅
行
の
計
画
は
、

左
記
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼

期

　

日

　

２

０

０

９

年

６

月

６

日

（
土

）

～

７

日

（
日

）

▼
集
合
場
所
　
長
野
新
幹
線
　
上
田
駅

（具
体
的
な
場
所

・
時
刻
は
次
号
で
）

▼
宿
　
泊
　
別
所
温
泉
　
上
松
屋

（１
室
４
～
５
名
）

▼
費
　
用
　
宿
泊
費
　
１
３
、
８
０
０
円

１
泊
２
食
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
つ
き

（上
田
↓
無
言
館
↓
旅
館
）

無
言
館
見
学
料
　
１
、
０
０
０
円

▼
懇
親
会
場
　
上
松
屋
宴
会
場

（懇
親
会
―
―
入
浴

・
夕
食
―
―
の
み
参
加
の
方
は
７
、
０
０
０
円
）

▼
次
号
に
は
、

申
し
込
み
用
紙
つ
き
チ
ラ
シ
を
同
封
し
ま
す
。

ぜ
ひ
い
ま
か
ら
日
程
を
組
ん
で
、

お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

翻

水
道
橋
西
通
り
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現
場
か
ら
派
遣
労
働
問

題
を
考
え
る

１０
月
１０
日
読
者
懇
談
会
の
報
告

た
ん
ぽ
ぽ
舎

（東
京

・
水
道
橋
）
で
開
か
れ
た
１０

月
の
読
者
懇
談
会

「現
場
の
実
情
か
ら
派
遣
労
働

問
題
を
考
え
る
」
に
は
久
々
に
約
２０
名
も
の
参
加

が
あ
り
、

活
発
な
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。

最
初
に

講
師

の
高
岡
甫
雅
さ
ん

（よ
～」
は
ま
と
ア
イ
き

一オ

ン
）
が
問
題
提
起
し
討
論
の
糸
口
を
作

っ
た
。

●
自
己
主

張
す
る
の
は
変
人
？

高
岡
　
派
遣
労
働
は
生
き
て
い
く
原
点
で
あ
る

は
ず

の
労
働
の
意
義
を
そ
ぎ
落
と
し
、

人
間
を
モ

ノ
に
す
る
。

労
働
組
合

（
き

一オ
こ

に
行
け
ば
、

会
社
か
ら

い
じ
め
ら
れ
る
と
思
う
人
が
多

い
が
、

組
合
に
入
れ
ば
会
社
は
不
当
な
扱

い
を
で
き
な
い
。

ユ
ニ
オ
ン
で
仲
間
が
で
き
れ
ば
会
社
と
対
等
に
渡

り
合
え
る
。

今
の
社
会
で
は
自
己
主
張
す
る
人
間

は
変
人
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
空
気
を
な
く
さ
な

け
れ
ば
。

若

い
人
た
ち
は
派
遣
労
働
者
も
法
律
で

守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
学
校
で
教
え
ら
れ
て
い
な

い
。派

遣
労
働
者
だ
け
で
な
く
非
正
規
雇
用
の
問
題

も
深
刻
。

パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、

契
約
社
員
な

ど
は
会
社

の
都
合
に
よ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
り
、

正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
と
が
意
図
的
に
混
用
さ

れ
る
こ
と
で
、

職
場

の
人
間
関
係
が
め
ち

ゃ
く

ち
ゃ
に
な

っ
て
い
る
。

同

一
労
働

・
同

一
賃
金
が

基
本
で
あ
る
べ
き
だ
。

【出
さ
れ
た
意
見

の
い
く

つ
か
】

▼
今
の
Ｊ
Ｒ
は
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
、

す
ぐ

全
線
止
ま
る
。

あ
れ
は
プ
ロ
が
少
な
い
か
ら
。

▼
製
造
業
で
も
ト
ヨ
タ
な
ど
品
質
が
が
た
落
ち
。

こ
こ
４
、
５
年

で
リ
コ
ー
ル
が
も
の
す
ご
く
増

え
た
。

重
要
な
工
程
で
も
派
遣
社
員
に
さ
せ
る
。

▼
悲
惨
な
労
働
災
害
が
増
え
て
い
る
。

法
整
備
が

必
要
だ
。

▼
同

一
労
働

・
同

一
賃
金
だ
け
で
い
い
の
か
。

男

女
間
の
賃
金
格
差
と
い
う
隠
れ
た
格
差
が
あ
る
。

▼
学
生
で
す
が
、
２
年
く
ら
い
前
、

日
雇
い
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
や

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

業
務
内
容

は
清
掃
と
聞

い
て
い
た
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
壁

を
磨
く
仕
事
だ

っ
た
。
４
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン

で
足
場
に
乗

っ
て
や
る
が
命
綱
な
ど
な
い
。

何

か
起
き
た
ら
ど
う
な
る
の
か
な
と
思

っ
た
。

法

整
備
、

法
改
正
だ
け
で
な
く
、

今
あ
る
法
律
を

ど
う
使
う
か
が
整
理
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思

ヽ
う
ノ
。

０

「
死
ん
で
も
派
遣
は
イ
ヤ
だ
」

▼
私
は
大
学
４
年
生
で
就
職
活
動
が
こ
の
問
終

わ
っ
た
。

友
人
と
就
職
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

と
き
に
よ
く
出
て
く
る
意
見
は

「死
ん
で
も
派

遣
は
イ
ヤ
だ
」
。

派
遣
労
働
の
実
態
は
あ
る
程

度
学
生
で
も
知

っ
て
い
て
、

結
果
的
に
自
分
が

正
社
員
に
な
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

労
働
三
法
が
あ
る
こ
と
自
体
知
ら
な
い
学
生
も

い
る
。
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
大
学
生
た
ち
が
派

遣
労
働
に
つ
い
て
意
見
を
持
た
な
い
の
が
何
よ

り
も
恐
ろ
し
い
と
、

今
日
参
加
し
て
思

っ
た
。

▼
元
は
派
遣
だ

っ
た
。
自
動
車
工
場
で
２
カ
月
か

３
カ
月
の
契
約
、

時
給
が
１
１
５
０
円
。
１
カ

月
の
時
も
あ

っ
た
。

ひ
と
月
ご
と
に
工
場
を
渡

り
歩
く
細
切
れ
雇
用
。

不
満
を
言
う
と
す
ぐ
切

ら
れ
る
。

減
産
に
な
る
と
大
量
に
ク
ビ
を
切

る
。
自
動
車
産
業
で
す
で
に
そ
れ
が
起
き
て
い

る
。

工
場
派
遣
の
場
合
は
寮
住
ま
い
が
ほ
と
ん

ど
だ
か
ら
、

一展
い
止
め
さ
れ
る
と
文
字
ど
お
り

路
頭
に
迷
う
。

そ
う

い
う
こ
と
が
年
末
に
か
け

て
大
量
に
起
こ
る
だ
ろ

つヽ

（池
田
一
慶
さ
ん
、

ガ

テ
ン
系
運
帯
）。

▼
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
を
中
途
半
端
に
終
わ
ら

せ
ず
抜
本
改
革
す
べ
き
だ
。

派
遣
労
働
を
原
則

自
由
化
し
た
９９
年
の

「改
正
」
の
前
に
戻
す
べ

き
だ
。

多
様
な
意
見
を
こ
こ
で
は
紹
介
し
き
れ
な

い
。

私
た
ち
市
民
の
意
見
の
会
３０
は

「市
民
の
意
見
」

の

一
つ
と
し
て
賃
金
差
別
撤
廃
や
全
国

一
律
最
低

賃
金
制
の
確
立
を
掲
げ
て
い
る
。

前
号
の
派
遣
労

働
特
集
や
懇
談
会
を
踏
ま
え
て
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
活
動
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（ま
と
め
・
本
誌
編
集
部

・
井
上
澄
夫
）

９
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原
子
力
空
母
の
横
須
賀
配
備

原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ

・
ワ
シ
ン
ト
ン
配
備
を

３
カ
月
後
に
控
え
た
今
年
６
月
、

「
原
子
力
空

母
配
備
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る

会
」
（以
下

「成
功
さ
せ
る
会
し

は
民
間
団
体
に
依

託
し
て
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

原
子
力

空
母
の
配
備
に
つ
い
て
、

横
須
賀
市
民
の
今
の
意

識
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
知
り
た
い
、

と
い
う

の
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
託
し
た
私
た
ち
の
思
い
だ

っ

た
。

同
時
に
、
１
年
前
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

と
同
じ
質
問
項
目
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
１
年
間

の
市
民
の
意
識
の
変
化
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
思

い
も
あ

っ
た
。

横
須
賀

で
は
原
子
力
空
母
の
配
備
に
反
対
す
る

市
民
の
運
動
が
１０
年
続
い
て
い
た
。

１０
年
の
運
動

の
積
み
重
ね
の
上
に
発
足
し
た
「成
功
さ
せ
る
会
」

は
、

０７
年
、

０８
年
、
２
回
の
住
民
投
票
条
例
の
直

接
請
求
運
動
を
呼
び
か
け
、
２
回
目
の
直
接
請
求

で
は
、

有
権
者

の
７
人
に
１
名

の
署
名
を
集
め
る
、

町
ぐ
る
み
の
運
動
を
実
現
し
て
き
た
。

●
配
備
反
対
が

７。
％
を
超
え
た

議
会
で
条
例
案
は
２
度
と
も
否
決
さ
れ
た
。
し

か
し
、

「
成
功
さ
せ
る
会
」
に
集
ま
る
市
民
は
、

２
年
間
町
の
中
を
走
り
続
け
、

運
動
の
中
で
多
く

新
倉
裕
史

の
市
民
と
接
し
な
が
ら
、

新
し
い
風
が
吹
き
は
じ

め
た
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

風
は
本
当
に
吹

い
て
い
る
の
か
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
注

目
さ
れ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

配
備
に
反
対
は
５
ポ
イ

ン
ト
増
え
て
、

７０
％
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か

っ
た
。

配
備
を
直
前
に
し
て
、

ど
う
せ
来
る
も

の
は
来
る
の
だ
か
ら
と
い
う
、

基
地
の
町
の
宿
命

論
的
な
あ
き
ら
め
は
始
ま

っ
て
い
な
い
。

反
対
の

声
は
着
実
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

米
軍
の
情
報
公
開
や
横
須
賀
市
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
の
評
価
を
聞

い
た
項
目
で
は
、

６４

。
３
％

の
市
民
が
不
十
分
と
答
え
、

取
り
組
み
を
評
価
し

た
市
民
は
わ
ず
か
８
％
だ

っ
た
。

実
は
、

昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
、

市
民
意
識

の
変
化
は
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

配
備
の
是

非
を
住
民
投
票
で
決
め
る
こ
と
に
賛
成
の
市
民
は

７４
％
で
、

配
備
反
対
の
６４
％
を
大
き
く
上
回

っ
て

い
た
。

配
備
に
賛
成
と
答
え
た
市
民
も
、

そ
の

５２
％
が
住
民
投
票
で
決
め
よ
う
と
答
え
て
い
る
こ

と
が
、

反
対
６４
％
を
こ
え
る
数
値
と
な

っ
て
表
わ

れ
て
い
た
。

自
分
達
が
暮
ら
す
町
の
こ
と
は
自
分
達
で
決
め

る
。

た
と
え
そ
れ
が
基
地
問
題
と
い
う
、

国
政
レ

ベ
ル
の
問
題
で
あ

っ
て
も
、

私
た
ち
市
民
が
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
、

そ
う
思

っ
た
市
民
が
住
民
投

票
条
例
の
直
接
請
求
を
支
え
た
の
だ

っ
た
。

と
も
か
く
、

市
民
は
あ
き
ら
め
て
は
い
な

い
。

１
３
０
年
続
く
基
地
の
町
で
、

「あ
き
ら
め
な
い
」

と
い
う
市
民
意
識
が
、

今
こ
の
町
に
あ
る
、

と
い

う
こ
と
に
、

私
た
ち
は
も

っ
と
驚
い
て
い
い
。

●
日
米
安
保
を
拡
大

・
磐
石
化
す
る
横
須
賀

「
↑
ヽ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
）
母
港
化
に
よ

っ
て
、
日
米
安

保
の
信
頼
度
は
飛
躍
的
に
増
し
た
。

あ
の
決
定
に

よ

っ
て
、

今
の
日
米
安
保
の
礎
は
磐
石
の
も
の
と

な

っ
た
」
。

元
米
国
防
総
省
日
本
部
長
ジ
ム

・
ア

ワ
ー
氏
は
、

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
て
こ
う
証
言

す
る

（「在
日
米
軍
指
令
部
し
。

３５
年
前
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
に
よ

っ
て
始
ま

っ
た

横
須
賀
の
空
母
受
け
入
れ
は
、

磐
石
化
し
た

「
日

米
安
保
」
を
拡
大
し
続
け
た
。

湾
岸
戦
争
（空
母
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
イ
）
も
、

イ
ラ
ク
戦
争
ヤ
（空
母
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ク
）
も
、

横
須
賀
を
母
港
と
す
る
空
母
が
主
役
と

な

っ
た
戦
争
だ

っ
た
。
２
つ
の
空
母
の
随
伴
艦
は
、

ど
の
艦
よ
り
も
早
く
巡
航
ミ
サ
イ
ル

・
ト
マ
ホ
ー

ク
を
発
射
し
、

戦
争
の
火
ぶ
た
を
切

っ
て
落
と
し

た
。

横
須
賀
は
国
際
法
を
無
視
し
た
ア
メ
リ
カ
軍

の
先
制
攻
撃
を
支
え
る
町
と
し
て
、

機
能
し
続
け

て
い
る
。

二
つ
の
戦
争
は
、

安
保
条
約
６
条
の

「極
東
条

項
」
を
無
視
し
た
、

「安
保
や
ぶ
り
」
の
戦
争
で

も
あ

っ
た
。

米
軍
再
編
で
日
米
安
保
は
世
界
大
の

軍
事
同
盟
に
変
貌
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

横
須

賀
は
そ
れ
を
す
で
に
実
行
し
て
い
る

・、
と
ん
で
も

あ
き
ら
め
な
い
反
対
市
民
の
声
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な
い
町
と

い
つゝ
わ
け
だ
。

「
日
米
安
保
」
を
磐
石
化
し
、

「
日
米
安
保
」
を

拡
大
し
た
横
須
賀
母
港
の
空
母
は
、
９
月
２５
日
、

原
子
力
空
母
ジ

ョ
ー
ジ

・
ワ
シ
ン
ト
ン
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

横
須
賀
に
設
置
さ
れ
た
ふ
た
つ

の
原
子
炉
。

市
民
は
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
と

祈
り
な
が
ら
の
暮
ら
し
を
強

い
ら
れ
る
。

「
１０
年

前
な
ら
誰
が
想
像
で
き
た
か
」
（米
太
平
洋
軍
司
令

官
）
と

い

つヽ
大
変
化
が
、

私
た
ち
の
目
の
前
で
行

な
わ
れ
た
の
だ
。

こ
の
町

の
と
ん
で
も
な
さ
を
、

私
た
ち
は
九
ご

と
引
き
受

け

て
、

今
こ
こ
に

い
る
。
こ
の
町
を

０
ま
ず
安
全
問
題
を
と
こ
と
ん
追
及
す
る

横
須
賀
で
は
９
月
２５
日
以
降
の
運
動
が
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
。

「住
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る
会
」

で
は
、
９
月
２５
日
以
降
の
運
動
の
た
め
に
、

新
し

い
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
発
行
し
た
。

『原
子
力
空
母

は
本
当
に
安
全
か
。パ
ー
ト
２
』
。

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

５２
ぺ
‐
ジ
ｏ
３
０
０
円
。

あ
え
て
、

こ
の
時
期
に
１
万
部
も

の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作

っ
た
の
は
、
９
月
２５
日
で
運
動
は
終

わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
、

「
決
意
」
と
し
て
語

る
の
で
は
な
く
、

具
体
的
な
物
で
示
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
た
か
ら
。

原
子
力
空
母
配
備
反
対
の
運
動
は
、

横
須
賀
に

２

つ
の
原
子
炉
が
設
置
さ
れ
、

新
た
な
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
に
市
民
は
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
わ
け

だ
か
ら
、

文
字
通
り

「
こ
れ
か
ら
」
が
本
番
。
し

か
し
、

そ
う
は
言

っ
て
も
、

待

っ
て
い
て
、

Ｔ
」

れ
か
ら
」
の
運
動
が
始
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、

原
子
力
空
母
で
あ

っ
て
も
、

既
成
事
実

の
重
み
は
あ
る
。

そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

そ
う
考
え
る
と
、
９

ｏ
２５
以
降
に
、

何
と

か
し
た
い
と
思
う
人
た
ち
の
手
に
、

実
際
に
触
る

こ
と
の
で
き
る
何
か
が
手
渡
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

だ
と
私
た
ち
は
考
え
た
。

そ
こ
で
、新

パ
ン
フ
レ
ツ

ト
、
１
万
部
。

す
で
に
、

「成
功
さ
せ
る
会
」
に
集
ま
る
諸
団

体
に
よ

っ
て
市
内
全
域
で
の
配
布
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。

市
内
最
大
の
本
屋
さ
ん
の
チ

ェ
ー
ン
店
全

店
に
置
い
て
も
ら
う
こ
と
も
決
ま

っ
た
。

９

・
２５
以
降
、

い
く

つ
か
受
け
た
取
材
の
中
で
、

安
全
問
題
だ
け
で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
に
接
し
た
。

紙
幅
が
な
い
の
で
、

私
自
身
の

結
論
だ
け
を
言
え
ば
、

基
地
問
題
の
ひ
と

つ
の
側

面
で
あ
る
安
全
問
題
を
と
こ
と
ん
追
及
で
き
て
こ

そ
、

安
保
の
問
題
も
具
体
的
に
論
ず
る
こ
と
が
で

き
る
と
思

っ
て
い
る
。

安
全
審
査
が
行
な
わ
れ
な

い
ま
ま
ジ
ョ
ー
ジ

・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
横
須
賀
に
配

備
さ
れ
た
の
も
、

す
べ
て
は
軍
事
機
密
、

安
保
の

壁
が
あ
る
か
ら
。

安
全
の
確
認
を
求
め
る
市
民
の

取
り
組
み
は
、

そ
の
ま
ま
安
保
の
壁
に
穴
を
あ
け

よ
う
と
す
る
運
動
で
も
あ
る
。

安
全
問
題
に
関
し
て
言
え
ば
、

特
に
横
須
賀
市

の
姿
勢
は
お
そ
ろ
し
く
後
退
し
て
い
る
。
自
治
体

に
で
き
る
こ
と
、

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
は
や

む
を
え
な
い
と
し
て
も
、

蒲
谷
市
長
は
ま

っ
た
く

何
も
し
よ
う
と
し
な
い
。

ジ
ョ
ー
ジ

・
ワ
シ
ン
ト

ン
の
火
災
事
故
に
つ
い
て
も
、

な
ぜ
８０
区
画
に
火

が
燃
え
広
が

っ
た
の
か
、

こ
の

一
番
肝
心
な
こ
と

に
つ
い
て
、

米
軍
に
質
問
す
ら
し
な
い
。

そ
れ
で

安
全
が
確
認
で
き
る
の
か
と
問
え
ば
、

市
の
担
当

者
は
、

国
が
安
全
だ
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、

の

一

点
張
り
。

こ
う
し
た
市
の
姿
勢
を
市
民
に
広
く
伝
え
る
、

と
い
う
の
が
緊
急
の
課
題
だ
。

間
も
な
く
市
内
全

域
で
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
す
る
。

１２

月
１４
日
に
は
、

井
原
元
岩
国
市
長
を
お
招
き
し
て
、

自
治
体
は
何
が
で
き
る
か
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開

催
す
る
。

（に
い
く
ら
・ひ
ろ
し
、

非
核
市
民
宣
言
運
動
・ヨ
コ
ス
カ
）

基
地

の
な

い
、

あ
た
り
ま
え

の
町
に
変
え

る

た

め

に
、

な
に
を
す

べ

き
か
、

私
た

ち
は
問

い
続

け

る
。

そ

の

答

は
、

こ

の

何
年
間
か

の

地
域
ぐ
る
み

の

運

動

に

よ

っ
て
、

す

ぐ
そ
こ
ま

で
、

近
づ

い
て
き

て
い
る
よ

つヽ

に
思
え
る
。

原子力空母 G・ワシントン入港に抗議するヨコスカ平和船団 (9月 25日 )
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７
０
０
回
目
が
近
づ
く

谷
島
光
治

ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ

ち
ょ

つヽ
ち
ん
デ
モ
を
始
め
た
の
は
１
９
６
７
年

７
月
で
す
。

当
時
は
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
が
高
ま

り
を
見
せ
て
い
た
頃
で
す
か
ら
、

ス
タ
ー
ト
し
た

時
は

「
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
」
で
し

た
。

そ
し
て
そ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
の
小
国
ベ
ト
ナ

ム
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
、

猛
毒
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

が
入

っ
た
除
草
剤
を
使
う
な
ど
、

人
道
上
も
許
さ

れ
な
い
戦
争
に
抗
議
す
る
気
持
ち
も
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終

っ
た
時
、

私
た
ち
の
活
動

は
終

っ
た
と
い
う
発
言
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ベ
ト

ナ
ム
の
問
題
は
ま
だ
終

っ
て
い
な
い
し
、
日
米
安

保
条
約
が
あ
る
限
り
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
惹
き

起
こ
す
戦
争
に
加
担
す
る
体
制
は
変
ら
な
い
の
だ

か
ら
、

「
ア
ン
ポ
を
つ
ぶ
せ
１
ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
」

と
名
を
変
え
、

月
例
デ
モ
を
続
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

た
だ
、

そ
れ
ま
で
月
２
回
の
デ
モ
で
し
た

が
、

長
続
き
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
１

月
１
日
と
毎
月
１５
日
の
、

年
１３
回
と
し
ま
し
た
。

●
多
加
者
２
人
の
と
き
も

吉
祥
寺
駅
南
日
、

丸
井
デ
パ
ー
ト
近
く
の
武
蔵

野
公
会
堂
前
を
午
後
７
時
１０
分

（１
月
１
日
は
午
後

３
時
３０
分
）
に
出
発
し
て
、

三
鷹
駅
前
ま
で
歩
き

ま
す
。

た
だ
、

安
保
反
対
と
言

っ
て
も
横
須
賀
や

座
間
と
違

っ
て
目
の
前
に
デ
モ
の
対
象
が
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、

参
加
者
が
減

っ
て
２
人
に
な
る
こ
と

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
人
が
宣
伝

カ
ー
を
運
転
す
る
と
、

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
歩

く
の
は
あ
と
の
１
人
で
す
。

道
路
を
走
る
車
か
ら

は

「
邪
魔
だ
、

歩
道
を
歩
け
」
「
他
人
の
迷
惑
も

考
え
ろ
」
な
ど
と
怒
鳴
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
、

「継

続
は
力
」
だ
と
私
た
ち
は
思

っ
て
い
ま
す
。

最
近

は
２０
名
を
越
え
る
ほ
ど
の
人
数
に
な
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、

道
端
の
人
が
拍
手
を

し
た
り
、

時
に
は
カ
ン
パ
を
渡
し
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

●
手
押
し
車
に
ア
ン
プ
を
乗
せ
て

デ
モ
自
体
は
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、

車

を
使
う
と
結
構
費
用
が
か
さ
み
ま
す
。

横
須
賀
で

は
手
押
し
車
に
ア
ン
プ
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
乗
せ
て

数
百
人
を
越
す
集
団
で
も
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、

楽
器
伴
奏
の
入

っ
た
歌
の
リ
ー
ド
、

基
地
に
対
す

る
呼
び
か
け
な
ど
、

何
で
も
こ
な
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
の
車
が
老
朽
化
し
て
買

い
換
え

る
こ
と
に
な

っ
た
と
き
、

私
は
横
須
賀
の
真
似
を

し
た
ら
？
と
言

っ
て
は
み
た
の
で
す
が
、

ち
ょ
う

ち
ん
デ
モ
の
創
立
者

。
も
の
の
べ
な
が
お
き
さ
ん

の
遺
品
と
も

い
え
る
ア
ン
プ
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
捨

て
き
れ
ず
、

大
型
機
材
を
積
み
込
め
る
よ
う
な
車

を
使

い
続
け
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
カ
ー
は
酷
使
に

も
耐
え
て
健
在
、

音
量
は
右
翼
の
街
宣
車
に
は
負

け
ま
す
が
、

繁
華
街
の
道
路
で
も
充
分
使
え
ま
す
。

も
の
の
べ
な
が
お
き
さ
ん
は
、

戦
時
中
、

学
生

運
動
で
逮
捕
さ
れ
、

留
置
所
暮
ら
し
が
長
か

っ
た

人
で
す
が
、

戦
後
の

一
時
期
は
労
働
運
動
や
市
民

運
動
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
し
た
。

も
の
の
べ
さ
ん
は
原
水
爆
禁
止
運
動
に
も
積
極

的
に
取
り
く
み
、
１
９
８
０
年
代
に
は
１６
ミ
リ
映

写
機
と
フ
ィ
ル
ム
を
車
に
積
み
込
ん
で
、

東
京
だ

け
で
な
く
近
県
を
く
ま
な
く
回

っ
て
１０
フ
ィ
ー
ト

運
動
の
上
映
会
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

１０
フ
ィ
ー

ト
運
動
と
は
、
１
人
が
１０
フ
イ
ー
ト
分
ず

つ
お
金

を
出
し
合

っ
て
米
軍
か
ら
フ
イ
ル
ム
を
買
い
取
り
、

そ
れ
を
も
と
に
原
水
爆
の
被
害
を
明
ら
か
に
す
る

映
画
を
作

っ
た
も
の
で
、

い
ま
で
も
そ
の
フ
ィ
ル

ム
は
５
作
分
全
部
私
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

少

人
数
の
集
会
で
映
写
す
る
こ
と
も
あ
り
、

評
判
も

い
い
の
で
す
が
、

映
像
が
ほ
と
ん
ど
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

な

っ
た
今
で
は
上
映
の
機
会
も
な
く
な
り
、

も

っ

た
い
な
い
と
思
い
つ
つ
死
蔵
し
て
い
ま
す
。

あ
ま

り
金
を
か
け
ず
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
移
し
変
え
る
方
法
は

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
頃
使

っ
て
い
た
団
体
名

「
原
爆
の
記
録
を

写
す
会
」
は
、

ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
の
会
よ
り
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

も
の
の
べ
さ
ん
が
亡
く
な

っ
た
の
は
１
９
９
６

年
の
１２
月
１５
日
で
す
。

ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
の
当
日

で
し
た
か
ら
、

出
発
前
に
病
院
に
寄

っ
て
、

こ
れ
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か
ら
デ
モ
に
出
発
し
ま
す
と
お
知
ら
せ
す
る
つ
も

り
で
し
た
。

私
が
顔
を
出
し
た
時
も
の
の
べ
さ
ん

は
、

か
細

い
声
で

「あ
と
の
こ
と
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
言

っ
た
き
り
意
識
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

慌
て
て
医
者
に
来
て
も
ら

つ
た
ら
、

ご

臨
終
で
す
と
告
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
以
来
私

は
ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
と
縁
が
切
れ
ず
に
い
ま
す
。

●
著
寮
と

の
人
間
関
係

デ
モ
を
続
け
て
い
る
と
、

警
察
と
も
妙
な
縁
が

で
き
ま
す
。

奇
数
月
は
三
鷹

コ
ー
ス
で
す
か
ら
、

吉
祥
寺
通
り
を
南
下
、

運
雀
通
り
か
ら
三
鷹
駅
前

通
り
を
北
上
し
ま
す
。

偶
数
月
は
武
蔵
野
コ
ー
ス

で
す
。

吉
祥
寺
駅
前
か
ら
北

へ
五
日
市
街
道
に
出
、

市
民
文
化
会
館
の
先
を
左
折
し
て
三
鷹
駅
に
出
ま

す
。

両
方
と
も
３
ｋ
ｍ
、
１
時
間
弱
で
す
。

そ
し

て
武
蔵
野

コ
ー
ス
は
、

ず

っ
と
武
蔵
野
警
察
の
管

轄
地
域
を
歩
き
ま
す
が
、

三
鷹

コ
ー
ス
は
途
中
で

三
鷹
警
察
に
変
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
警
官
の
対

応
も
微
妙
に
違

っ
て
く
る
の
で
す
。
よ
く
言
え
ば

武
蔵
野
警
察
の
方
が
人
間
的
で
、

私
た
ち
と
も
挨

拶
を
か
わ
し
た
り
、

時
に
は
冗
談
を
言

っ
た
り
も

し
ま
す
。

そ
の
代
わ
り
人
間
関
係
を
利
用
し
て
、

次
回
か
ら
距
離
が
短

い
コ
ー
ス
に
変
え
さ
せ
よ
う

と
話
し
か
け
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

速
く
歩

か
せ
て
早
く
終
ら
せ
た
い
と
企
ん
で
い
る
気
配
を

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

仲
間
で

「終

っ
た
あ

と
ど
こ
で
飲
も
う
か
」
な
ど
と
話
を
し
て
い
る
の

を
聞
く
と
、

や

っ
ぱ
り
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

比
較
す
る
と
、

三
鷹
警
察
は
人
間
味
は
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
が
、

九
帳
面
に
仕
事
を
続
け
て
い
る
点

は
評
価
で
き
そ
う
で
す
。

公
務
員
と
し
て
は
、

そ

の
方
が
い
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
反
戦

の
頃
は
、

若
者

の
参
加
が
目

立

っ
て
い
ま
し
た
。
も
の
の
べ
さ
ん
の
お
宅
は
敷

地
が
２
０
０
坪
以
上
あ

っ
た
の
で
、

広

い
庭
に

あ

っ
た
物
置
の
よ
う
な
建
物
に
泊
り
込
ん
だ
学
生

風
の
若
者
が
、

デ
モ
の
時
間
に
な
る
と
出
か
け
る

と
い
う
参
加
の
仕
方
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

今
の
若

者
に
は
デ
モ
は
古
臭
く
て
魅
力
が
な
い
の
だ
ろ
う

と
、

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

・
パ
レ
ー
ド
な
ど
と
言
い

方
を
替
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
が
、

そ

れ
で
若
者
が
参
加
す
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
。

今
、

ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
の
参
加
者
も
高
齢
に
な

っ
て
い

ま
す
が
、

か
つ
て
の
若
者
が
そ
の
ま
ま
年
を
取

っ

た
と
い
う
感
じ
で
す
。

た
だ
、

若
者
の
参
加
は
少
し
ず

つ
で
す
が
増
え

て
い
ま
す
。

年
に
１
～
２
回
は
参
加
し
て
く
れ
る

人
に
聞

い
て
み
た
ら
、

「毎
月
１５
日
は
ち
ょ
う
ち

ん
デ
モ
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
ん
だ

け
れ
ど
、

な
か
な
か
時
間
が
取
れ
な
く
て
参
加
で

き
な
い
」
と
い
う
答
え
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。

若

者
が
置
か
れ
て
い
る
想
像
以
上
に
厳
し
い
労
働
環

境
が
活
動
を
停
滞
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
は
２
０
１
０
年
２
月
１５
日
が

７
０
０
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
は
ま
ず
記
念

集
会
を
開
き
、

そ
の
後
で
い
つ
も
と
同
じ
デ
モ
を

し
て
い
ま
し
た
。

デ
モ
は
何
が
あ

っ
て
も
変
更
し

な
い
と

い
う
こ
と
が
、

私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

大
雪
が
降

つ
た
と
き
、

警
察
か
ら
何
度
も
電
話

が
か
か
り
ま
し
た
。

「
今
日
は
中
止
で
し
ょ
？
」

「
い
え
、

や
り
ま
す
」
「
本
当
に
や
り
ま
す
か
？
」

「
本
当
で
す
」
警
察
は
あ
き
ら
め
て
、

チ

エ
ー
ン

を
巻

い
た
パ
ト
カ
ー
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

私
た

ち
は
街
宣
車
な
し
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、

地
声

で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
続
け
ま
し
た
。
７
０
０

回
記
念
は
月
曜
日
で
す
が
、

午
後
５
時
か
ら
記
念

行
事
、
７
時
か
ら
デ
モ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（や
じ
ま
。
こ
う
じ
、

三
鷹
ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
の
会
）

2008年 1月 1日 のデモ、武蔵野公会堂前にて
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■

日

日

―

日

日

日

ロ

ロ

ー

日

―

ｌ

ｄ

一意
見
広
告
に
宏

一

一加
し
た
を

っ
か

け
と
岳
期

へ
の

拘
負

市
民
走
見
広
告
運
動

ス
タ
ッ
７
は
語
石

―
　
私
が
こ
の
運
動
に
か
か
わ

っ
た
の
は
確
か

４
期
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
き

っ
か
け
は
元
北
区

の
区
議
さ
ん
、

そ
の
方
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

「市

政
報
告
」
に

「
９
条
を
守
る
意
見
広
告
に
賛
同
し

ま
し
よ

つゝ
！
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、

以
前
か
ら
戦
争
放
棄
を
う
た

っ
た
９
条

は
変
え
て
は

い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

早
速
賛
同
金
を
送
り
ま
し
た
。

そ
の
後
送
ら
れ
て

き
た
報
告
書

の
中
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
募
集
が
あ

っ

た
の
で
、

少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
参

加
し
て
今
に
至

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら

い
つ
の
間
に
か
５
年
目
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
と
は
い
え
、

は
じ
め
の
う
ち
は
発

送
や
ら
色

々
な
雑
用
を
手
伝
う
こ
と
ぐ
ら
い
し
か

出
来
な
く
て
、
６
期
頃
か
ら
先
輩
に
教
え
て
頂
い

て
Ｐ
Ｃ
入
力
な
ど
少
し
深
く
か
か
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、

全
体
の
流
れ
な
ど
細
か
い
こ
と
は

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「 口 ~口 ~ ~ ~ロ

L“ ロ ロ ロ ー ロ ロ ロ ロ

８
期
は
ス
タ
ッ
フ
が
入
れ
替
わ

っ
て
戸
惑
う
こ

と
が
多
い
の
で
す
け
れ
ど
、皆

で
知
恵
を
出
し
合

っ

て
頑
張

っ
て
よ
い
広
告
が
出
せ
た
ら
い
い
な
あ
と

思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
色
々
な
集
会
に
皆
で
参
加

す
る
の
も
大
変
勉
強
に
な
っ
て
い
い
で
す
ね
。

色
々

難
題
も
有
り
ま
す
が
楽
し
み
な
が
ら
や
つ
て
い
き

た
い
で
す
。

今
ま
で
中
心
に
な
っ
て
や
っ
て
下
さ
っ

た
人
た
ち
の
ご
苦
労
が
身
に
沿
み
て
い
ま
す
。

●
最
初
は
メ
ー
ル
を
見
て

Ｋ
　
私
は
地
元
で
９
条
の
会
を
や
り
始
め
た
ん

で
す
が
、

何
を
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
く
て
、

そ
の
時
に
意
見
広
告

の
メ
ー
ル
を
見
て
、　

一
人

２
０
０
０
円
、

団
体
だ

っ
た
ら
４
０
０
０
円
だ

っ

た
の
で
、

地
元
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
、
９
条
の
会

で
４
０
０
０
円
出
し
て
賛
同
し
な
い
か

っ
て
相
談

し
た
ら
、

「
そ
れ
な
あ
に
、

こ
う

い
う
と
こ
ろ

っ

て
怪
し
い
の
よ
ね
」

っ
て
言
わ
れ
た
け
ど
、

私
は

信
頼
で
き
た
か
ら
そ
れ
が
悔
し
く
て
、

自
分
は
個

人
で
賛
同
し
た
ら
名
前
が
出
た
ん
で
す
よ
ね
。

そ

の
時
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
も
募
集
し
て
い
て
、

私
も

休
眠
状
態
で
自
分
が
何
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

か

っ
た
の
で
、

講
演
会
や
講
習
会
の
こ
と
な
ど
の

ノ
ウ

ハ
ウ
を
教
え

て
く
れ
る
と
思

っ
て
初
め
て

行

っ
た
ら
、

ま
た
来
て
ね

っ
て
言
わ
れ
て
、

そ
れ

か
ら
行
き
始
め
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
。

ず

い

ぶ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
６
期
の
後
半
と
７
期
と
１
年
半
ぐ
ら

い
、

世
の
中
と
ち
ょ
っ
と
ず
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な

っ
て
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

会
社
の

中
で
も
若

い
子
と
か
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
子
と
私

の
話
す
こ
と
が
極
端
に
乖
離
し
て
い
る
の
で
、

そ

こ
を
ど
う

い
う
風
に
し
た
ら
い
い
の
か
考
え
て
い

ま
し
た
。

８
期
で
は
同
じ
よ
う
に
考
え
る
人
た
ち
と
や
っ

て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

っ
て
期
待
が
あ

っ
て

嬉
し
か

っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、

講
演
会
の
こ
と
や

文
案
な
ん
か
も
含
め
て
担
当
制
に
し
た
り
と
か
役

割
分
担
し
た
り
、

当
番
制
に
し
た
り
と
か
、

来
年

は
国
民
投
票
法
案
が
日
前
に
追

っ
て
い
る
け
ど
、

今
年
は
ま
だ

一
年
あ
る
の
で
、

様
々
な
個
性
の
人

が
そ
れ
ぞ
れ
吸
収
し
て
き
た
も
の
を
寄
せ
集
め
て
、

講
演
会
も
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
方
式
に
し
た
り
、

実
験

の
年
と
し
て
新
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
ト
ラ
イ
し

て
い
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

っ
て
い
い
な
と
思

っ
て

ま
す
。

●
い
ま
動
か
な
い
と
後
悔
す
る
と
い
う
気
持
ち

Ｔ
　
私
は
平
和
運
動
に
細
く
長
く
関
わ

っ
て
き

ま
し
た
が
、

人
と
関
わ
る
こ
と
が
苦
手
で
、　

一
人

９
条
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
現
在
住
ん

で
い
る
地
域
の
９
条
の
会
に
１
、
２
度
参
加
し
ま

し
た
が
、

イ
マ
イ
チ
と
思

っ
た
の
で
参
加
を
辞
め

た
ら
、

あ
る
日
、

Ｋ
さ
ん
と
も
う

一
人
の
方
が
、

家
に
来
ら
れ
て

「
手
伝

っ
て
ほ
し

い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。　

一
度
は
断
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

今
、

動
か
な
い
と
後
悔
す
る
と

い
う
気
持
ち
も
あ

り
、

運
営
補
助
と
い
う
こ
と
で
参
加
し
て
、

現
在

は
深
く
関
わ
り
運
営
事
務
局
担
当
で
す
。

意
見
広

告
は
、

Ｋ
さ
ん
の
紹
介
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
な
り
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ま
し
た
。

友
人
が
意
見
広
告
の
賛
同
者
だ

っ
た
の
で
聞
い

て
は
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
自
分
が
、

ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
と
し
て
参
加
す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
昨
年
に
比
べ
て
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま

す
。

た
だ
実
務

ス
タ

ッ
フ
に
な
り
、

思

っ
た
よ

り
責
任
分
担
制

っ
て
で
つ
の
は
難
し

い
も
の
だ

な
ぁ
っ
て
い
つヽ
実
感
で
す
ね
。
８
期
は
、

意
見
広

告
運
動
転
換

の
年
か
な
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
少

し
深
く
関
わ

っ
て
み
た
い
っ
て
気
が
し
て
ま
す
。

全
国
に
散
ら
ば

つ
て
い
る
お
友
達
と
意
見
広
告
に

掲
載
さ
れ
る
名
前
を
見
て
繋
が

っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
今
年
は
特
に
実
感
で
き
ま
し
た
。
ま
た
繋

が
る
と

い

つヽ
意
味
で
は
全
国
各
地
の
９
条
の
会
な

ど
で
、

が
ん
ば

っ
て
い
る
人
た
ち
と
、

同
じ
目
的

で
運
動
し
て
い
る
と
い
う

一
体
感
も
感
じ
ま
し
た
。

８
期
は
意
見
広
告
初
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
る
こ
と
が

決
ま
り
、

鈴
木

一
誌
さ
ん
の
事
務
所
に
何
度
も
お

邪
魔
し
て
、

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、

や
っ
と
出
来

上
が
り
ま
で
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
作
り
の
大
変
さ
も
経
験
し
、

久
し
ぶ
り

に
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
る
喜
び
を
味
わ

つ
て
い
ま

す
。

●
次
に
緊

い
で
い
こ
う
と
の
思
い

Ｓ
　
私
は
仕
事
を
し
て
い
た
時
に
目
の
前
の
生

徒
達
に
困
難
な
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
、

特
に
定
時

制
な
ん
か
で
は
、

や
っ
ぱ
り
社
会
が
変
わ
ら
な
い

と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
っ
て
い
う
思
い
を
何
度
も

し
た
の
で
、

仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
何
か
少
し
で
も

社
会
的
な
運
動
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ

っ
て
、

教
育
行
政
が
ひ
ど
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

歯
軋
り
す
る
思
い
で
い
つ
も
そ
う
い
つヽ
こ
と
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
退
職
し
て
か
ら
探
し
た

幾

つ
か
の
団
体
の
中
で
、

意
見
広
告
で
は
、

集
会

に
は
出
ら
れ
な
い
、

平
和
を
求
め
る
気
持
ち
は
あ

る
け
れ
ど
行
動
で
き
な
い
っ
て
い
う
そ
う

い
う
皆

さ
ん
の
声
を
集
め
て
、

何
か
お
仕
事
で
き
る
か
な

と
思

っ
て
、

そ
れ
で
入
り
ま
し
た
。

８
期
は
、
５
人
で
ス
タ
ッ
フ
を
組
ん
だ
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、

全
員
が
重
な

っ
て
出
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
の
で
、

結
構
難
し
い
な

っ
て
で
つ
の
は

実
感
し
て
ま
す
。

た
だ
去
年
や
っ
て
思

っ
た
の
は
、

全
国
か
ら
年

金
の

一
部
を
必
ず
送

っ
て
く
だ
さ
る
中
高
年
の
方

十
も

っ
と
若

い
人
に
も
入

っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う

し
た
ら

い
い
の
か
、

い
ろ
ん
な
集
会
に
出
れ
ば
出

る
ほ
ど
次
に
繋
い
で
い
か
な
く
て
は
と
い
う
思
い

が
あ

っ
た
の
で
、

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作

っ
て
み
た
り
、

若

い
人
の
パ
レ
ー
ド
で
楽
し
く
撒
け
る
チ
ラ
シ
も

作

っ
た
り
し
て
、

深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
で
す
。

　
　
　
（ｌｏ
月
１９
日
、

代
々
木
事
務
所
で
）

＊
映
画
と
揺
浸
の
集
い
を
開
き
ま
す

２
０
０
９
年
３
月
７
日

（土
）
午
後
、

３０
の
会

・
東
京
主
催
で
、

映
画

『ア
メ
リ

監
督
の
対
談
の
会
を
企
画
し
て
い
ま
す

（

左
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

（Ｔ
）

会
場
　
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ

・
ホ
ー

参
加
費
　
前
売
り
１
０
０
０
円

（当
日
１
２
０
０
円
）

＊
チ
ケ
ッ
ト
発
売
１２
月
よ
り

（予
定
）

市
民
意
見
広
告
運
動
と
市
民
の
意
見

力
　
ば
ん
ざ
い
』
上
映
と
藤
本
幸
久

対
談
の
お
相
手
は
未
定
）
。

ル

（神
宮
前
）

映 画 と常 減 の 集 い

繁 妨

crazy as usua日
上LR日 :2009年 03月 07日 (土)

時 間 :年後 1時 30分 ～

会 場 :東京ウィメンズブラザ /ホ ール

上限後 :藤本宰久監督のお話

参カロ貫:前売1.000円 (当日11200円)

＊
意
見
広
告
初
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

出
来
ま
し
た

鈴
木

一
誌
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

サ
イ
ズ
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｌ
の
３
サ
イ
ズ

カ
ラ
ー
は
３
色
展
開

ミ
ン
ト
グ
リ
ー
ン
　
フ
ロ
ス
ト
ブ
ル
ー

フ
ロ
ス
ト
ピ
ン
ク

ー
枚
１
３
０
０
円
で
す
。

好
評
発
売
中
！

市民の意見 N0111 2008/12/1ワ
′

９
々



ン

■

■

■

口

■

■

■

■

■

口

■

日

日

■

■

Ｅ

Ｅ

田

■

日

■

田

田

■

■

■

眠

田

出

■

■

Ｈ

■

■

口

田

田

原
発
老
朽
化
問
題
研
究
会
編

『ま
る
で
原
発
な
ど
な
い
か
の
よ
う
に
』

阿
部
め
ぐ
み

資
金
力
に
圧
倒
的
な
差
が
あ
る
相
手
に
対
抗
す

る
の
は
大
変
だ
。

た
と
え
ば
毎
朝
テ
レ
ビ
で
流
さ

れ
る
東
京
電
力

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
。

「柏
崎
刈
羽
原
発
は

（将
来
の
安
全
運
転
の
た
め
に
）

た
だ

い
ま
安
全
点
検
中
で
す
」
。

そ
し
て
父
と
子

の
ブ
ー
メ
ラ
ン
遊
び
に
な
ぞ
ら
え
て

「
（核
燃
料
サ

イ
ク
ル
は
）
輪
を
描
い
て
か
え

っ
て
く
る
ん
だ
よ
」
。

い
い
か
げ
ん
な
こ
と
を
い
う
な
、

と
反
論
の
Ｃ
Ｍ

で
も
流
し
た

い
け
れ
ど
、
ど
う
し
よ
う
も
な

い
。

悔
し
い
な
あ
。

そ
ん
な
時
、

「
ま
え
が
き
」
だ
け
で
も
読
ん
で

み
れ
ば
、

と
薦
め
ら
れ
て
手
に
し
た
の
が
こ
の
本

で
し
た
。

原
発
問
題
に
長
年
た
ず
さ
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
バ

リ
バ
リ
の
理
系
の
プ
ロ
達
が
書
か
れ
た
本
を
、

最

近
本
が
読
め
な
く
て
、

と
な
げ

い
て
い
た
、

学
生

時
代
に
物
理
が
赤
点
だ

っ
た
私
が
、

三
日
で
読
ん

で
し
ま

い
ま
し
た
。

難
し
く
て
飛
ば
し
読
み
を
し

た
と
こ
ろ
も
無
論
あ
る
の
で
す
が
、

何
よ
り
と
て

も
面
白
か

っ
た
の
で
す
。

た
と
え
ば
第

一
章

「
は
び
こ
り
は
じ
め
た

『安

全
余
裕
』
と

い
う
危
険
神
話
」
は
こ
う
始
ま
り
ま

す
。「

航
空
機
事
故
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

原
発

の
大
事
故
も
起
き
る
と
き
は
あ
る
日
突
然
予
告
な

し
に
起
き
る
。
こ
の
こ
と
を
少
し
の
皮
肉
を
込
め

て
言
い
換
え
れ
ば
、

原
発
は
大
事
故
を
起
こ
す
直

前
ま
で
は
安
全
だ
。

原
発
の
安
全
性
と
は
本
質
的

に
そ
う

で
つ
も
の
で
あ

っ
て
、

け

っ
し
て
そ
れ
以

上
の
も
の
で
は
な

い
。

」
そ
し
て
、

原
発
推
進
派

の
学
者
が
語
る
、

安
全
余
裕
や
安
全
率
と

い
う
用

語
が
、

私
た
ち
が
そ
の
言
葉
に
持

つ
イ
メ
ー
ジ
と

い
か
に
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
あ
る
か
が
、

数
式

を
解
く
よ
う
に
証
明
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
本
は
中
学
生
に
も
分
か
る
ゲ
ン
パ
ツ
の
本

を
書
＞」う
と
着
手
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

「
原

発
の
老
朽
化
は
と
く
に
心
配
な
こ
と
の

一
つ
で
、

そ
う
考
え
る
有
志
が
あ

つ
ま

っ
て
研
究
会
を

つ

く

っ
て
い
ま
す
。

」
そ
の
、

原
子
力
資
料
情
報
室

の
中
の
原
発
老
朽
化
問
題
研
究
会
の
労
作
で
す
。

第
二
章
か
ら
四
章
ま
で
は
、

現
実
に
い
く

つ
も

起
こ
っ
て
い
る
原
発
事
故
の
検
証
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

ど
の
事
例
に
あ

っ
て
も
、

原
発
の
専
門
家
、

科
学
の
プ
ロ
が
、

な
ぜ

「ま
さ
か
―
そ
ん
な
‥
と

と
い
う
レ
ベ
ル
の
対
応
し
か
出
来
な
か

っ
た
の
か
。

二
章
で

一
つ
の
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
工
学
と

い
う
の
は
、

も
の
を

つ
く
る
た
め
の
学

問
で
あ
る
。

」
だ
か
ら
も
の
づ
く
り
自
体

の
是
非

を
問
う
場
面
で
は

「
必
ず
と

い
っ
て
よ

い
ほ
ど
、

目
的
で
あ
る

『
つ
く
る
』
ほ
う
に
傾
い
た
結
論
に

な

る
。

材
料
の
劣
化
も
、

人
為
的
な
ミ
ス
も
、

大
き
な

地
震
も
起
こ
ら
な
い
こ
と
に
す
る
、

そ
う

い
う
理

に
合
わ
な
い
設
定
の
上
に
原
発
が
な
り
た

っ
て
い

る
と

い
う
指
摘
に
は
背
筋
が
寒
く
な
り
ま
す
。

安
全
と

い
う
願
望
に
す
が
り
現
実
を
直
視
し
な

い
の
は
推
進
派
だ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
実
は
、

原
発
推
進
と

い
う
国
策
を
最
も
強
力

に
後
押
し
し
て
い
る
も
の
は
、

大
都
会
の
人
間
の
、

意
識
さ
れ
な
い
無
関
心
だ
。

寝
て
い
る
も
の
を
目

覚
め
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
―

こ
れ
が
原
発
を
推

進
す
る
行
政
の
暗
黙
の
戦
略
で
あ
る
だ
ろ
う

（後

略
と有

権
者
は
寝
て
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
言

っ
た

元
首
相
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
目
を
さ
ま
し
、

起
き
な
け
れ
ば
…
…
…
―

「
し
ろ
う
と
は
だ
ま

っ
て
い
ろ
」
と

い
わ
れ
た

時
に
、

少
な
く
と
も
私
た
ち
は
こ
の
本
を
活
用
し

て

（た
と
え
ば
、

該
当
の
箇
所
を
必
死
に
に
わ
か
勉
強

し
て
）、
「
で
も
、

そ
う
じ
ゃ
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」
と
反
論
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う

（相

手
が
単
な
る
知
っ
た
か
ぶ
り
な
ら
、
こ
れ
で
わ
た
り
あ
え

そ
う
で
す
）。

で
も
、

権
力
の

「だ
ま

っ
て
い
ろ
」
に
本
当
に

対
抗
す
る
に
は
、

「
原
発
は
や
め
よ
う
、

私
た
ち

は
ま
ち
が

っ
て
い
な
い
」
と
言

い
切
る
自
信
を
、

少
し
で
も
多
く
の
人
が
持

つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
そ
の
た
め
に
十
分
に

『使
え
る
』
、

生

き
生
き
し
た
言
葉
に
満
ち
た
、

素
敵
な
本
で
す
。

（あ
べ
・
め
ぐ
み
、

市
民
の
意
見
３０
の
会

・
東
京
会
員
）

（現
代
書
館
刊
、

二
三
〇
〇
円

十
税
）

市民の意見 NO.111 2008/12/1



監
督
／
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ソ
ク
ー
ロ
フ
　
■
ロ
シ

ア
／
劇
映
画
、

９２
分
　
■
主
演
／
ガ
リ
ー
ナ

・
ヴ
ィ

シ
ネ
フ
ス
カ
ヤ
　
■
配
給
／
パ
ン
ド
ラ
、

太
奏
　
■

２
０
０
８
年
１２
月
２０
日
以
降
、

渋
谷
ユ
ー
ロ
ス
ペ
ー

ス
を
は
じ
め
全
国
で
順
次
公
開

▼
や
や
太
り
気
味
で
足
元
が
あ
ぶ
な

っ
か
し
い
老

女
が
ひ
と

り
、

貨
物
列
車
か
ら
荒
廃
し
た
チ

ェ

チ

エ
ン
の
町
、

グ

ロ
ー
ズ

ヌ
イ

の
ロ
シ
ア
軍
駐
屯

地
に
降
り
立

つ
。

彼
女
は
こ
こ
に
勤
務
す
る
２７
歳

の
孫
に
会

い
に
来
た
の
だ
。

ロ
シ
ア
で
は
、

兵
士

の
家
族
が
前
線
ま
で
面
会
に
来
る
例
が
珍
し
く
な

い
と
い
う
。

意
外
な
話
で
あ
る
。

▼
殺
風
景
な
駐
屯
地
の
テ
ン
ト
暮
ら
し
の
中
で
、

老
女
は
部
隊
長
に
も
下
級
兵
士
に
も
物
怖
じ
せ
ず

に
話
し
か
け
、

兵
士
た
ち
に
ピ

ロ
シ
キ
を
ふ
る

ま

っ
て
故
郷
の
母
親

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
。

し
か
し
、
７
年
ぶ
り
に
会

っ
た
孫
は
精
碍
な
面
構

え
の
小
隊
長
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の

人
び
と
を
殺
傷
し
た
経
験
や
日
々
地
雷
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
緊
張

の
た
め
、

内
面
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に

傷

つ
い
て
い
る
。

彼
女
の
力
で
も
癒
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

▼
老
女
は
近
く
の
日
用
品
市
場
に
出
か
け
、

地
元

の
女
性
た
ち
と
親
し
く
な
る
。

戦
火
の
跡
も
生
々

し
い
彼
女
ら
の
家
を
訪
れ
、

語
り
合
う
。

彼
女
ら

の
１
人
は
言
う
。

「
男
同
士
は
敵
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
け
れ
ど
、

私
た
ち
は
姉
妹
よ
」
。

帰
り
に

老
女
を
送

っ
て
く
れ
た
若
者
は

「
ロ
シ
ア
は
も
う

わ
れ
わ
れ
を
解
放
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

「ど

ん
な
に
辛
い
こ
と
で
も
、

い
つ
か
は
終
る
」
と
い

つヽ
の
が
、

彼
女
の
容
中え
だ

っ
た
。

▼
こ
の
映
画
は
チ

ェ
チ

ェ
ン
戦
争
そ
の
も
の
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
描

い
て
い
な
い
、

と
批
判
す
る

人
が
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

確
か
に
こ
の
作
品
を

見

て
も
、

ニ
ュ
ー
ス
解
説
を
見
る
よ
う

に
チ

ェ

チ

ェ
ン
戦
争
の
複
雑
な
経
緯
や
悲
惨
な
実
態
が
わ

か
る
わ
け
で
は
な

い
。

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、

日
本

で
先
頃
話
題
に
な

っ
た

（終
戦
時
の
ヒ
ロ
ヒ
ト
を
描

い
た
）
ソ
ク
ー
ロ
フ
の

「太
陽
」
を
見
て
も
、

と

く
に
日
本
の
天
皇
制
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
る
効

果
は
な
か

っ
た
の
と
同
様
だ
ろ
う
。

彼
が
映
画
表

現
に
求
め
て
い
る
の
は
、

も
う
少
し
違
う
次
元
の

普
遍
性
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

▼
ソ
ク
ー
ロ
フ
に
と

つ
て
、

老
女
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ラ
は
平
和
と
日
常
生
活
の
象
徴
で
あ
る
。

彼
女
の

動
作
は
あ
く
ま
で
鈍
く
、

ゆ

っ
た
り
し
て
い
て
、

近
代
兵
器
や
装
甲
車
、

重
装
備
の
兵
士
ら
と
は
お

よ
そ
そ
ぐ
わ
な
い
。
こ
の
作
品
は
そ
の
対
比
を
入

念
に
描
く
こ
と
に
よ

っ
て
、

ど
ち
ら
が
人
間
と
し

て
ノ
ー
マ
ル
で
あ
り
ど
ち
ら
が
狂

っ
て
い
る
か
を

問

い
か
け
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、

プ
ー
チ
ン
が

ブ

ッ
シ

ュ
に
悪
乗
り
し
て

「
対
テ
ロ
戦
争
」
と

正
当
化
し
て
い
る
こ
の
戦
争
も
、

ほ
か
の
も
ろ
も

ろ
の
戦
争
と
同
様
に
大
義
を
欠

い
て
い
る
こ
と
を
、

き
わ
め
て
控
え
め
に
訴
え
て
い
る
。

い
ま
の
ロ
シ

ア
の
制
限
さ
れ
た
表
現
状
況
の
中
で
は
こ
れ
が
ぎ

り
ぎ
り
の
方
法
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

と
い
う

よ
り
も
む
し
ろ
、

こ
れ
が
ソ
ク
ー
ロ
フ
の
戦
争
批

判
の
や
り
方
な
の
だ
と
思
う
。

▼
主
役

の
ガ
リ
ー
ナ

・
ヴ
ィ
シ
ネ
フ
ス
カ
ヤ

（８２

歳
）
は
広
く
知
ら
れ
た
か

つ
て
の
ボ
リ
シ
ョ
イ

・

オ
ペ
ラ
の
プ
リ
マ
・
ド
ン
ナ
、

名
チ
ェ
リ
ス
ト
の

夫

ロ
ス
ト

ロ
ポ
ー
ヴ
ィ

ッ
チ
と
共
に
作
家

ソ
ル

ジ

ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
を
保
護
し
て
ソ
連
を
追
放
さ
れ

た
民
主
化
運
動
の
旗
手
で
あ
る
。

そ
の
波
乱
の
人

生
は
、

『ガ
リ
ー
ナ
自
伝
』
（和
田
旦
訳
、
１
９
８
９

年
み
す
ず
言
房
刊
）
に
詳
し
い
。

実
際
の
ロ
シ
ア
現

代
史
の
中
で
歴
史
的
な
役
割
を
演
じ
た
こ
の
女
性

が
、

映
画
の
中
で
も
強
烈
な
存
在
感
を
示
し
て
い

る
の
は
、

け
だ
し
当
然
と

い
え
よ
う
。

本
野
義
雄

（も
と
の
。
よ
し
お
、

本
誌
編
集
委
員
）

rチェチェンヘ アレクサンドラの
強  神 鞭乾l  i        l             龍

翻
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み

の
執
多
体
験

孫
た
ち

へ
の
証
言

真

っ
赤
に
焼
け
た
鉄
の
棒
で
、

思
い
っ
き
り
殴

ら
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
左
腰
に
受
け
た
。

喉
が
ガ

ア
ー
ッ
と
渇
く
。

思
わ
ず
小
銃
の
把
手

か
ら
手
が
離
れ
、

雪
を
掴
ん
で
口
に
入
れ
た
。

「俺
は
何
歳

（い
く
２

だ

っ
た

っ
け
Ｉ
Ｌ

と
頭

に
浮
か
ぶ
。

幼

い
頃
、病

魔
に
侵
さ
れ
て
亡
く
な

っ

た
母
、

そ
の
後
応
召
ま
で
育
て
て
く
れ
た
父
、

そ

し
て
姉
や
兄

・
妹
た
ち
の
顔
が
、

走
馬
燈
の
よ
う

に
頭
の
中
を
駆
け
巡

っ
て
い
る
。

こ

つヽ
書
け
ば
永
い
時
間
の
よ
う
だ
が
、

ほ
ん
の

一
瞬
の
こ
と
だ

っ
た
。

私
の
少
し
う
し
ろ
、

右
横
側
に
い
た
戦
友
の
背

中
の
、

機
銃
の
弾
庫
が
花
火
の
よ
う
に
火
を
吹
き
、

暴
発
し
て
い
る
の
が
、

薄
れ
行
く
意
識
の
な
か
で

判

っ
て
い
る
。

１
９
４
５
年
２
月
８
日
午
前
９
時
頃
の
こ
と
。

場
所
は
中
国
湖
南
省
郡
陽
県
厳
村
と
い
う
小
さ

な
集
落

の
、

丘
の
中
腹
に
建

っ
て
い
る
２
階
建
て

の
農
家

の
前
庭
。
こ
こ
が
匪
賊

（注
１
）
の
拠
点
。

い
ま
思
え
ば
無
茶
な
こ
と
を
し
た
も
の
で
、

こ

の
農
家
を
完
全
に
取
り
囲
ん
で
、

そ
の
正
面
３０

メ
ー
ト
ル
ま
で
接
近
し
た
地
点
で
身
を
伏
せ
て
小

銃
を
撃

っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、

相
手
は
血
路
を
開

く
た
め
に
、

こ
の
建
物
の
２
階
か
ら
チ

ェ
コ
機
銃

中
西
仁
郎

と
小
銃
で
応
戦
し
て
く
る
。

無
茶
と
い
え
ば
、

こ
の
戦
間
の
当
初
、

こ
の
農

家

の
屋
根
と
裏
側
の
丘
が
接
近
し
て
い
る
の
で
、

屋
根
瓦
の

一
部
を
取
り
除
い
て
手
相
弾
を
投
げ
込

む
こ
と
を
私
と
戦
友
の
原
田
と
で
思
い
つ
き
、
２

人
だ
け
の
判
断
で
屋
根
に
よ
じ
登
り
、

原
田
が
左

手
を
延
ば
し
て
瓦
を
動
か
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の

音
に
気
が
つ
い
て
か
、

下
か
ら
軽
機
関
銃
の
猛
烈

な
射
撃
を
受
け
、

原
田
が
転
げ
落
ち
、

原
田
を
支

え
て
い
た
私
も

一
緒
に
転
落
。

「
お
前
ら
命
が
惜

し
く
な
い
の
か
！
」
と
、

あ
と
で
上
官
に
た
し
な

め
ら
れ
た
。

（幸
い
原
回
の
傷
は
、

弾
が
左
小
指
の
根

元
を
貫
通
し
た
も
の
の
、

大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
）。

こ
の
よ
う
な
経
過
の
あ
と
だ
け
に
、

原
田
の
仇

を
討

っ
て
や
る
と
ば
か
り
、

前
庭
に
回
り
第

一
線

に
飛
び
出
し
て
行

っ
て
、

前
記
の
負
傷
を
負
う
結

果
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

●

「拳
銃
で
頭
を
撃

っ
て
く
だ
さ
い
」

話
を
戦
間
に
戻
そ
う
。

攻
め
る
こ
ち
ら
の
最
前
線
は
小
銃
と
少
し
離
れ

て
軽
機
関
銃
。

１０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
う
し
ろ
に
関
弾

一筒

（接
近
し
す
ぎ
て
発
射
で
き
な
か
っ
た
）
と
小
銃
隊
。

小
戦
間
の
た
め
か
重
機
関
銃
隊
は
参
加
し
て
い
な

か

っ
た
。

第

２
列
日

の
伏
せ
て
い
た
戦
友

の
眼
に
は
、

チ

ェ
コ
機
銃
に
乱
射
さ
れ
、

雪
煙
り
に
覆
わ
れ
た

私
た
ち
は

「
や
ら
れ
た
１
」
と
映

っ
た
と
い
う
。

私
自
身
、

最
前
列
か
ら
ど
う
や

つ
て
引
き
ず
ら

れ
、

後
方
の
安
全
地
帯
に
運
ば
れ
た
の
か
は
覚
え

て
い
な
い
。

多
分
、

失
神
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

気
が

つ
く
と
、
日
頃
か
ら
尊
敬
し
て
い
た
指
揮

班
の
武
田
耕

一
曹
長
が
、

心
配
そ
う
に
私
の
顔
を

じ
―

っ
と
見
詰
め
て
い
る
。

傷
は
激
し
く
痛
む
が
、

出
血
は
多
く
な
い
よ
う

だ
。

弾
丸
が
腹
の
中
に
入

っ
て
い
れ
ば
、

腸
が
切

れ
て
い
て
、

耐
え
ら
れ
な
い
痛
み
に
襲
わ
れ
、

長

時
間
苦
し
み
、

そ
し
て
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

「曹
長
殿
、

苦
し
み
出
し
た
ら
拳
銃
で
頭
を
撃

っ

て
く
だ
さ

い
１
」
と
頼
ん
だ
。

「
そ
れ
で
い
い
の

か
？
―
そ
れ
で
―
」
武
田
曹
長
は
蒼
白
な
面
持
ち

で
、

腰
の
拳
銃
を
手
に
し
て
、

私
の
右
の
こ
め
か

み
に
当
て
て
く
れ
た
。

心
な
し
か
、

曹
長
の
眼
に

き
ら
り
と
光
る
も
の
が
あ

っ
た
。

●
１
セ
ン
チ
が
生
死
を
分
け
る

戦
闘
は
続
い
て
い
た
が
、

私
は
雪
の
上
、

傍
ら

に
武
田
曹
長
が
―
。

ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
経

っ
た
の
か
？
雪
の
上

に
寝
か
さ
れ
て
い
た
私
に
異
変
が
起
き
た
。
―
屁

が
出
た
の
で
あ
る
。

「曹
長
殿
、

屁
が
出
ま
し
た
」
「な
に
、

助
か
る

ぞ
！
」
「
衛
生
兵
、

早
く
来

い
。
ジ

ロ
ウ
が
助
か

る
ぞ
―
」
と
叫
ん
で
い
る
。
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走

っ
て
き
た
衛
生
兵
は
、

軍
袴

貪

ボ
と

を

切
り
裂
き
、

傷
に
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
を
流
し
込
み
、

三
角
巾
で
覆

い
、

あ
り
あ
わ
せ
の
布
で
腰
を
巻
き
、

急
造
の
担
架
を
造

っ
て
く
れ
る
。

も
う
１
セ
ン
チ
内
側
に
被
弾
し
て
い
た
ら
、

い

ま
の
私
は

い
な

い
。

私
の
傍
ら
に
、

武
田
さ
ん
が
居
て
く
れ
な
か

っ

た
ら
、

ど
う
な

っ
て
い
た
か
判
ら
な
い
。

原
田
に
し

て
も
私
に
し
て
も
、

当
た
り
処
に

よ

っ
て

「生
」
と

「死
」
に
別
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
の
腰

の
中
に
は
、

あ
の
時
の
弾
片
が
い
ま
も

在
る
。

傷
口
か
ら
血
膿
を
流
し
な
が
ら
、

原
田
と

一
緒

に
、

あ
る
時
は
別
々
に
い
く

つ
か
の
野
戦
病
院
を

経
て
、

辿
り
着

い
た
の
が
揚
子
江
岸

の
漢
口

緑

ま
の
武
漢
市
）
に
あ

っ
た
陸
軍
病
院
で
あ
る
。
こ

こ
で
左
腕
を
失

っ
た
武
田
曹
長
と
再
会
し
た
。

人
間
の
運
命
は
判
ら
な
い
も
の
、

こ
の
病
院
で

弾
片
摘
出
予
定
の
３
日
前
、
８
月
１５
日
敗
戦
の
放

送
を
聴
く
。

充
分
な
設
備
の
な

い
野
戦
病
院
で
、

手
術
が
出

来
な
か

っ
た
こ
と
は
、

私
に
と

っ
て
幸
運
だ

っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。

原
隊
に
戻
る
よ
う
命
令
さ
れ
、

膿
の
出
て
い
る

傷
口
を
押
さ
え
、

杖
を
片
手
に
、

つ
い
こ
の
間
下

っ

て
き
た
揚
子
江
を
遡

っ
て
原
隊
に
復
帰
し
た
の
が
、

９
月
中
旬
の
こ
と
。

部
隊
で
は
、

私
は
死
ん
だ
こ

と
に
な

っ
て
い
た
。

０

「私
は
生
か
さ
れ
て
い
る
」

部
隊
は
国
府
軍
の
捕
虜
に
な
っ
て
は
い
た
が
、

与
え
ら
れ
た
民
家
で
自
主
的
な
生
活

・
自
治
権
が

認
め
ら
れ
、

周
辺
の
農
家
の
手
伝
い
に
出
て
、

足
り
な
い
食
料
の
補
給
な
ど
も
し
た
。

１０
月

初
旬
、

武
装
解
除
。

傷
日
の
塞
が
ら
な
い
ま
ま
、

翌
１
９
４
６

者
　
年
６
月
、

生
ま
れ
故
郷
の
北
海
道
網
走
に
復

筆ヽ
　
員
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

求
　
が
Ⅵ

郷
勤
躯
欄
耐
肝
蜘
難
守
サ

詢
債
メ
加
焼

韓
　
通
常
の
歩
行
が
出
来
る
保
証
は
な
い
と
い
う
。

‐９
　
　
た
ま
た
ま
通
院
し
て
い
た
耳
鼻
科

の
医
師

が
、

傷
口
を
見
て

「骨
片
が
遊
ん
で
い
る
の

か
も
―
」
と
、

細

い
銀
の
棒
の
よ
う
な
も
の

で
探

っ
て
い
て
、

骨
片
３
個
を
取
り
出
し
て

く
れ
た
。

も
し
敗
戦
の
日
が
遅
く
、

漢
口
で
手
術
を
し
て

い
た
ら
―
と
思
う
と
、

改
め
て
ぞ
―

っ
と
す
る
。

私
に
と

っ
て
は
オ
マ
ケ
の
人
生
６０
有
余
年
。

多
く

の
仲
間
が
死
に
、

傷

つ
い
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。

中
国
の
人
た
ち
に
計
り
知
れ
な
い
被
害

を
与
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
、

負
の
遺
産
と
し

て
忘
れ
る
こ
と
が
あ

っ
て
は
い
け
な
い
。

私
が
負
傷
し
た
あ
と
の
４
月
に
始
ま

っ
た
作
戦

に
、

中
隊
で
参
加
し
た
の
は
１
２
０
名
、

復
員
し

た
者
は
３６
名
、

そ
の
う
ち
無
傷
の
者
は
た

っ
た
２

名
と

い
う
こ
と
だ
。

そ
し
て
、

こ
の
作
戦
は
永
く
秘
匿
さ
れ
、

敗
戦

の
後
公
表
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
、

思
う
こ
と
。

そ
れ
は
亡
く
な

っ
た
人
た
ち
の
た
め
に
、

平
和

を
守
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、

「
私
は
生
か
さ
れ

て
い
る
」
と
考
え
て
い
る
。

中
華
人
民
共
和
国

・
建
国

の
軍
人

・
政
治
家

で
あ
る
陳
毅
外
相
は
、

「中
国
は

（日
本
の
侵
略
を
）

忘
れ
る
。
日
本
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
語

っ

て
い
る
。

そ
う
だ
―

そ
れ
と
同
時
に
私
た
ち
は
、

「
お
母

さ
―
ん
―
」
と
叫
ん
で
斃
れ
て
い
つ
た
、

多
く
の

戦
友
を
忘
れ
ま
い
。

（な
か
に
し
・
じ
ろ
う
、

札
幌
市
在
住
　
８７
歳
）

◆
注
１
　
匪
賊

（ひ
ぞ
く
）

制
服
を
身
に
着
け
ず
、

農

民
の
服
装
で
農
耕
を
す
る
か
た
わ
ら
軍
務
に
つ
い
て
い

た
中
国
共
産
党
軍

（八
路
軍
）
兵
士
を
、

当
時
の
日
本
人

は
こ
う
呼
ん
で
い
た
。
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社
著

ざ
卜
駒

◆
無
言
館
の
絵
の
こ
と京

都
府
京
都
市
　
大
沢
ミ
ヲ

無
言
館

の
絵

の
表
紙
を
み
る
だ
け
で
も
、

と
て

も
冊
子
と
粗
末
に
で
き
ま
せ
ん
。

◆

『市
民
の
意
見
』
に
は
静
か
に
同
感
で
き
ま
す

長
崎
県
長
崎
市
　
伊
藤
淑
子

教
会
関
係

の
友
人
か
ら
貴
誌

の
１
１
０
号
を

い
た
だ

い
て
拝
読

い
た
し
ま

し
た
。

最
初

の

「
一
九
四
三
年
冬
の
手
帳
―
あ
る
牧
師
の
思
い
出
」

で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

あ
あ
、

読
み
た
か

っ

た
の
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
…
…
。

平
和
運
動
に
は
原
爆
反
対
の
原
水
禁

・
原
水
協

が
分
裂
す
る
こ
ろ
か
ら
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

勤
務

に
忙
殺
さ
れ
運
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
日
も
あ
り
ま
し

た
が
、

退
職
後
は
あ
れ
こ
れ
の
会
や
平
和
デ
モ
、

署

名
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
違
和
感

が
あ
り
胸
に
つ
か
え
る
も
の
が
あ
っ
た
り
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

年
齢
の
せ
い
で
駄
目
な
の
か
と
挫
折

感
を
味
わ
う
と
と
も
に
、

い
や
少
し
違
う
と
で
つ
思

い
も
密
か
に
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

で
も
貴
誌
に
は
静

か
に
同
感
で
き
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

◆
有
権
者
に
告
げ
た
い
こ
と

東
京
都
世
田
谷
区
　
長
谷
川
修
児

経
済
、

景
気
よ
リ
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
問
題
で
す
よ

と
選
挙
民
に
告
げ
た
い
気
持
で
す
。

◆
１
票
を
次
の
選
挙
で
生
か
し
た
い

東
京
都
杉
並
区
　
士
口
田
嘉
清

ひ
ど
い
内
閣
で
す
ね
。　

一
人

一
人
の
１
票
を
こ

の
次
の
選
挙
で
生
か
し
た
い
で
す
ね
。

憲
法
の
こ

と
を
日
に
も
し
な

い
麻
生
首
相
。

ア
メ
リ
カ
の
戦

争
協
力
に
ス
ト

ツ
プ
を
。

◆
ま
だ
ま
だ
言
い
足
り
な
い
戦
争
体
験
世
代

京
都
府
京
都
市
　
一向
橋
千
夏

い
つ
も
励
ま
さ
れ
、

元
気
が
出
て
き
ま
す
。

戦

争
を
市
民
と
し
て
生
き
た
者
は
、

意
見
を
正
直
に

言
い
続
け
て
、

ま
だ
ま
だ
言
い
足
り
ま
せ
ん
。

◆
温
暖
化
と
戦
争
は
根

っ
こ
が
同
じ

愛
知
県
名
古
屋
市
　
小
栗
郁
子

資
本
主
義
は
生
物
の
存
続
と
相
容
れ
な
い
ほ
ど

に
な

っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ス
ピ
ー
ド
や
快

適
さ
や
便
利
さ
や
利
益

の
追
求
は
必
ず
何
か
を

奪

っ
て
い
ま
す
。

温
暖
化
と
戦
争
と
は
根

っ
こ
は

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
人
間
の
智
恵
は

一
歩

進
ん
だ
社
会
の
実
現
を
可
能
に
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

最
大
国
の
す
ぐ
お
膝
元
で
。

◆
う
れ
し
い
反
応

山
田
県
下
関
市
　
大
谷
正
穂

前
号
で
拙
稿
に

『海
』
の
申
込
先
を
加
え
て
頂

い
た
の
で
、

群
馬
の
方
か
ら
定
期
購
読
の
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

な
に
し
ろ
少
人
数
で
や
っ
て

い
る
の
で
、

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

◆
前
号
の
無
言
館
の
絵
が
胸
に
迫
り
ま
す

長
崎
県
長
崎
市
　
西
岡
由
香

表
紙
の
絵

（「祖
母
の
像
し

が
胸
に
迫
り
ま
す
。

そ
し
て
戦
争
体
験
、
９
条
、

派
遣
労
働
問
題
ま
で

幅
広
く
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
内
容
の
重
厚
さ
に

感
嘆
し
ま
し
た
。

来
年
４
月
に
、

長
崎
で
雨
宮
処

凛
さ
ん
の
講
演
会
を
開
く
の
で
、

と
く
に
鎌
田
慧

さ
ん
の
派
遣
労
働
問
題
の
部
分
は
納
得
す
る
と
こ

ろ
し
き
り
で
す
。

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

ヘ

の
経
済
制
裁
を
叫
ぶ
前
に
、

自
国
民

へ
の
経
済
制

裁
を
解
除
し
て
ほ
し
い
で
す
よ
ね
。

編
集
に
携
わ

る
皆
さ
ま
の
熱
意
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

ぜ
ひ
多

く
の
方
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
９
条
を
世
界
平
和
に大

阪
府
大
阪
市

大
東
齢
子

北
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
開
会
式
の
日
に
、

南
オ
セ

チ
ア
自
治
州
を
め
ぐ
る
グ
ル
ジ
ア
と
ロ
シ
ア
の
戦

間
の
ニ
ュ
ー
ス
。

多
く
の
避
難
民
の
姿
、

窮
状
に

戦
争
の
お
ろ
か
し
さ
を
思
い
ま
す
。
９
条
を
世
界

平
和
に
。

◆
こ
う
い
う
ミ
ニ
コ
ミ
が
果
た
す
役
割

大
阪
府
高
槻
市
　
一二
上
弘
志

移
ろ
い
や
す
い

「
民
意
」
は
マ
ス
コ
ミ
の
ミ
ス

リ
ー
ド
の
所
為
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、

潮
日
と

か
ト
レ
ン
ド
を

つ
く
る
も
の
は
、

何
な
ん
で
し
ょ

う
ネ
。

何
は
と
も
あ
れ
、

こ
う

い
う
ミ
ニ
コ
ミ
が

果
た
す
役
割
も

一
層
大
切
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

ご
奮
闘
下
さ
い
。
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エ
ン
ピ

ツ
が
好
き
だ
。

つ
ぎ
の
し
ご
と
に
取
り

か
か
る
幕
間
に
エ
ン
ピ

ツ
を
削
る
。
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
や
小
刀
で
角
を
削

い
で
い
く
。

気
持
ち
に
ゆ

と
り
が
な

い
と
き
に
は
、

削
り
す
ぎ
た
り
、

芯
を

尖
ら
せ
よ
う
と
し
て
折

っ
て
し
ま
う
。

エ
ン
ピ
ツ

削
り
は
、

こ
こ
ろ
の
あ
り
よ
う
を
表
わ
す
。

エ
ン

ピ

ツ
削
り
器
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
。

エ
ン
ピ
ツ
に

も

「賞
味
期
限
」
が
あ
る
よ
う
で
、

年
月
を
経
た

製
品
は
、

黒
芯
の
乾
燥
が
す
す
む
せ
い
か
、

削

っ

て
い
て
折
れ
や
す

い
。

事
典
を
調
べ
る
と
、

エ
ン
ピ

ツ
の
軸
木
に
は
シ

ダ
ー
材
を
使
用
と
あ
る
が
、
日
本
製
と
ド
イ
ツ
や

ス
イ
ス
製
で
は
、

削
り
心
地
が
ち
が
う
。

国
産
は

サ
ク
ッ
と
柔
ら
か
い
が
、

欧
州
製
に
は
粘
り
が
あ

り
や
や
堅

い
。

木
材
の
色
も
、

国
産
が
赤
み
を
帯

び
て
い
る
の
に
対
し
、

欧
州
モ
ノ
は
白

つ
ぽ
い
。

エ
ン
ピ

ツ
の
祖
先
は
、

古
代
の
ギ
リ
シ
ア
、

ロ
ー

マ
に
ま
で
辿
れ
、

エ
ン
ピ
ツ
が
、

軸
木
で
黒
芯
を

固
定
し
た
現
在

の
ス
タ
イ
ル
に
な
る
の
は
、

１９
世

紀
末
か
ら
２０
世
紀
に
か
け
て
だ
そ
う
だ
。

国
産
と
外
国
産
の
品
質
を
た
や
す
く
比
較
で
き

な
い
の
は
、

〈書
き
や
す
さ
〉
〈削
り
や
す
さ
〉
の

基
準
そ
の
も
の
を
、

ひ
と
び
と
が
長
い
年
月
を
か

け
て
は
ぐ
く
ん
で
き
た
か
ら
だ
。

多
く
の
著
者
や

編
集
者
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

わ
た
し
も
２
Ｂ

の
愛
用
者
だ
が
、

同
じ
２
Ｂ
で
も
、

国
産
の
ほ
う

が
柔
ら
か
い
気
が
す
る
。

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の

〈書
き
や
す
さ
Ｘ
削
り
や
す
さ
〉
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

エ
ン
ピ

ツ
を
削
り
な
が
ら
考
え
る
。

鉱
物
質
と

樹
木
と
の
絶
妙
な
組
み
合
わ
せ
か
ら
で
き
て
い
る

エ
ン
ピ

ツ
は
、

尖

っ
た
中
心
点
し
か
使
わ
な

い
。

輪
切
り
に
し
た
面
積
で
言
え
ば
、
９
割
以
上
を
捨

て
て
い
る
勘
定
に
な
る
。

紙
に
触
れ
る
先
端
が
も

た
ら
す
筆
触
を
、

周
囲
の
芯
と
木
が
支
え
て
い
る
。

誰
も
、

捨
て
て
い
る
９
割
を
無
駄
と
は
言
わ
な
い

だ
ろ
う
。

関
川
夏
央
さ
ん
の
本
だ

っ
た
か
、

訪
問
者
が
北

朝
鮮
の
工
事
現
場
か
ら
１
本
の
ク
ギ
を
拾

っ
て
く

る
話
が
あ

っ
た
。
１
本
の
ク
ギ
は
、

資
源
が
ど
の

く
ら
い
枯
渇
し
て
い
る
の
か
、

生
産
現
場
の
士
気

は
ど
う
か
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な

〈情
報
〉
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
ら
し
い
。

あ
り
ふ
れ
た
エ
ン
ピ

ツ
も
ク
ギ
も
、

入
手
不
能

に
な
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
困
る
だ
ろ
う
。

同
じ
よ
う
に

あ
り
ふ
れ
て
は
い
る
が
、

想
像
力
を
掻
き
た
て
る

品
物
に
ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ
が
あ
る
。

財
布

の
小
銭
の

よ
う
に
、

ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ
も
ま
た
、

机
の
上
で
増

え
る
と
き
は
急
に
集
ま
り
、

減
る
と
き
は
あ

っ
と

い
う
間
に
な
く
な
る
。

ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ
ひ
と
つ
ず

つ
は
、

だ
れ
の
所
有
物
な
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
。

ど
こ
か
ら
か
や
つ
て
き
て
去

っ
て
い
く
。

生
き
物

の
よ
う
に
世
間
を
渡
り
歩

い
て
い
る
。

金
属
ク
リ
ッ
プ
の
歴
史
も
古
く
、

東
ロ
ー
マ
帝

国
に
淵
源
を
も
ち
、

ひ
と

つ
ず

つ
手
作
り
の
貴
重

品
だ

っ
た
の
で
、

皇
帝
や
上
流
階
級
に
属
す
る
人

間
し
か
使
え
な
か

っ
た
、

と
ウ
ィ
キ
ペ
デ
イ
ア
は

記
す
。

文
書
が
、

統
治
の
道
具
だ

っ
た
せ
い
も
あ

る
だ
ろ
う
。

「
Ｑ
」
の
字
に
似
た
ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ

が
世
に
出
現
す
る
の
は
、

エ
ン
ピ

ツ
と
同
じ
、

１９

世
紀
末
か
ら
２０
世
紀
に
か
け
て
だ
。

文
書
を
綴
じ

る
ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ
に
も
、

金
属
と
の
接
触
の
歴
史

が
潜
ん
で
い
る
。

ふ
と
考
え
る
。

世
界
で
い
く

つ
の
国
の
国
民

が
、

自
国
産
の
エ
ン
ピ

ツ
で
モ
ノ
を
書
け
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

書
き
や
す
い
エ
ン
ピ

ツ
を

つ
く
る
に

は
、

い
く

つ
も
の
条
件
が
必
要
な
は
ず
だ
。
自
国

産
の
エ
ン
ピ

ツ
で
モ
ノ
が
書
け
る
の
は
、

途
方
も

な
く
し
あ
わ
せ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

書
き

味
は
、

文
字
の
形
態
や
湿
度
や
気
候
な
ど
が
複
合

さ
れ
た
結
果
だ
か
ら
だ
。

〈当
た
り
前
〉
は
、

け

っ

し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
の
だ
。

で
は
ク
ギ
や
ゼ

ム
ク
リ
ッ
プ
は
、

は
た
し
て
国
産
な
の
だ
ろ
う
か
。

（す
ず
き

。
ひ
と
し
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

題

字
デ
ザ
イ
ン
も
筆
者
）

〈当
た
め
前
〉
の
深
さ
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事
務
局
だ
よ
り

小
田
実
さ
ん
の
こ
と
な
ど

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川

勇

一

■
１０
月
４
日
、

岩
波
書
店
な
ど
の
主
催
で

「小
田

実
没
後

一
年
記
念
講
演
会
　
小
田
実
の
文
学
」
が

東
京

・
神
田
で
開
催
さ
れ
、

約
４
０
０
名
参
加
の

盛
会
で
し
た
。

発
言
は
ド
ナ
ル
ド

・
キ
ー
ン
、

鶴

見
俊
輔
、

澤
地
久
枝
、

夫
人
の
玄
順
恵
さ
ん
の
四

人
。

い
ず
れ
も

い
い
お
話
で
し
た
が
、

鶴
見
さ
ん

は
そ
の
最
後

の
と
こ
ろ
で
、

「
今
春

の
九
条
の
会

主
催
の
会

で
は
、

小
田
実
を
ジ
ョ
ン

・
万
次
郎
と

並
ん
で
、

日
本
を
世
界
に
向
け
て
開
い
た
稀
有
な

人
物
と

い
つゝ
話
を
し
た
。

今
回
は
そ
の
文
学
に
つ

い
て
語

っ
た
。

あ
と

一
つ
、

組
織
者
と
し
て
の
小

田
実
と

い
つヽ
話
を
し
た
い
。

そ
の
三
つ
が
揃
え
ば
、

自
分
の
小
田
実
論
は

一
応
完
結
す
る
」
と
結
ば
れ

ま
し
た
。

そ
れ
で
、

早
速
、

そ
の
三
つ
日
の
講
演
会
は
ぜ

ひ
市
民
の
意
見
３０
の
会

。
東
京
の
主
催
で
開
催
さ

せ
て
ほ
し

い
と
申
し
込
み
、

快
諾
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
程
は
未
定
で
す
が
、

毎
年
、

鶴
見
さ
ん

は
樺
美
智
子
さ
ん
の
命
日
、
６
月
１５
日
に
上
京
さ

れ
、

国
会
南
通
用
門

へ
の
献
花
な
ど
の
行
事
に
参

加
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
前
後
か
、

あ
る
い
は

７
月
末

の
小
田
さ
ん
の

「
三
回
忌
」
の
前
後
に
な

り
そ
う
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
小
田
さ
ん
の
生
前
の
活
動
を
記
録
し
た
ド

キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー

『小
田
実
　
上退
す
言
葉
』
（Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
映
）
は
感
動
的
な
も
の
で
し
た
が
、

こ
れ

を
作
成
し
た
本
会
会
員
の
坂
元
良
江
さ
ん
が
、

こ

の
作
品
で
放
送
批
評
懇
談
会
の

「ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー

選
奨
」
と

「
Ａ
Ｔ
Ｐ
優
秀
番
組
賞
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー

の
ほ
う
は
１
年
間
す
べ
て
の
番
組
中
１４
番
組
以
内

に
選
ば
れ
、

Ａ
Ｔ
Ｐ
の
ほ
う
は
１
年
間
す
べ
て
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
中
９
番
組
以
内
に
選
ば

れ
た
こ
と
に
な
る
そ
う
で
、

グ
ラ
ン
プ
リ
は

「
ア

ン
ジ

エ
イ

・
ワ
イ
ダ
」
の
作
品
、

小
田
さ
ん
の
番

組
は
２
番
目
に
位
置
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の

番
組
の
視
聴
を
ご
希
望
の
方
に
は
、

往
復
送
料
だ

け
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
お
貸
し
で
き
ま
す
。

事
務
局

へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
先
月
の
本
欄
で
お
知
ら
せ
し
た
無
言
館

ツ
ア
ー

に
つ
い
て
は
、

事
務
局
の
佐
橋
さ
ん
と
会
員
の
吉

岡
さ
ん
が
先
乗
り
調
査
で
現
地
ま
で
行

っ
て
調
べ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
２０
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
友
誼
団
体
で
あ
る
「市
民
の
意
見
３０
。関
西
衣
昨

年
ま
で
、

代
表
＝
小
田
実
）
は
、

夏
以
来
、

内
部
事

情
か
ら
活
動
休
止
に
な

っ
て
お
り
、

心
配
し
て
い

た
の
で
し
た
が
、

１０
月
１２
日
、

大
阪
で
臨
時
総
会

が
開
か
れ
、

複
数
運
営
委
員
会
を
作

っ
て
再
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
の
本
会
か
ら
も

事
務
局
の
吉
田
和
雄
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

当

面
は

「福
祉
」
政
策
案
の
確
定
や
、

「市
民

Ｈ
議

員
立
法
推
進
実
現
本
部
」
な
ど
と
協
同
し
て
、

「市

民
安
全
法
」
の
市
民
案
や

「災
害
救
助
庁
」
案
の

具
体
化
な
ど
の
活
動
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

成
功
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
本
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ド
レ
ス
は
本
誌
表
紙
に
あ
り
ま
す
。

■
本
誌
の
編
集
作
業
が
人
手
不
足
で
す
。

仕
事
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
を
鶴

首
し
て
お
り
ま
す
。

■
年
賀
状
用
意
の
時
期
で
す
。

出
さ
れ
る
方
は
、

そ
の
中
で
５
月
３
日
の
意
見
広
告
運
動

へ
の
協
力

を
よ
び
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。

（１１
／
１１
記
）

（よ
し
か
わ
。
ゆ
う
い
ち
、

事
務
局
）

●

●

●

●

●

●

●

●

事
務
局
の
会
員
情
報
係
よ
り

６
月
か
ら
会
員
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
吉
川

か
ら
引
継

い
で
、

桜
井
と
森
安
が
担
当
し
て
い
ま

す
。
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【会
費
の
振
込
み
に
つ
い
て
】

毎
号
の
本
誌

『市
民
の
意
見
』
発
送
の
封
筒
に

は
、

会
費
が
切
れ
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、

す
べ

て
の
方
に
払
込
取
扱
票

（郵
便
振
込
面ろ

を
同
封
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
同
封
さ
れ
て
い
る
の
で
、

会

費
が
切
れ
て
い
る
の
で
は
と
誤
解
さ
れ
る
方
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、

振
込
み
済
み
の
会
費
の
有
効
期

限
は
、

毎
号
の
封
筒
の
宛
名
シ
ー
ル
の
お
名
前
の

右
下
に
、

（↓

さ
８
＼
昼
）

の
よ
う
に
表
記
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
方
に
は

「会

費
送
付

の
お
願
い
」
の
手
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

も
し
会
費
期
限
に
つ
い
て
間
違

い
や
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
電
話

（で
き
る
だ
け

Ｆ
Ａ
ｘ
）
で
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（桜
井
記
）
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◆
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
の
処
分
を
協
議
す
る
政

府
・与
党

の
会
議
の
席
上
、彼

の
歴
史
観
は
間
違

っ

て
な
い
、

と
の
発
言
が
あ
い
つ
い
だ
そ
う
だ
。
自

衛
隊
内
で
も
、

彼
の
発
言
を
支
持
す
る
勢
力
が
半

公
然
的
に
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ

た
。

い
ま
や
、

軍
事
ク
ー
デ
タ
の
悪
夢
さ
え
に
わ

か
に
リ
ア
リ
テ
イ
を
帯
び
て
き
た
。

◆
本
号
で
は
隣
国
と
の
歴
史
観
共
有
化
の
試
み
を

特
集
し
た
が
、

折
角
苦
心
し
て
共
通
教
科
書
を

作

っ
て
も
、

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
現
実
が

あ
る
よ
う
だ
。

そ
れ
以
前
に
、

多
く
の
高
校
生
が
、

近
現
代
史
を
ろ
く
に
学
ぶ
こ
と
が
な
い
ま
ま
卒
業

し
て
い
る
と

い
う
問
題
が
あ
る
。

せ
め
て
、

大
学

入
試
で
も

っ
と
近
現
代
史
の
出
題
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な

い
の
か
。

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

◆
１０
月
２８
日
、

法
務
省
は
新
た
に
２
人
の
死
刑
囚

に
死
刑
を
執
行
し
た
。

そ
の
前
日
、

私
た
ち
が
執

行
停
止
を
求
め
る
市
民
の
共
同
声
明
を
同
省
と
首

相
官
邸
に
送

っ
た
翌
日
で
あ
る
。
日
本
の
死
刑
執

行
状
況
は
世
界
で
も
異
常
と
見
ら
れ
て
お
り
、

世

界
規
模
で
の
死
刑
執
行

一
時
停
止
を
呼
び
か
け
て

い
る
Ｅ
Ｕ
議
長
国
フ
ラ
ン
ス
は
、

今
回
の
執
行
に

「深
い
憂
慮
」
を
表
明
し
た
。

◆
朗
報
が
ひ
と

つ
。

南
米

エ
ク
ア
ド
ル
で
は
９
月

末
、

外
国
軍
の
軍
事
基
地
を
禁
止
す
る
新
憲
法
を

可
決
し
た
。

そ
の
結
果
、

あ
と
１
年
ほ
ど
で
同
国

内
の
米
軍
基
地
は
撤
廃
さ
れ
る
見
通
し
だ
と

い
う
。

▼
編
集
委
員
　
天
野
恵

一
、

有
馬
保
彦
、

井
上
澄

夫
、

佐
橋
弥
生
、

杉
内
蘭
子
、

高
橋
武
智
、

西
田

和
子
、

古
澤
宣
慶
、

細
井
明
美

（次
号
担
当
）、
道

場
親
信
、

本
野
義
雄

（本
号
担
当
）、
諸
橋
泰
樹
、

吉
川
勇

一
、

吉
田
和
雄

今
期
の
会
計
報
告
の
中
で
は
、

事
務
用
品
に
め

だ

っ
た
支
出
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
、

会
員

情
報
や
会
計
な
ど
の
管
理
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

等
に
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
が
容
量
不
足
と
な

っ
て

き
た
の
で
、

新
し
い
パ
ソ
コ
ン
を
９
月
に
購
入
し

た
た
め
で
す
。

や
れ
や
れ
こ
れ
で
事
務
処
理
能
力
が
大
幅
に

ア
ッ
プ
、

と
安
堵
し
た
の
も

つ
か
の
間
、

今
度
は

フ
ァ
ッ
ク
ス

・
コ
ピ
ー
の
複
合
機
が
故
障
。
こ
れ

も
以
前
よ
り
調
子
が
悪
か

っ
た
の
で
す
が
、

ス

タ
ッ
フ
の
魔
法
の
手
で
だ
ま
し
だ
ま
し
使

い
続
け

る
も
、
と
う
と
う
ダ
ウ
ン
。

意
見
広
告
の
チ
ラ
シ

請
求

フ
ア
ッ
ク
ス
が
押
し
寄
せ
る
直
前
の
こ
と
で

す
。
こ
ち
ら
も
大
慌
て
で
１０
月
に
購
入
し
た
次
第

で
オ
ノ。

こ
れ
ら
新
し
い
機
械
た
ち
も
、

私
た
ち
と

一
緒

に
大

い
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
い

ま
す

（上
口
記
）。

市民の意見 30の 会 ・東京

2008年 9月 ～ 10月 会計
(単位 :円)

1.収 入
一般会費 257.500

協力会費 106.500

敬老会費 212,000

障害者会費 17.500

(会費小計 )

カ ンパ 125,260

ニュース販売

バッジ等販売

集会入場料

普通預金利烏、

預か り金 (Ⅲl ) 105,50C

立替金精算 (42) 253,49C

収入計 1,091,05C

2.支 出

印帰J費 23,62E

発送費 158,78E

通信費 26,403

事務用品費 ('3) 163.68C

消耗品費 1,899

編集費 ('4) 14,14C

会場費 4,00C

交通費 (45) 71,7К

事務所費 110,00C

光熱費 7,782

手数料 (Ⅲ6) 30,525

諸会費 ('7) 4・00C

雑費 6,291

立替金 ('8) 126,015

預 り金精算 (Ⅲ9)

支出計 1,130,918

3.収 支        △ 39,865

前期からの繰越 9,448,47

次期への繰越 9,408,608

残高の内訳

会基本会計 5,377,872

条約基金 176,715

F/1基金 2.715,82C

預 り金 1,138,201

計                  9,408,608

注 (*1)意 見広告賛同金の預 り金。(*2)

意見広告事務所費、光熱費立替 5～ 8月 分精算

(】
(3)パ ソコン ¥80,913、FAX・ コ ピー機

¥71,307他 。(*4)ニ ュース原稿、懇談会議

師謝礼金など。(*5)ス タッフ交通費補助 9月

分 ¥44,530、市民の意見 30の 会 ・関西出張

交通費 ¥27,240。 (*6)会 計報告作成手数料
¥30,000。 振込手数料 ¥525.(*7)意 見広告

賛同金 ¥4,000。(*8)意見広告事務所費 9～

10月 分 ¥110,000、その他光熱費等¥16,015

(*9)意見広告賛同金預かり分精算。今期の会

計には、ニュース 110号 の印刷費が含まれて

おりませんので次期の会計に繰り越します。
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